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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　終わってしまった。

　ついに終わってしまった。

　過ぎてみればあっという間の期間だった。始まる前はいまかいまかと待ち望んでいたのに、時間の流れというものはどうしてこうも人の感情によって早くなったり遅くなったりするのだろう。

　というわけで、常つね村むら良りよう人と、高校二年生の二学期の始まりである。

　ひさしぶりに制服に袖そでを通し、歩き慣れた通学路をとぼとぼと。

　九月の朝日がまぶしい。夏休み中はこんな早い時間に起きること滅めつ多たになかったからな。眠い目をこすりながらの登校初日である。

　教室のドアを開けた瞬しゆん間かん、ああ始まってしまったんだな、という実感がわいてきてさらに気が重くなってきた。

　友人たちの変わらない姿にほっとする。少しだけ大人おとなびて見えるクラスの女子の姿にドキッとする。久々に会ったからそう見えるだけだ。そう信じたい。

　そんな中に、僕の想おもい人発見。

　大だい丈じよう夫ぶ、彼女は変わっていない。

　そりゃそうだ。夏休み中だってちょくちょく会ってたんだから。少なくとも、週に一回はラジオの収録で顔を合わせるんだから。

　彼女はクラスの女子と話をしていたみたいだけど、僕が教室に入ったタイミングでちょうどよく一区切りついたらしい。彼女の席の周りに立っていた女子たちが去っていった。

　よし、話しかけるチャンス。

「おはよ」

「んー、おはよ」

　眠そうな返事である。それでも彼女の声はよく聞こえた。夏休み明けの、騒さわがしい教室の中でも、だ。

　彼女の名前は音おと無なしまどか。

　大人気のアイドル声優さんだ。

　そして……僕の好きな人だ。

　もう誤ご魔ま化かさない。ファンとしてだとか、友達としてだとか、一緒にラジオをやる相あい方かたとしてだとか、そういうことじゃない。

　僕の好きな人だ。

　夏休み中に勢い余って告白まがいのことをしてしまったけど、まだ明確な返事はもらえていない。告白のあと、音無さんをライバル視する女の子の登場とかでごたごたしちゃったからな。

　そういえば、お盆までに音無さんの手を握るっていう源げん太たさんとの賭かけはどうなったんだっけ。あれから源太さんの姿も見ないし、放っておけばいいか。

　とりあえず、いままで通りの関係を保ててはいるけど、音おと無なしさんが内心でどう思っているのかまでは分からない。

　じれったい気持ちもありつつ、音無さんのアイドル声優としての立場を考えると返答をせかすこともできない。そもそも、音無さんの僕への態度は告白前と変わらないわけだから、それが答えなのかもしれないしな。僕に気を遣つかって言葉ではなく態度で返事をくれているのだとしたら、これ以上踏ふみ込むのには勇気がいる。

　打つ手なし。困ったもんだ。

　それにしても、音無さんの制服姿を見るのはひさしぶりだな。うむ、やはりかわいい。私服姿も、ステージ衣装に身を包んだ音無さんも見てきてはいるけど、制服姿もやっぱりいいな。

　仕事のときは頭の横に結う長い髪も、普段はおろしている。そんなちょっとの違いでもイメージががらりと変わるから、なにを着ていても飽あきることはない。美人は三日で飽きるとか、あんなの噓うそだ。

　そんな音無さんを横目に見ながら席に座って、気持ちを落ち着かせる。一呼吸ついてから後ろを振り返る。

　いつもなら、音無さんとなにを話そうか、おしゃべりしたいけどどんな話題なら彼女も楽しんでくれるだろうか、と焦あせるところだが、今日きようはちゃんと話題があるのだ。

　訊ききたいことがある。訊かなければいけないことがある。

　昨日きのうの夜にとある少女から送られてきた、あのメールのことを。

「音無さん、聞いた？」

「愛あ好こちゃんが告白されたってこと？　聞いたわよ」

「マジで!?　うっそ、いつ!?　僕聞いてないんだけど！」

　愛好とは僕の妹である。中学二年生である。仲は悪くない。むしろ、世間一般の兄妹きようだいからしてみれば仲がいい方だと思う。だけど、そんな話は初耳だ。

　…………告白？　あの愛好が？

　いつも下品なことばっかり言ってるガキんちょのあの愛好が？　マジで？

「相手は同じ学校の後こう輩はいみたいよ」

「へー。…………って、ちょっと待て。学校の後輩？」

　愛好が通っているのは私立のお嬢さま学校である。私立グレイス女学院という、お金持ちのお嬢さま方がいっぱい通っている、れっきとした女子校である。ということは、必然的にお相手も…………。

「なに驚おどろいてんの。偏へん見けん？　差別？」

「いや、そんなつもりはこれっぽっちもないけど…………」

　マジか。やっぱり女子校にはそんな出来事が起こったりするわけですか。むしろ夢がふくらむわけですが。

「で？　あいつなんて答えたんだ？」

「いい友達でいましょ、みたいな感じらしいけど」

　そうか。

　へー、そうなんだ。

「なるほど…………」

「朝っぱらから妄もう想そう全開ね、あんた」

「いや！　待て、違うって。そんな変な想像はしてないって！」

　もしも愛あ好ことその女の子がそういう関係になったら、色々と男の子の興味を惹ひかれる世界の話を聞けるかもって思っただけだから！　これがもし音おと無なしさんの言う妄想全開ってことならごめんなさい！　素直に謝るわ。

「っていうか音無さん。僕はそういう話をしたかったんじゃなくて」

　すごい情報を聞けて目が覚めたけども、僕が音無さんに尋たずねたかったのは別件だ。

　どうせ教室にいるみんなはおしゃべりに夢中で、僕と音無さんの話に聞き耳なんて立ててはいないだろうけど、内容が内容なので声を若じやつ干かん抑えてみる。

　ついでに、少し音無さんとの距離を縮めてみる。これで避よけられたらショックだな、と思いつつも。

　すると、こちらの様子を察した音無さんも、すっと僕に近づいてきた！　びっくりした僕は少し音無さんから離れてしまう。

「なによ」

「あ、ごめ。違う、ちょっと驚おどろいただけで」

「はあ？」

「いや、違うんだ。本当にごめん。気を悪くしないで」

　避けられたらショックだな、なんて考えながら、僕が音無さんにたいして同じことをやってしまったじゃないか。これはいかん。大変申し訳ない。

　変に意識なんてしてないで、内緒話の距離に近づかなければ。

　離れてしまった距離を取り戻すため、僕はぐっと音無さんに顔を寄せる。

「「……………………」」

　近いちかーい！

　今度は近づきすぎた！

　目の前に音無さん。至近距離に音無さん！

　しかも音無さん、避けないんだもの。顔を背そむけたりしないんだもの。

「あの、音無さん、えっと…………」

「な、なによ」

　ああっ、でも音無さん、さすがに視線は泳いでる！　無理もない。僕だってそうだ。視線はあっちへ行ったりこっちへ来たりだ！

　うわあ、気づけば教室のあちこちから視線を向けられている。そりゃそうだ、いるだけで人目を惹ひきつける音おと無なしさんが男と顔を突き合わせているんだから。

「よお、常つね村むら。ひさしぶりだな」

　クラスメイトの男子が話しかけてきた！　音無さんといったん離れることにする。

「や、やあ。一学期ぶり」

　クラスメイトにたいしてよそよそしい態度になってしまうのは仕方がない。だってこいつ、すごい殺気だもん！

「実は俺おれさ、夏休みの間、ある霊れい媒ばい師しの元で呪じゆ術じゆつを学んできたんだよね」

「へえ、そいつはすごいな」

　なんでそれをいま僕に言う!?

　ひさしぶりに会ったクラスメイトにする夏休みの思い出語りとしては内容がいささかぶっ飛びすぎてんだろ。

「で、話は変わるけど、髪の毛一本くれね？」

「変わってねえだろ！　完全に繫つながってんだろ！」

「いいじゃねえかよ！　髪の毛の一本くらい！」

　なんて言っていたら、横で音無さんも話を聞いていたようで。

「いいじゃない、髪の毛の一本くらい。あげたら？」

「音無さんは黙だまってて！　ってか、そう言うなら音無さんがあげれば？」

「あたしの？」

　音無さんが自分の髪を指でなぞると、クラスメイトは急にそわそわとズボンのポケットをまさぐり始めた！

「あ、ちょっと待っててください。サイフ持ってくるんで」

「金払おうとしてんじゃねえよ！　おまえ、ちょっと……ひくわ」

　本気でサイフを取りに行こうとするクラスメイトを引き留めようとしたら、教室に先生が入ってきた。それを見て、さすがにクラスメイトもふざけるのをやめて自分の席へ大人おとなしく戻ったようだ。

　先生は来てしまったが、夏休みのテンションを引きずる高校生たちがそう簡単に静かになるわけがない。先生が教卓の前に立っても教室の中はざわついている。完全に無視して歩き回っている生徒はいないが、自分の席についても周りの友人たちとおしゃべりをしている声は大きい。

　そりゃそうだよ。九月とはいえ、まだまだ暑いもん。新学期が始まったからって、そう簡単には切り替えられないって。

　よし、先生には悪いが、いまのうちに改めて音無さんに尋たずねてみよう。昨夜ゆうべ送られてきた、ある人物からのメールの内容について。

　そう思い、再び後ろの席の音おと無なしさんへと振り返ろうとした僕の動きを止めたのは、クラスの担任である和わ田だ先生の言葉だった。

「みんな、夏休みはどうだった？　え？　先生はどうだったのかって？　こらこら、先生の動向をどうこう言うんじゃありません！　なんちゃって！」

「……………………………………………………」

　────夏は、終わったんだな。

　アスファルトを焼く夏の日差し。

　朝っぱらからけたたましく鳴くセミたち。

　青々と茂しげる緑に、光のトリックが見せる空の色。

　静まりかえった教室から見る外の光景が、どこか遠くに感じる。

　気持ちを引き締めて新学期を迎えよう。

　うん、いつまでも引きずってちゃダメだよな。

　クラス中の誰だれしもが姿勢を正し、先生の方を向く。

　口を閉じ、先生の言葉に耳を傾ける。

　右の耳から入ってきたダジャレは左の耳へと受け流し、必要な情報だけを頭の中にとどめる。集中しなければ聞き逃してしまうからだ。

　きっと和田先生は、これから社会に出る僕たちに教えてくれているんだ。情報過多のこの時代、自分にとって有益な情報だけを取しゆ捨しや選せん択たくできる能力を身につけておけ、と。

　先生はいつだって本気だ。ならば我々生徒一同も本気で向き合わなければ。

　これは、真剣勝負なのだ。

「過ぎたナツをナツかしんでる場合じゃないよ！　今日きようから新学期、がんばらないとね！　先生はベースを一本買いました…………って、それは新楽器か！　なんちゃって！　一いつ足そく二に足そくさっそく、なんと今日は転校生をショーカイしよーかい？」

　お分かりいただけたであろうか。

　もしこのホームルームを誰かが見ていたら、僕はそう言ってあげたい。

　いまがホームルームだからこうなのではない。授業中もこれなのだ。大事なところを聞き逃さないようにしないと、試験の結果が悲ひ惨さんなことになってしまうのである。

　ちなみにいま先生が言った中で重要なのは、うちのクラスに転校生がやってくるよ、という点だ。

　一学期に音無さんが転校してきたばっかりなのに、またうちのクラスですか。転校生は転校生同士で集めた方が早く馴な染じめるとか、そんな意図があるのかな。

　まあ、そんな学校側の事情なんてどうでもいい。転校生はどんな人だろう。かわいい女の子だったらいいな、というのはきっとクラス中の男子が思っているだろう。とはいえ、先せん輩ぱい転校生の音おと無なしさんがいるからな。そのハードルを越えるのは難しいだろうけど。

「では登場してもらいましょう。とうじょ！　じゃなくて、どうぞ！　なんちゃって！」

　おい、なんか聞いたことあるぞそのセリフ。

　音無さんが転校してきたときも言ってたでしょ。お約束のネタなのかよ。

　みんなの視線が集まる先は教室前方のドア。

　そのドアがゆっくりと開き、転校生が教室に入ってきた。

　当然ながら、その人物は見慣れた制服を着ていた。真新しさはあるけど、我が古ふる里さと学園の女子用制服である。

　いや、姿だけじゃなかった。その女子生徒は、聞き慣れた声をしていた。

「皆さま、初めまして」

　落ち着いた言葉のリズム。ゆっくりとお辞じ儀ぎをする動作。

　すべてが美しかった。

　上品で、優ゆう雅が。完成された様式美。

　そして、その美しさはなぜか、僕がすべて知っているものだったのだ。

「天あま乃の川がわしぐれと申します。どうぞよろしくお願いいたします」

　マジですか。

　…………しぐれさんが、転校生？　本当に？

　ドッキリとかじゃあないよな？

　音無さんと同じく、声優として活躍中の天乃川しぐれさんだ。その物腰の柔らかさと上品さは、ファンの人たちから「これぞ大和やまと撫子なでしこ」と言われていて大人気である。

　そんなしぐれさんが、古里学園に…………しかも、これからクラスメイトになる、だと？

　思わず音無さんを振り返る。が、驚おどろいたような風はない。僕には視線もくれずに、無表情で教卓の横に立つしぐれさんを見つめている。彼女は知っていたのだろうか。

　改めて前を向くと、しぐれさんと目が合った。

　にこり、と微笑ほほえみをくれた。

　音無さんが転校してきたときと違って、手を打ち鳴らす者はいない。立ち上がって喜びの雄お叫たけびをあげるやつもいない。

　しぐれさんの優雅な立ち居振る舞いに、誰だれもが吞のまれているのだ。彼女の美しさに、ただただ見とれてしまっているのだ。

「以前、一度だけ立ち寄らせていただいたこともございましたね。本日からは、学友の一人として仲良くしていただけると幸いです」

　ああ、そういえばそうだった。兄の流りゆう星せいさんと一緒に来たことあったっけ。あのときは掃除の時間だったから、これが初対面って人も多いだろう。そういや、流星さんの謹きん慎しんはとっくに解けてるはずだけど、最近は音無さんにちょっかいをかけてこないな。あんな事件のあとだから、さすがに自重してんのかな。もっとも、僕のいないところでなにかやってるのかもしれないけど。

　クラスのみんなが見とれている中、先生だけが淡たん々たんと業務連絡を…………。

「はーい、じゃあこのあとは体育館に集合だからね」

　しまった！　ひとつ忘れていることがあった。

　しぐれさんって実はかなりの笑い上じよう戸ごなんだ。でも、この物静かで優ゆう雅がで上品な大和やまと撫子なでしこのイメージを守るために、大笑いするのをいつも堪こらえてるんだ。和わ田だ先生のダジャレなんか聞かされた日には…………。

　やめろ、先生。しぐれさんの前でダジャレだけは!!

「今日きようの校長、絶好調だったから、みんなトイレにいっといれ。なんちゃって。絶対長くなるからね！　あ、天あま乃の川がわさんの机はその間に用意しておくから」

　ああ…………やっぱり出てしまった。

　だ、大だい丈じよう夫ぶかな、しぐれさん…………？

「かしこまりました」

　あれ!?

　先生のダジャレが効いていない！

　箸はしが転んでもおかしいってのが過言ではないくらいのしぐれさんが、和田先生のダジャレで笑わない…………。

　…………すげえ。和田先生、すげえ滑すべってる。あのしぐれさんが笑わないなんて、ある意味凄すごいや。

　先生が教室から出ていくと、ようやく教室が騒さわがしさを取り戻した。取り戻したというか、一気にボルテージが上がった。教室の前方では、しぐれさんを中心に輪が出来上がっている。

　さすがの人気だ。

　うちのクラスは、一学期に音おと無なしさんが転校してきたことにより、アニメや声優さんに詳しい人が増えた。たぶん、一般的なクラスよりも声優という仕事やアニメなどに興味を持っている人が多いだろう。

　そんなときにやってきた転校生が、あの天乃川しぐれなのだ。

　ただでさえ美少女が転校してこようもんなら、男の子のテンションはマックスまで上がるというのに、相手は有名人。

　一言でもいい、話をしたい。

　ちょっとでもいい、仲良くなりたい。

　そう思うのは当然のことだ。

　しぐれさんの周りに集まるクラスメイトたちを、僕は自分の席から眺ながめていた。

　なに、焦あせる必要はない。話なんていつでもできるのだ。なぜなら僕は、しぐれさんと電話番号やメールアドレスを交換しているから！

　仲はすでにいい。一緒に旅行に行くくらいはね！

　ただし、それをみんなにバラし、優越感に浸ひたることはできない。きっと嫉しつ妬とで怒り狂ったみんなにボコボコにされるから！

　ふと、遠巻きに眺ながめていて気づいたことがある。しぐれさんを囲む輪の中に入っていかない男子が数人いた。その数人は、ちらちらと音おと無なしさんの方を見ている。

　なるほどね、俺おれは音無まどか派ですよっていうアピールか。ならば僕もその作戦に乗らせてもらおう。というか、いましぐれさんのところに行っても、落ち着いて話なんてできないだろうしね。

　というわけで、僕は音無さんに話しかける。

「知ってたの？　このこと」

「うん。そりゃね。ってか、さっきからあたしに訊きこうとしてたのって、しぐれのことじゃなかったの？」

「いや、まったく違うことだよ。しぐれさんが転校してくるなんて知らなかったもん。でも、なんで急に転校を？　引っ越しとかしたわけじゃないよね？」

「………………………………さあ？」

　音無さんは僕の顔をじっと見てから答えた。まるでおまえのせいだとでも言いたげである。
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　いやいや僕はなんにもしてないって。しぐれさんが前の学校にいられなくなるようなことなんて、しでかしてないって。

　あとで本人に尋たずねてみようかね。

　で、いま音おと無なしさんに教えてほしいのはこのことじゃなくてだね。

「あのさ、音無さん。昨日きのうの夜、メールが来たんだけど」

「誰だれから」

「ひなのちゃんから」

「へー、あんたもうメアドの交換したんだ」

　腕を組んだ音無さんが僕をじとっと見る。さきほどしぐれさんの転校理由を尋ねたときとは、またちょっと違った視線だ。

「ま、まあ……成り行きで」

「案外手が早いのね」

「いや！　だから成り行きなんだって！」

　僕はバリバリの草食系だよ。女の子にちょっかいなんてかけられないし、親密な関係になるための努力が恥ずかしくてなかなかできないんだって。

「で？　夜な夜なメールのやりとりしてるんだ？」

「夜な夜なはしてねえよ！　昨日来たメールだって何週間ぶりかってくらいだし」

「あたしにはまったく送ってこないくせに」

「うん……なんかこう、ぶっちゃけ音無さんとはさ、ラジオでいっぱいしゃべってるから、わざわざメールしてまで話す内容がないんだよね」

　噓うそである。本当は送りたいし、色々話したい。が、「音無さん仕事で疲れてるだろうなー」とか、「家にいたとしても台本とか読んでて忙しいんだろうなー」とか考えちゃってメールも出せないのだ。

　送らなくちゃいけない理由が一個でもあればいいんだけどなぁ。

　そんなこちらの気も知らない音無さんは、妙に演技臭くさいセリフで僕をイジり始める。

「ひどい。結局あたしとは仕事上の関係でしかなかったのね」

「せめて、もうちょっと心をこめて言ってくれる!?　棒読みすぎんだろ！」

「さて、そろそろ体育館に行かないと」

　切り替え早すぎでしょ！　せっかく演技までしたんだから、もうちょっと遊ぼうぜ！

　…………って、ああもう！

　なんで一番話したいことが全然話せないんだ！

「よし、じゃあ行きながらでいいから訊ききたいことがあるんだけど」

「ごめん、しぐれを案内するついでに、ガールズトークで盛り上がる予定だから。男の子はお断り」

「べつにガールズトークはいまじゃなくてもいいだろ」

「古今東西、『常つね村むら良りよう人との悪いところ』で盛り上がる予定なの。楽しそうでしょ」

「まったく楽しそうではないけど、その場に僕がいない方がいいことはよく分かった」

　立ち上がった音おと無なしさんは、しぐれさんを囲む輪の方へと歩きだす。

　なんかこう……逃げられたというか、上う手まくはぐらかされた感じだ。




　先生の言う通り、今日きようの校長は絶好調だった。ダジャレとかではなく、本当にそうだったのだ。とにかく長い話を聞かされ続け、体調不良になった女子生徒が三人くらい体育館を出ていったところでようやく僕たちは解放された。

　二学期最初の日である今日は授業もないので、これで終わりである。教室に戻り、軽くホームルームを済まし、解散となった。

「さ、行くわよ」

「は？」

　突然背後から掛けられた言葉に、僕は振り返りながら応こたえた。

　すでに帰りの支し度たくを済ませた音無さんとしぐれさんが、カバンを手に僕を見ていた。

「行くって、どこに？」

「すみません良人さま。今日、これから少しお時間をいただけますか？」

「いいのよしぐれ、どうせ暇ひまなんだから」

　どうも音無さんは僕のことを暇人扱いしたがる。そりゃあ事実だし、ご多忙の音無さんと比べたら僕なんてやることなんかないわけですけども。

　相手が音無さんやしぐれさんだとしても、行き先も分からずに連れていかれるのはさすがに恐こわい。

「ほら早く！　芹せり沢ざわさん待ってるから！」

　芹沢さんが？　ということは、お仕事関係ですか。

　あー、なるほどね。ぴんと来たよ。また厄やつ介かいなことが始まるんですね。今度はなにをやらされるんでしょうね。

　普通の人にはなかなかできないような、貴重な体験をさせてもらえるのは大変ありがたいんですが、どっちかというと毎回不安の方が大きいからな。

　音無さんとしぐれさんに連れられ、僕は教室を出る。

　廊下を歩く。

　僕を真ん中に、左やや後方にしぐれさん。右やや前方に音無さん。

　当然、男子生徒たちからの嫉しつ妬との視線がチクチクと刺さる。羨うらやましいか、おまえたち。だがな、僕はいま、どこに行くかも告げられずに連行されているんだぞ。そして、絶対行った先では厄介なことが起こるんだぞ。それでも羨ましいか。なら代わってくれよ！

　靴くつを履はき替え、向かった先は職員用の駐車場。

　何台か停とまっている車の中に、芹せり沢ざわさんの車を発見。

　芹沢さんの車を見たり乗ったりしたことはほんの数回くらいしか記き憶おくにないけど、ぱっと見ただけですぐに分かった。だってなんか……ちょっと他ほかと雰ふん囲い気き違うんだもん。昔、やんちゃしてただけのことはあるって感じの車だもん。もし僕が将来免許を取って道を走っているときにこの車が横に並んだら、めっちゃ気をつけるもん。

　っていうか、勝手に駐車場使っていいのかな!?

　あとで怒られても知らないよ、僕！

　いかつい車の後部座席へと乗り込む。

　右に音おと無なしさん、左にしぐれさん、そして中央に僕。運転席には、もちろん芹沢さん。

　端はたから見たら、僕ってどっかの組織の偉えらい人に見えるんだろうか。スーツ姿の美人ドライバーに加え、美少女を両りよう脇わきに侍はべらせて、車で下校。どこの組のおぼっちゃんですか。はい、二年二組です。

「三人とも、おつとめご苦労さまです」

　学校をおつとめって言うな！

　のどまで出かかったツッコミを吞のみ込んで、芹沢さんに質問。

「あの……芹沢さん、これからどこへ？」

「事務所です」

　ああ、はい、事務所ですよね。音無さんやしぐれさんが所属しているタレント事務所で、芹沢さんの職場ですよね。一いつ瞬しゆん、べつの事務所を思い浮かべてしまったじゃないか。

　それにしても、芹沢さんが車で迎えに来るなんてめずらしい。滅めつ多たにないことだぞ。

「それで、今日きようはいったい…………？」

「事務所に着いてから詳しくお話しします」

　まだ教えてくれないのか。

　芹沢さんの車に乗ってしまった時点で、もう逃げられないんだからいいじゃないですか。教えてくださいよ。具体的な内容は後ででもいいですから、大まかにだけでも教えてもらえないですかね。心の準備ってものが…………。

「良りよう人とさま」

「は、はい」

　もう少し追及しようかと思っていたら、しぐれさんに遮さえぎられてしまった。しぐれさんが教えてくれるのかな？

「転校のこと、秘密にしていてすみませんでした」

　そっちか！　いま問題なのはそこじゃない！

　でも、しぐれさんを邪じや険けんに扱うことはできない！

「ああ、いえいえ。それは全然…………」

　改めて、古ふる里さと学園の制服に身を包んだしぐれさんの姿を見る。

　まだ暑いのに、シャツのボタンは一番上までしっかり留まっている。そのまじめさと上品な感じがしぐれさんっぽい。

「良りよう人とさまを驚おどろかせる作戦でしたの。ふふっ」

　軽く握った手を口元にあて、くすりと笑うしぐれさん。うーん、やっぱりきれいだよな、この人。

「めちゃくちゃ驚きましたよ！　教室に入ってきたとき、どこの美少女かと思いましたもん。こんなきれいな人、この世界でしぐれさん以外にいたのかってくらいに驚いたら、本人なんですもん」

「まあ、うれしいですわ」

　今度は両手を頰ほおにあててふんわりと笑う。可か憐れんである。

　あまりのかわいさに呆ほうけてしまいそうになる。が、隣となりに座っている音おと無なしさんの声がそれを邪じや魔ました。

「台本読みたいからこれ持ってて！」

　音無さんがカバンを僕の膝ひざの上へと叩たたきつける！

「いてっ！　せめてそっと置けよ！」

　文句を言いつつ、カバンを突っ返したりはしない僕。どんだけ弱いんだよ。

　そして、僕の文句を無視した音無さんは脚を組み、右みぎ肘ひじをドアの手すりにかけて、手の甲にあごを載せる。上に組んだ左脚の太ももで台本を支え、左手一本で器用にページをめくるその姿は、どこぞの大おお御ご所しよである。いや、まあ、音無さんってたしかに芸歴は長いんだけどさ、その仕草はとても同い年の女の子とは思えない。

　そして、右側に座る音無さんが左脚を上げて組んでいるわけだから、スカートのすそが通常より上がっていてドキドキする。

「良人さま？」

「あ！　は、はい!!」

　しぐれさんに名前を呼ばれ、首をぐるんと回して左側を向く。

　僕がどこを見ていたのか、気づかれたのだろうか。左側に座るしぐれさんの位置からでは、僕の目がどこを向いているかなんて見えないはずだけど。しぐれさんにバレてるなら、当然僕の視線を受けている音無さんにも気づかれてるだろうな。

　頼む、台本に集中しててくれ！　僕の視線なんか気にならないレベルで集中しててくれ！

「ふふふ、良人くんも大変ね」

　芹せり沢ざわさん、まだ着きませんか？　できるだけ早くお願いします。でも、制限速度は守ってくださいね。

　と、僕の願いが通じたのか、車が停とまった。

　しかし、窓の外の風景からして、まだ目的地ではなさそう。事務所には何度か行ったことあるけど、こんな場所ではなかったはずだ。赤信号ってわけでもないし…………。

　音おと無なしさんは我関せずと台本に目を落とし、僕は辺りをきょろきょろ。しぐれさんはそんな僕をにこにこしながら見ている。

　はて？

「あの、芹せり沢ざわさん…………？」

「来ましたね」

　ん？

　助手席のドアが開いた。

「おつかれさまでーっす」

　車内に女の子の声が響ひびく。見慣れた制服……といっても、古ふる里さと学園のものではない。私立グレイス女学院のものだ。見慣れた感があったのは、妹の愛あ好こが着ているからだ。決して、僕が制服マニアだからぱっと見ただけでどこのものか分かった、というわけではない。

「わ、せんぱい両手に花ですねっ」

「え？　…………あ、は？」

　なぜこの少女がここにいるのか。

　事務所へ向かう車に乗ってくるのか。

「優ゆう花かさん、しぐれせんぱい、おつかれさまですっ！」

「おつかれさまです」

「おつかれさまですわ」

「ちょっと！　なんであたしには一言ないわけ!?」

　音無さんが台本を叩たたきつける。なぜか、僕に。たいして痛くはなかったからいいけどさ…………ドＭの人ならここでお礼のひとつでも言うのであろうが、僕は絶対に言わない。言ってやるもんか。だって痛くなかったんだもん！

「あ、まどかせんぱいもいたんですね」

「さっき両手に花って言ったでしょ!?」

「それは優花さんとしぐれせんぱいのことですよぅ。自分で自分のことを『花』とか、自意識過か剰じようですか？」

　さっそく音無さんと言い合っている少女。

　そろそろ僕の疑問をぶつけてもいいだろうか。この少女がなんでここにいるのか、ってことを。

　僕はその少女の名前を呼んで、本当に彼女なのかを確認する。見た目はたしかに彼女なんだけど、なんでここにいるのか分からないから、名前を呼んでみる。

「ひ、ひなのちゃん…………？」

「はいっ！　木こ立だち陽ひ菜な乃の、十五歳。事務所を移い籍せきしましたっ！」

　は？

　昨夜ゆうべ、僕の元に届いたメール。そこには『事務所やめちゃった』と書かれていた。その送り主である木立陽菜乃がいま、車の助手席に座った。

　なにがなんだか分からない。

　僕の思考はストップしているけれど、車はゆっくりと走りだした。




　事務所に着いた僕は、会議室へと連れていかれた。

　古ふる里さと学園の制服を着た音おと無なしさんとしぐれさん。そして、グレイス女学院の制服を着たひなのちゃんがこの事務所の一室にいる。なんだろうね、この普段目にしているものが普段あるはずのない場所にある感覚。

　車の中と同じく、僕の両りよう脇わきに音無さんとしぐれさん。音無さんの正面に芹せり沢ざわさん、僕の前にひなのちゃん、という状況だ。

「えっと…………」

　事情を聞きたいんだけど、誰だれに尋たずねればいいだろう。やっぱり芹沢さんかな。

　ちらり、とスーツ姿の彼女を見れば、縁なしメガネの奥の瞳ひとみも僕を見ていた。

「というわけで、木立陽菜乃はうちの事務所の所属となりました」

　なにが「というわけ」なのか訊きいてもいいのだろうか。

　だって、ひなのちゃんって、某ぼう大手事務所の主しゆ催さいしたオーディションで優勝してデビューしたんだよ？　その女の子が、こんなすぐに移籍ってありえないだろ。

「私が引き抜きました」

「引き抜かれちゃいましたーっ！」

　メガネをくいっとさせながら言う芹沢さんに、手を挙げながら元気良く言うひなのちゃん。

「「……………………」」

　芹沢さんとひなのちゃんが無言で手を下ろす。

　……………………え？　終わり!?　いまので説明終わりかよ！

　左を見ればにこにこと行ぎよう儀ぎ良く座っているしぐれさん、右には腕を組んで無表情の音無さん。音無さんとしぐれさんはもう知ってたんだろうな。

　しょうがない、僕がツッコむしかないか。

「あの、もうちょっと詳しく教えていただけると」

　僕の疑問に答えてくれたのは、ひなのちゃんだった。

「うーん、考えかたの不一致というか…………」

　あ、よく聞くやつだ！　バンドが解散するときとかに、「目指す音楽が違った」とか言ってるやつだ。

「ひなちゃんは、あくまでアイドル声優にこだわりたいんです。なのに、前の事務所の人は、ひなちゃんを声優もやるアイドルにしたいらしくて」

　ふむふむ。たしかに「アイドルもやる声優」と「声優もやるアイドル」には大きな違いがあるよな。

「アニメのお仕事より、ドラマとか映画とかの仕事ばっかり振ってくるんですよね」

　ひなのちゃんがデビューした事務所って、これまでアニメ系のお仕事はまったくしてこなかったタレント事務所だもんな。声優ではなく、アイドルとしての仕事の方がゲットしやすかったし、事務所的なうまみがあったんだろう。

「まあ……ひなちゃんも、わがままは言えないんで、がんばるしかないかなって思ってたんですけどぉ」

　そりゃそうだわな。仕事そのものがもらえない人だっていっぱいいるんだから。ひなのちゃんの場合、オーディションで優勝したっていう話題が薄うすれてしまわないうちにある程度の地位を確保しておきたいもんな。

「でもですね！　そんなときに優ゆう花かさんから声を掛けてもらいましてっ！」

　へえ…………。なんでまた。

　芹せり沢ざわさんを見る。

「きっかけは、先日のコミケです」

　あー、あれか。音おと無なしさんとひなのちゃんが、一緒にステージの上で歌ったやつ。芹沢さんもだいぶ気に入ってる感じだったもんな。

　まあ…………ひなのちゃんの考えと芹沢さんの声を掛けるタイミングがばっちり合ったってことなんだろうけど、問題は相手の事務所でしょう。

　いくら芹沢さんが敏びん腕わんだっていっても、大だい丈じよう夫ぶなのかなぁ…………。

「というわけで」

　はい、芹沢さんから今日きよう二回目の「というわけで」いただきました！

「音無まどか、天あま乃の川がわしぐれ、木こ立だち陽ひ菜な乃の。この三人でユニット活動をしてもらうことになりました」

　ユニット…………？

　この三人で？　マジかよ!!

　え、ちょっ…………それ凄すごくない？

　だって、大人気アイドル声優の音無まどかと天乃川しぐれが組むってだけでもニュースになるだろうに、そこへ音無さんにたいしてライバル宣言をした木立陽菜乃が、事務所を移い籍せきしてまで加わるとなると…………。

　ああ、そうか！

　ひなのちゃんの移い籍せきはそういうことか。べつに事務所が違ってもユニット活動はできるだろうけど、芹せり沢ざわさんがマネージャー兼プロデューサーのポジションに立つことで、スケジュール管理が楽にできるんだろうな。それを考えての、ひなのちゃんの引き抜きか。

　となれば、これは一大プロジェクトなんじゃないですか？

「ユニットの発表は、十月に行われる事務所主しゆ催さいのイベントで、と予定しています」

　あー、年に一回やってるやつですね。その事務所に所属している人だけで行う、ファン感謝祭みたいなやつだ。

「木こ立だち陽ひ菜な乃のの移籍に関してもそこで発表になるので、ユニットの件含め、絶対秘密にしておいてください」

「は、はい…………」

　そうか。イベントで大々的に発表するのね。そりゃ言えないわ。

　……………………ん？

「ちょ、ちょっと待ってください。じゃあ、なんで僕にこのことを？」

　僕なんて部外者ですよ。音おと無なしさんとラジオやってたり、しぐれさんやひなのちゃんと仲良くさせてもらってるだけで、まったく関係ないですよ。

　まったく関係ない僕に、そんな重要な秘密を教えるということは…………もしかして僕、これから関係ないこともないっていう状況になっていくわけですか。

「そこで、良りよう人とくんにお願いがありまして」

　はい、キタ。

　そうか、そういうことだったか。

　そりゃそうだよな。まったく関係ないやつに、教えるわけないもんな。

　いいですよ、まずは話を聞きましょう。まあ、聞いたが最後、引き受けないといけなくなるんだろうけど。

「デビューミニアルバムを出すことが決定しているのですが」

　ほほう、シングルではなく、いきなりアルバムでデビューですか。ミニということで、フルアルバムよりは曲数が少ないんだろうけど、かなり気合い入ってますな。

「初回限定版にＭＶミユージツクビデオを収録したＤＶＤを付ける予定でして」

　うん、最近たまに見かけるよな。

「そのＤＶＤに、特典映像としてメイキングムービーも入れたいと考えているのです」

　初回限定版に付く特典ＤＶＤに、さらにおまけ映像も入れるってか。こりゃあお買い得だ。値段聞いてないけど。

　ここまでは分かりますよ。僕も、限定版を買うタイプの人間なんでね。通常版と限定版が並んでいたら、内容がどうとかいう前に、とりあえず限定版を買ってしまう人間ですよ。

「で、良人くんにはそのメイキングムービーを撮ってもらいたいのです」

　はい、話がぶっ飛んだ。

　メイキングムービーってあれだよな。ミュージックビデオを撮影している裏側を撮ったり、休きゆう憩けい時間中の出演者を撮ったりっていう…………無理無理！

「メインはこれから撮影するＭＶミユージツクビデオの現場ですが、他ほかにもユニットを発表する事務所イベントへ向けたボイストレーニング、ダンスレッスンなどなど。イベント当日の裏側も撮ってほしいと考えています」

　うわー、ミュージックビデオのメイキングというより、ユニットのメイキングだね。こうしてこのユニットはできました、的な。

「なので、しばらくまどかたちと行動を共にしてもらうことになりますね」

　あ、なんかそう聞くとちょっと楽しそう。

「カメラは一般家庭でも使われるようなＨＤＤ内蔵のハンディカムです。預けっぱなしにしておきますので、とにかくたくさん撮ってくださいね」

「ちょ、ちょっと待ってください」

　そんなにどんどん説明されても！

「僕にそんな……撮影の技術ないですって！」

「もちろん、すべてではありません。良りよう人とくんが撮った中から、いいシーンを抜ばつ粋すいして使いますから。他にもスタッフがカメラを回しますし、そこまで責任を感じる必要はありません」

「そうは言われても…………」

　どうして僕なのさ。

　芹せり沢ざわさんが撮ってもいいんじゃない？

　あ、そうだ。出演者である本人たちにカメラを渡して、自分たちで撮ってもらうっていうのもアリだよな。

　ほら、わざわざ無関係である僕がやる必要は…………。

「なぜ良人くんなのかと言いますと」

　あ、ちゃんと理由があるんですね。ちくしょう。

「陽ひ菜な乃ののことを、極力秘密にしたいのです。そのため、これからユニット発表までのありとあらゆる活動を、少数精鋭で行うこととなります」

　僕がその少数精鋭に組み込まれたってことですか。それだけ信用されてるってことなんだろうから、うれしいのはうれしいんですけどね？

「あとは、良人くんなら三人と仲がいいし、より自然な表情を撮れるかなと思いまして」

「あの、買い被かぶりすぎじゃないですかね？」

「以前、まどかとしぐれちゃんの写真を撮ったことありましたよね？」

　え？　あー、流りゆう星せいさんと写真対決したときか。

「とてもいい写真でしたよ」

　ぐっ……見られていたのか。

「あれを見て私は思ったのです。良りよう人とくんに頼もう、と」

　思えば僕も色々やってきた────もとい、やらされてきたもんだな。その積み重ねがいまこの状況ってわけだ。

「あの…………ひとつだけ確認したいんですけど」

「どうぞ」

「みんなは、僕でいいの？」

　音おと無なしまどか、天あま乃の川がわしぐれ、木こ立だち陽ひ菜な乃のの三人がユニットを組むなんていう一大プロジェクトで、デビューミニアルバムの特典映像を、たとえワンシーンだとしても、カメラ素人しろうとの僕が撮るなんて…………。

「はーいっ！　ひなちゃんは大賛成でーっす！」

「わたくしも構いませんわ。…………あ、でも、逆に気を緩ゆるめすぎないようにしなければいけませんわね。良人さまだけになら見られても構わないと思っているわたくしの恥ずかしい姿を、撮られてしまわないように、気をつけないと…………」

「しぐれ、あんたぶつぶつなに言ってんの？　…………ああ、あたしは誰だれでもいいわよ。こいつだったら経費削さく減げんにもなるし、いいんじゃない？」

　反対する者は誰ひとりとしていなかった！

　あと、この件で僕に報ほう酬しゆうはなしですか？　いや、べつにいいんだけどさ。映画でいうところの友情出演ってカタチでいいんですけどね？

「えっと、良人くんには、今度おいしいご飯でも…………」

　大だい丈じよう夫ぶです芹せり沢ざわさん。そんな言いづらそうにしなくても、分かってますから。

「ああ、いいですよ。それで問題ないです」

　と、報酬の件は丸くおさめようとしたというのに、場を乱す最年少お騒さわがせっ娘こがひとり。

「まどかせんぱいのギャラからちょっと分けてあげればいいんじゃないですか？」

「なんであたしなのよ！　それを言うなら、三人からでしょ？」

「えー？　せんぱい、年下の女の子からお小こ遣づかい欲しいですか？」

　お小遣いっていう言いかたはどうなのかなあ!?　そんな言いかたされちゃったらさ────。

「いや……それは、なんていうか、男として…………」

　って、答えるしかないよねぇ!?

「ですよねー？　ほら、やっぱりまどかせんぱいが出すべきですよ」

「こいつがひなぶーから受け取れないっていうなら、しぐれはどうなのよ!?」

「構いませんわ。恐らくまどかの方がたくさんもらっているでしょうが、そんなたくさんもらっているまどかがそう言うのであれば、まどかよりもらっていないわたくしが出しましょう」

「くっ…………」

「いや、あの、僕はさ、ご飯でいいから。ね？」

　ひなのちゃんは、あの音おと無なしまどかにつっかかっていくキャラとしてじわじわと人気が出始めている。最初は音無さんもそれに付き合ってあげていたわけだが、この頃ごろは普通に音無さんが言い負かされるシーンもちょこちょこと出てきたような気がする。まあ、いまはしぐれさんがとどめを刺したわけだけど。

「では良りよう人とくん、お願いしますね」

　芹せり沢ざわさんが話をまとめてくれた。

「はぁ、分かり…………」

　あれ!?

　いつの間にか引き受けたことになってる！

　っていうか、流れの中で僕ももう引き受けたつもりになっていた！

「よろしくお願いします」

「お願いしまーっす！」

「よろしくお願いいたしますわ」

「………………………………」

　芹沢さんはクールに淡たん々たんと。

　ひなのちゃんはなにがそんなに楽しいのか分からないけど、テンション高く。

　しぐれさんは上品にお辞じ儀ぎをしながら。

　音無さんは不機嫌そうな表情のまま、僕を見て。

「分かりました…………こちらこそ、よろしくお願いします」

　四人から、それぞれ質の違うプレッシャーを受けながら、僕は新しい仕事を引き受けてしまったのだった。
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　メイキング映像の撮影を引き受けてから数日。

　学校に向かう僕のカバンの中には、芹せり沢ざわさんから貸してもらったカメラが入っている。

　なので、カバンが重い。いくら最近のカメラは軽量化されているとはいえ、いつもは入っていないはずの物が入っているのだから、そりゃあ重く感じる。

　普段は空からっぽだからね。教科書類は机の中に入れっぱなしで、空っぽのカバンを持ち歩いてるからね。いやー、良かったよ。教科書プラスカメラだったらどんな重さになってたことか。これを見越して僕はいつも置き勉してたんだよな。…………はい、噓うそつきました。

　カメラを持ってきたとはいえ、さすがに校内では撮ったりはしない。音おと無なしさんもしぐれさんも、通っている学校名は伏せているから、制服姿を映すわけにはいかない。個人的な趣味でそのお姿を保存しておきたいという気持ちはあるけど。しぐれさんは撮らせてくれるだろうが、音無さんは難しいだろうな…………。

　いやいや、このカメラはそういう目的のための物じゃないぞ！

　ではなぜ今日きようカメラを持ってきたのか。

　授業が終わったあと、ダンスレッスンに付いていくことになっているのだ。

　事務所のイベントで初めて披ひ露ろうする曲の振り付けだ。デビューミニアルバムに収録される一曲で、アルバムのタイトルにもなっている曲らしい。

　いやあ、楽しみだな。

　一足早く曲を聴きけるし、振り付けも見られるってことだもんな。役得だよな。

「良りよう人とさま、おはようございます」

　まだ朝だというのに、気も早々と放課後のお楽しみに想おもいを馳はせていたら、いまこの時刻を思い知らされるような挨あい拶さつをいただいた。

　振り返ればそこには、夏の太陽よりも輝く、しかし目には優やさしい美少女が立っていた。

「しぐれさん、おはようございます」

「おはようございます」

　僕が振り返って挨拶を返すと、しぐれさんはもう一度丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎ。

　その様子を僕も思わずじっくり見てしまい、上がってきた顔と視線がばっちり合った。

　にこりと微笑ほほえみ。

　かわいい。かわいすぎる。なんで僕はいま、カメラを回していなかったのだろうかと後こう悔かいするくらいに素敵だった。

　美少女ならぬ微び笑しよう女じよだね。たまらんわ。

「もし良人さまがよろしければ、ご一緒しても構いませんか？」

「ももももちろんですとも！」

　しぐれさんは制服姿だ。古ふる里さと学園の夏服だ！

　しぐれさんが転校してきてから数日が経たつけど、まだ慣れない。

　教室に行けばしぐれさんがいて、一緒に授業を受けているなんて…………もうそれだけで、学校に行きたくてしょうがなくなるもんな。夏休み明けの憂ゆう鬱うつな感じとか、クラスメイトの誰だれも感じてないもん。早く学校行きたくてしょうがないやつばっかりなんだもん。

　そして今日きようは！　なんと一緒に登校ですよ。

「まどかは一緒ではないのですか？」

「いや…………」

「いつも一緒に登下校なさってはいないのですか？」

「し、しませんよ！」

　残念ながら！

　家、隣となりなのにね。向かう場所は同じなのにね。

　登校する時間が合わないってのもあるけど、偶然同じタイミングで家を出ても、一緒に並んで歩くってのはないね。大たい概がい、僕が後を付けてる感じになるんだ。で、友達からはストーカー扱いされるんだ。

　しょうがないじゃないか。音おと無なしさんが前を歩いていたら、そりゃあ気になるよ。意識がそっちにいっちゃうよ。

　だもんで、ちらちら見てたら、なぜか音無さんたら歩くスピードを上げるんだもの。それをたまたま目撃していた友人たちから変態呼ばわりさ。あれ、絶対音無さん狙ねらってやってたよ。

　僕の左隣に並んでゆっくりと歩き始めるしぐれさん。

　カバンは体の前に。両手で持っている。

　なんていうかもう、ただ歩いているだけなのに優ゆう雅が。上品。

　どこをとっても完かん璧ぺきな美少女である。学校までエスコートする役目をありがたくも頂ちよう戴だいした僕は、緊きん張ちようしながらも話しかける。なるべく、他た愛わいもないことを。

「電車通学でしたっけ」

「はい」

「もう、慣れました？」

「以前に通っていた学校へも、電車通学でしたから」

「ああ、そうでしたか」

　おいおい、大だい丈じよう夫ぶか。電車通学とか、心配になっちゃうよ。

　朝は混こむからな。満員電車っていったら、つきものじゃない。

　満員電車。女子高校生。美少女。

　このみっつの単語を並べたら、誰だって危き惧ぐするだろう。すぐそこにある恐怖を。

　相手になんの断りもなく、しかも自分の正体を明かさずに、女性の体を好き勝手に触る不ふ逞ていの輩やから。そう、痴ち漢かんだ。

　しぐれさん胸大きいしな。いまの時期は夏服だし。

　ぎゅうぎゅうに人が押し込められた車内で、身動きがとれなくなったしぐれさんの身体からだめがけて、四方八方から手が伸びてきて…………。

　恐こわくて声も出せず、顔を真まっ赤かにしながら耐えるしぐれさん。つり革を摑つかむ手には力が入る。

　そんな様子を見た痴ち漢かんたちは、行為をさらにエスカレートさせていく。

　シャツのボタンを数個だけ開けられる。当然狙ねらいはそのやわらかそうな胸だ。下着が露あらわになり、肌はだの白いしぐれさんの双そう丘きゆうへと無数の視線が刺さる。

　あまりにも防御力の低い夏服ではごつごつした手の侵入を拒むことができない。そうして上半身に気を取られている内に、スカートの中にも手が。ふとももをなぞるように、スカートの裾すそがたくしあげられていく。

　これ以上の侵入を許すわけにはいかないと固く閉じられた脚と脚の間にまで、手は割り込んでくる。

　振り払おうと身を捩よじっても、混雑した車内では大きく動けない。わずかに揺ゆれる胸とスカート。痴漢にとって、もはやその動きは男を誘ゆう惑わくする腰振りにしか見えない。

　そしていつしか、固く結んだしぐれさんの口からは熱のこもった吐息が。

　つり革を摑む手にさらに力が入る。溺おぼれる者は藁わらをも摑む。しかしこの場合、溺れるのは水ではなく快楽で────。

　ってええええええええええええええええええええ！

　なにを考えてるんだ僕は!!

　ダメダメダメ！　そんなん絶対ダメ!!

「ど、どうかなさいましたか、良りよう人とさま？　そんな、急に頭を振り始めて」

「い、いや！　なんでもないんです。ちょっと、暑さにやられちゃったかなって」

「大変！　お水飲みますか？」

「大だい丈じよう夫ぶです！　もう落ち着いてきました」

　いかんいかん。妄もう想そうが爆発してしまった。

　誰だれでもする妄想だとは思うけど。…………誰でもする妄想だとは思うけど！　誰でもする妄想だとは思うけどね!?

　でも、痴漢は恐いよな。いまのは妄想だったけど、社会問題になるくらいには本当にいるんだもんな。

　やっぱり心配なので、しぐれさんにそれとなく尋たずねてみよう。で、もしも本当に痴漢が出るなら、明日あしたからは早起きしてしぐれさんを迎えに行こう。あ、満員電車にしぐれさんと一緒に乗って密着しようなんて、そんなこと思ってないですよ。さっきの妄想のあとだと信用してもらえないかもしれないけど。って、僕は誰にたいして言い訳してんだ！

「あの…………しぐれさん」

「はい」

「電車通学って大変じゃないですか？　満員電車とか」

「わたくしの利用する電車は混雑しない下りですので大だい丈じよう夫ぶですわ」

　良かった！　良かったあああああああ!!

　心の底から良かった。

「心配してくださって、ありがとうございます」

　あ、バレてた。僕がなにを不安に思ってたのか、しぐれさんに伝わってたね。

「でも、逆に大変なこともありまして…………いつも席が空すいているので、座って登校しているのですが、朝はついうとうとしてしまって」

　恥ずかしそうにくすりと笑うしぐれさん。

　いいよいいよ、それくらいいいよ。むしろかわいいよ。

「まだなかなか慣れませんわね」

　まだ数日だもんね。前の学校に行くのと同じ感覚でいたら、慌あわてちゃったりミスしそうになったりするよね。

「慣れないって言えば、まだ僕もこうしてしぐれさんがうちの制服着てるの慣れないですよ」

「そうですわね…………前の学校が制服のない学校でしたので、わたくしも新鮮ですわ」

　へえ、今時高校で制服がないなんてめずらしいね。

　じゃあ、私服で登校してたのか。

　…………む、ちょっと待てよ。

　しぐれさんって、ゴスロリ好きなんだよな。私服として着ちゃうくらい好きなんだよな。

　でも、事務所的には天あま乃の川がわしぐれの大和やまと撫子なでしこのイメージを壊したくないからって、禁止してるんだよな。

　まさか。

「…………しぐれさん、前の学校には私服で通ってたんですか？」

「はい。そうです」

「普通の私服で？」

「残念ながら」

　しゅん、と頷うなずくしぐれさん。

　ははは、残念ながら、ね。

「私服といっても、派手すぎる格好は禁止されていたので」

　ま、そりゃそうだわな。

　教室行ったら女子がゴスロリの格好で、普通に授業受けてたら…………それはそれで楽しそうだな。

　でもさ、毎日しぐれさんの私服姿を見られるなんて眼がん福ぷくじゃん。それはそれで最高じゃん。もちろん制服姿もいいんだけどさ。結論から言っちゃえば、しぐれさんのような美少女だったらなんでも似合うし、どんな格好でも見たいんだよね。

　なんてしゃべりながら歩いていたら、同じ制服に身を包んだ古ふる里さと学園の生徒たちが周りに増えてきた。

　もうすぐ着いてしまうのか。もう少し歩いていたかったな。もう少ししぐれさんとおしゃべりしたかったな。

　朝から暑いけど、暑さを忘れるくらい楽しい時間だった。

「良りよう人とさま」

「はい！」

　周りを歩く男子生徒たちからの視線に気づかないフリをして歩く。きっと嫉しつ妬とで恐ろしい目と表情をしているだろうからね。

「良人さまは、普段お昼はどうしていらっしゃるのですか？」

「まあ、適当に…………」

　適当に、購こう買ばいでパンを買ったりである。お金がないときは昼食抜きだ。最近はラジオのギャラがあるから、昼飯を抜くほどのことはあまりない。あまりないだけで、なくもない。欲しい物はやっぱり欲しいし、お金があれば買っちゃうもん。それはしょうがないって。

「では、今日きようはご一緒しませんか？」

「いいんですか!?」

「もちろんですわ」

　しぐれさんが転校してきてからというもの、彼女の周りにはいつも人だかりができている。音おと無なしさんが転校してきた当初と同じ感じだ。少し違うところといえば、男女比かな。

　音無さんにしろしぐれさんにしろ、もちろん集まってくるのは男子が多い。が、どちらかと言うとしぐれさんの方が女子が多い気がする。さっそく仲良くなった女子ができたらしく、昨日きのうのお昼なんかもその友達と一緒に食べているようだった。

「まどかもお呼びして構いませんし」

「いや、べつに僕と音無さんはセットじゃないですし」

　音無さんは、お昼になるとふらっと一人でどこかへ行ってしまうことがある。もちろん女子の友達と教室で食べてるとこも見るけど、三日に一回くらいは一人で静かに過ごしているようだった。

「もし良ければ、良人さまがいつもご一緒しているご友人をお呼びしても…………」

「それは本当に大だい丈じよう夫ぶです！」

　きっぱりと言い切る。それは本当にいいんだ。大丈夫なんだ。

「あと、本日はダンスレッスンの撮影にいらっしゃるんですよね」

「はい、なるべく邪じや魔まにならないように、隅すみっこから撮るんで。よろしくお願いします」

「こちらこそ、お願いいたします。…………でも、練習風景を撮影されるのは少し恥ずかしいですわね」

　そりゃそうだ。普通は見せない姿だもんな。それも、あくまで練習であって、完成されたものではないんだから。

「三人揃そろっての練習は今日きようが初めてですし」

　おお、そうなのか。音おと無なしさんもひなのちゃんも忙しいだろうからな。学校行って、仕事して、レッスンして、ってやってたらそりゃスケジュールも合わせられないよ。

　いくら芹せり沢ざわさんが敏びん腕わんだからって、他ほかのスタッフさんとも合わせないといけないんだもん。こっちの都合だけでどうとでもなるって仕事じゃないからな。

　っていうか、だから今日が撮影なのか。三人揃うから。

「みんな忙しいですもんね」

「ええ…………合同練習をする機会はそう何回もありませんし、一回一回の密度を上げて取り組むしかありませんわね」

　声優のお仕事をして、ラジオでトークして、個人個人の歌の活動があって、そこへさらにユニット活動か。いくつ掛け持ちするんだよ。

　世間ではアイドル声優なんて持ち上げられて呼ばれるけど、大変なお仕事だよ、これは。

「でも好きでやっていることですから。好きだからこそ、どんなにつらくても手を抜かず、こだわっていきたいですわ」

　しぐれさんの言葉から、やる気が伝わってくる。

　上品で優ゆう雅がな雰ふん囲い気きをいつもその身に纏まとっているしぐれさんだけど、その内には熱いものを持ってるんだね。

　普段、ラジオやステージでいまのような言葉や想おもいを口に出したりはしない。でも、ファンの人には伝わってるんじゃないかな。しぐれさんの仕事やパフォーマンスを見て、愛を感じてるんじゃないかな。だから、たくさんのファンがいるんだろうね。

　うし、僕も気合い入れないとね。

　僕が撮った映像なんてワンシーンしか使われないだろう。ほんの数秒かもしれない。それでも、手を抜かず、こだわって撮りたいね。いざメイキングを作る際に、どのシーンを入れるか悩んでしまうくらいの映像をいっぱい撮ってやるんだ。

「僕も横で応援してるんで、がんばってください！」

　精一杯のエールを送ろう。

　彼女たちが思いっきり輝けるように、舞台を整えてあげるのが裏方の仕事だ。

「ありがとうございます」

　しぐれさんがお礼の言葉を口にしたところで、学校に着いた。

　僕と並んで歩いていたしぐれさんが一歩前へ出て、先に校門をくぐる。

　こちらを振り返り、彼女は言うのだ。

「今日きようは一日、良りよう人とさまと一緒にいられますね」

　照れ隠しだろうか。くすりと笑ってから、しぐれさんは玄関へと小走りで行ってしまった。

　しぐれさんの後ろ姿を見つめながら、校門の前で立ち尽くす。

「はい、よろしくお願いします…………」

　道のど真ん中に立ち、目の前に誰だれもいないのに声を発する僕を、古ふる里さと学園の生徒たちは危ないものでも見るような目で避よけて歩いていた。




　さあ昼休みだぞ！

　いつも待ち遠しい昼休みだけど、今日はとくに待ってたんだぞ。

　焦じらしやがって、このこの！

　先生が教室から出ていくと、授業中の緊きん張ちよう感かんがほぐれる。

　クラスの仲のいい友人と机をくっつけてお弁当を広げる者、他ほかのクラスからやってくる人、教室の外へ出ていく人も多い。手にお弁当を持ってる人は、よそのクラスで食べるのかな。まだ暑いけど、天気はいいし外で食べるのもアリっちゃあアリか。

　おっと、音おと無なしさんも今日は一人で食べたい気分なのかな。教室を出ていったぞ。

「良人、購こう買ばい行くか」

　いつも通り友人たちから誘さそわれるが、申し訳ないけどお断りだ。

「購買には行くけど……今日は僕、べつで」

　しぐれさんと一緒にお昼を食べる約束してるんだもんね。

　あんなこと話そうかな、とか、こんなこと話そうかな、とか、シミュレーションはばっちりだ。授業中にあらゆるパターンを想定しておいたからね。

「んじゃ、行くか」

「あ、いや…………うん、先に行ってていいよ」

　早く行っていいパンをゲットしたいと考えている友人を送りだす。人気のあるパンは本当にすぐ売り切れちゃうからね。僕を待っていて買いそびれたら申し訳ない。

　僕はもうちょっと待とうかな。

　一応、いまのところ僕も購買に行ってパンを買うつもりだけど…………。たとえ、人気のないパンしか買えなくなってしまったとしても、あと少しだけ待ってみたいんだ。

　僕はひとつの可能性を期待しているんだよ。賭かけてるんだよ。だってさ、もしかしたら、もしかしたら…………しぐれさんがお弁当を作ってきてくれてるかもしれないじゃないか！

　いくつか考えたパターンの中で、それが一番いいシチュエーションだ。しぐれさんの方から誘ってくれたんだもんな。ありえるよな。

　そこに気づいてからというもの、授業中だというのにテンションが上がって仕方がなかったんだ。

　なんて思ってたら、しぐれさんの方から僕のところへ来てくれた。

「良りよう人とさま…………あの…………」

　キタ！

　手に持ってますよ。包みを持ってますよ。

　これはまさかのアレですよ。この世にふたつとない、伝説のアイテムですよ。

　マジですか。本当にですか。考えうる中で、一番のパターンがマジできましたか。

「お弁当、作ってきたのですが」

　よし！

　よっしゃ!!

　さあ、この場合はどうする。どう返す。クールにお礼を言うか。まずは二人っきりになれるように場所を移すか。

　いいや違うな。

　全力で喜ぶ、だ！

「マジですか！　ありがとうございます!!」

　しぐれさんの手作り弁当が食べられるぞ！

　今日きようはなんていい日なんだ。

　いや待て。早まるな。
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　まだ始まったばかりだ。

　昼休みも、至福の時間も、まだまだ始まったばかりなんだ。

　ここからが大事だぞ。数ある選せん択たく肢しの中から、最良のものを選んで、選んで、選び続けるんだ。僕だけでなくしぐれさんにも楽しい時間を過ごしてもらいたいから！

「えっと…………まどかの机を借りましょう」

　しぐれさんが音おと無なしさんの机に座る。うむ、音無さんがどこかへ行ってしまったのもラッキーだったな。しぐれさんと僕がごはん食べてたら、絶対割り込んできただろうし、割り込んでこないまでも、あとでなにかしら言ってくるだろうしね。

　僕は自分のイスを後ろへと向けて座り直す。

　教室中の視線が僕へと向いた気がした。

　…………うむ。本当は二人っきりになりたかったけど、まだまだ外は暑いし、校舎内でゆっくりできるところなんてないんだよね。いえいえ、高望みはしないさ。いまこの状況だけでも、充分幸せですとも。

　しぐれさんが机の上に置いた包みをゆっくりと広げ始める。

　最初っから緊きん張ちようはしていたけど、密ひそかにその緊張の度合いが上がっていく僕。

　なぜならば、僕はこれからあることに挑戦しようと思っているからだ。

　そう、それは、女の子とごはんを食べるときのお約束のシチュエーション！

　頰ほおにごはん粒をくっつける!!

　ぶっちゃけ、普通に食べていて頰にくっつくことなんてまずない。だが、やり遂とげなければその次の幸せな時間は訪れないのだ。

　わざとらしくなりすぎないように、ごくごく自然にごはん粒を頰につけるんだ。そうすれば、夢にまで見たあのやりとりが！

『良りよう人とさま、頰にごはん粒が…………』

　ひょいっと指で取って、しぐれさんがぱくり、かな。

　もももももしかしたら、そのときちょうど手が塞ふさがっていたしぐれさんが直接口で取ってくれたり、なんて！　さすがに教室の中で、人目があるところではないか!?

　いやあ、困っちゃうな。慌あわてず狼狽うろたえずに、紳士的にお礼を言えるかな。まあ、食事中にごはん粒を頰につけてる紳士なんて見たことないけど。

　でも、万が一そんなシチュエーションになったとしてもちゃんと対応できるように、貴重な授業の時間を使ってまで、頭の中でシミュレーションを繰り返してきたんだ。

　大だい丈じよう夫ぶだ。どんなパターンでも対応してみせるさ。

　ごはん粒でなくてもいいんだ。なにかしら、食べながら頰にくっつければいいんだから。

　さあ、いつでもいいぜ。

　どんなお弁当でもいいぜ。

　かかってこい！

　覚悟を決めた瞬しゆん間かん、教室内…………いや、学校中に放送が響ひびき渡った。

『二年二組の常つね村むら良りよう人とくん、二年二組の常村良人くん。至急、生徒会室まで来てください』

　うううおおおおおおおおおおおおおおいぃぃぃ!!

　そのパターンは想定してなかったぞ！

　っていうか、想定できないだろ、これは。

『繰り返します────』

　繰り返さんでいいわ！　分かったよ、よっく分かったから。

「よし！」

　誰だれだいま「よし！」って言ったやつ！　教室のどっかから聞こえてきたぞ。おまえか、ガッツポーズを隠そうともしてないな！

『もう一度繰り返します────』

　もういいっつーの！　何回繰り返すんだよ！

「良人さま」

「くっ…………すいません、なんか呼ばれてるみたいで」

「いえ、仕方ありませんわ」

　今日きように限ってなんなんだろうね。生徒会室だっけ？　一回も行ったことないわ。

　立ち上がり、イスを元に戻して教室を出る。断腸の思いとはこのことだね。

　廊下を歩き始めたら、向かい側から音おと無なしさんがやってきた。手には水のペットボトル。飲み物を買いに行っただけだったのか。

「なんか呼ばれてたわよ」

「うん…………分かってる」

「どうしたの？　ついにバレたの？」

「なにがだよ！　なんもしてねえよ！　なんもしてないのに!!」

「ちょっ、なにもそんな大声出さなくても」

　しまった。音無さんはいつものボケのつもりで言ったんだろうけど、ついマジになってしまった。それくらい、僕のショックは大きかったってことだ。音無さんのボケに、いつものようにツッコむ余裕がないくらいに。

「じゃ、行ってくるから」

「う、うん…………お大事に」

「ははは、僕、病人じゃねえよ。ははは」

「ほ、本当に大だい丈じよう夫ぶ？　あんた」

　ゆらゆらと、力なく歩く。音無さんに見送られながら。

　ところで、生徒会室って、どこだっけ？




「いや、たいした用事じゃないんだけどね」

　たいした用事じゃないんだったら呼ぶなよ！　こっちにはたいした用事があったんだからさあ！

　生徒会室に入ってまず言われたセリフに全力でツッコミそうになった。

　普段授業で使っている教室の、ちょうど半分くらいの広さの部屋に、机とイスと書類がたくさん並んだ棚たながあるだけのなんとも味気ない部屋だ。生徒会室っていうくらいだから、もうちょっとソファとか観葉植物とか色々置いてあるもんだと思ってた。

　そんな質素な部屋の中には、見覚えのない人が三人。広げていた弁当をいったん片付けて、僕に着席を促うながしてきた。

「えっと、あなたは？」

　おまえ誰だれだよ。生徒会長か？　僕を呼んだのはおまえか？

「あ、俺おれは副会長です」

　生徒会長でもないのかよ！

　ええい、おまえでは話にならない。一番偉えらいやつ呼んでこい！

　心の中でだけは威い勢せいのいい僕である。

「おや、もう到着していたのか」

　背後から女性の声。同時に、扉の閉まる音。

　どうやら僕を呼びつけた人物がやってきたらしい。

　振り返るより先に僕の正面に座ったのは、一人の女生徒。

「あ、あなたは…………！」

「ふふふ」

　……………………誰だっけ？

　いや、見たことはある。見たことはあるんだよ。会ったこともあると思う。でも思いだせないんだよ。

　ほら、だってさ…………僕、仕事で色んなスタッフさんと顔合わせてるじゃん？　覚えきれないんだよね。申し訳ないとは思ってるんだけどさ、僕の貧ひん弱じやくな記き憶おく力りよくでは無理なんだって。

「覚えていないのか？」

　黙だまる僕に催さい促そくの言葉が。

　ちょっと待ってくれないか。のどまで出かかってるんだよ。知ってる。僕はあなたを知ってるんだけどさ。

「いや、その、ほら…………」

　なにかないか。彼女のことを思いだすきっかけのようななにかが。

　まじまじと目の前に座る女生徒を見る。

　向こうも僕を見ていた。腕を組んでこちらを睨にらんでいる。

　なにかあるはずだ。一度でも会っているのなら、仕草や、口くち癖ぐせや、身体的特徴とか、なんでもいいんだ。

　…………あっ。

　こ、この人……………………。

　おっぱい超でっけぇ。

　着やせするタイプなんだな。腕を組んでくれなかったら分からなかったわ。

　って、そうじゃねえだろ！　おっぱいを見て思いだすなんて…………ん？

　いや、待てよ！

　思いだしたぞ。この人、前にみんなで参加したスポーツ大会に出てた人だ。

　そうだそうだ、『音おと無なしまどか応援団』という、古ふる里さと学園内に非公式で存在するファンクラブに所属している人だ。

　この人、たしかあのときバニースーツ着てたんだよな。だからおっぱいで思いだしたんだよ。そうだそうだ！　そうだった!!

　よっしゃ、思いだしたぞ。

　良かった良かった、失礼極まりないことになるところだったよ。

「あなたは、古里学園生徒会書記の！」

「生徒会長です」

「おぅ、失礼しました」

　惜っしかったなあ！　あとちょっとだったのに。最後の最後で間違えたか。

「で、僕になんの用ですか？」

　相手が生徒会長だろうが、僕が失礼を働いてしまった相手だろうが、そんなことは関係ない。ふてぶてしい態度は崩くずさない。

「常つね村むらくんに、お願いがあるのです」

　断りたいなぁ。まだ内容を聞いてないけど、この時点でもう断りたいな！

　ちらりと後ろを見たら、出入り口がさっきの副会長さんに塞ふさがれている。逃がしてはくれないようだ。

「もうすぐ、文化祭があるのは知っていますね？」

「はあ、まあ」

　今け朝さのホームルームで先生が言ってたわ。午後のロングホームルームでクラスの出し物を話し合うから、やりたいことを考えておけって言ってたわ。

「その文化祭で、今年はミスコンを開かい催さいしようと思っているのです」

「ミスコン？」

　一番魅み力りよく的な女性を決めるっていう、あれ？

　大学とかではやってるところもあるらしいけど、高校では聞かないな。

　ただまあ、楽しそうなイベントではある。見る分にはね。

「そこで！」

　あー、分かった。ピンときた。そういうことね。なるほどなるほど、だから僕を呼んだわけですか。

「音おと無なしまどかさんを、ミスコンに出場させてほしいのです」

「なんで僕が！　自じ薦せん他た薦せん問わずってことにして、あなたたちが推薦すればいいじゃないですか！」

「推薦はできても、強制はできません。本人が辞退してしまったらそれで終わりです」

　まあ、分かるよ？　去年までやってなかったミスコンを、なぜ突然今年からやろうと思ったのか。そりゃあ当然、音無さんがいるからだ。さらに言うなら、二学期になってしぐれさんも転校してきたしね。

　やるからには、音無さんには絶対に出てもらわないと、ってことだよね。それはよく分かる。盛り上がるだろうな。音無さんとしぐれさん、どっちがよりたくさんの票をゲットし、ミス古ふる里さと学園になるのか。

　でもさ、難しいよ？　あの音無さんを説得するのは。

　いや、難しいというか、無理だよ。無理無理。僕にはできません。そら僕も見たいけどさ。

　さっさと断っちゃおうっと。

「もちろん、タダでとは言いません」

　お？　なになに？　聞くだけ聞こうか？　現金なやつだな、僕も。

「音無さんをミスコンに出場させてくれたら、常つね村むらくんを次期生徒会長として推薦します」

　いらねーよ！　生徒会長の座なんていらねえって。誰だれが好きこのんで毎日放課後に残って仕事しなくちゃいけないんだよ。

「不服ですか？」

「ええ…………まあ」

「ならば、副会長、会計、書記などなど、あらゆる次期役職の人選を、私の持っている現生徒会長権限で決めさせましょう。たとえ断られようと、なんとしてでもご希望に沿った人物を次期生徒会役員に任命してみせます」

「はい？」

　それのどこが…………。

「分かりませんか？　生徒会役員の全員を、常村くん好みの女生徒にできるのですよ？」

　はっ！

　ということは、放課後は毎日女の子たちとこの生徒会室で…………。

　ハーレムじゃないか。どこのアニメの世界だよ。どこのマンガの世界だよ。

　いやいや、落ち着け僕。

　そう、そうだ。そんなのは所しよ詮せん、作り物の世界の話なんだ。

　騙だまされてはいけない。たとえ男一人の状況になったところで、なにも起きないのが現実。とくに親しくもない男女がひとつの部屋に集められたところで、気まずい空気の中黙もく々もくと作業するだけの放課後が待っているんだ。そんなのは嫌いやだ！

　青春ストーリーなんて生まれねえよ。恋なんて芽生えねえよ。ただただ時間を浪費するだけだよ。

　というわけで、僕の答えは最初から決まっている。

「ごめんなさい、お引き受けできません」

「引き受けないと、あなたを次期会長にしてしまいますよ！」

　いつの間にか脅おどしになっとる！

「そんなこと言ったって、音おと無なしさん絶対出ないって言いますよ」

「そこをなんとか！　頼み込んで！」

「あなたたちが頼み込めばいいでしょう」

「腹立たしいことに、常つね村むらくんの方が音無さんと仲がいいでしょう？」

　腹立たしいとか言うなよ。

「あなたに分かりますか、この気持ちが！　いつも楽しそうに音無さんとおしゃべりをしているあなたを、指をくわえて見ていることしかできない我々の気持ちが！」

　普通に話しかければいいじゃん。きっとすぐ仲良くなれるよ。

「そんな忌いま々いましい相手に、こうして頭を下げてお願いしているのです」

　下げてないし。

　逃げ道塞ふさいだり、脅したり、まったくお願いをする態度には見えないんですけど。

「あなたは鬼ですか、悪あく魔まですか！　こんな些さ細さいなお願いすら、聞き入れてくれないというのですか！　この変態!!」

　変態は関係ねえだろ！　どっから出てきたんだよ。普通に悪口じゃねえか。

「だあああ、分かった、分かりましたよ！」

　誠意に負けたのではない。誠意なんてかけらも感じなかったのだから。

　埒らちがあかないから、この場は適当に流してしまおうという作戦だ。

「引き受けてくれるんですね！　おい、ちゃんと録音できてたか」

　言げん質ちを取るな！　いつの間に録音してたんだよ。まったく気づかなかったわ。

「一応、言うだけ言ってみます。努力もします。それでいいですね？」

「……………………むう」

「あなた、『音無まどか応援団』の一員なんでしょう？　本人が嫌がることでも、やらせるんですか？」

「くっ…………そ、それは」

「やるだけのことはやります。正直なところ、僕だって楽しそうだなって思いますから。でも、出るか出ないか、最後の決断は本人の意思に任せます」

「仕方ありません。それでいいです」

　ふう。ひとまず決着だな。

　時間は!?　お昼を食べる時間はまだ残っているか？

　うーん、ギリギリか？

　しぐれさん一人で二人分の弁当を食べるのは無理だよな。誰だれかと分けて食べちゃったかな？

　もしかしたら僕の分をとっておいてくれているかも。その最後の希望だけは、捨てちゃダメだよな。

「じゃあ、僕は失礼します！」

　勢いよく立ち上がり、生徒会室から飛びでる。

　廊下は走っちゃダメなんだよな、と思いつつ、走る。

　先生と出くわさないことを願いつつ、走る。

　風紀委員に見つかっても、まあ問題ない。マジで取り締まろうなんてマジメなやつは、この学校にはいないのだ。さすがに酒やタバコとかはマズイだろうけどね。不純異性交遊くらいなら大目に見てもらえる程度の風紀さ。

　そんなことよりも、いまの僕にはしぐれさんの手作り弁当さ。

　待っててくださいしぐれさん。いま行きますから！

　二年二組の教室があるフロアへと辿たどり着いたところで、またしても音おと無なしさんと遭そう遇ぐうした。

　グッドタイミングではあるけど、ミスコンの話はあとだ。いまは一秒でも早く教室へ戻らなくては。

「あれ？　釈放されたの？」

「だからなにもやってないって」

「あんた、お昼ご飯は？」

「これからだけど」

「ちょうど良かった。じゃあ、これあげる」

　音無さんからパンをもらった。うれしい。

　いやいや！　じゃなくて。

　意味が分からない。なぜ音無さんが僕にパンをくれるのか。

「腐くさらせちゃうのももったいないしね。あ、もう買ってあるの？」

「いや、ないけど」

　僕にはしぐれさんの手作り弁当があるんだよ！　だから、パンなんかいらないんだよ！

「音無さん、お昼は？」

「食べた」

　なんか嫌いやな予感がする。

　これ以上、質問をしない方がいい気がする。

　でも、せずにはいられない。

「買いすぎた、ってこと？」

「いや、なんかしぐれがお弁当を余らせてたからさ、もらったの」

　うおおおおおおおおおお。そういうことか!!

　終わった…………。

「ほら、もうあんまり時間ないから、さっさと食べちゃいなさい」

　いや、音おと無なしさん、もう終わったんだよ。

　僕の幸せな時間は、もうすでに終わっていたんだよ。

　がっくりと肩を落とし、とぼとぼと歩きだす。

「ど、どうしたの？」

「ううん、なんでもない」

　音無さんからもらったパンを開ける。「音無さんからもらった」って言えば聞こえはいいが、結局は購こう買ばいの食べ慣れたパンである。そこにはなんの感動もない。

「じゃあ、先に教室戻ってるから」

　音無さんが僕を追い越して行ってしまった。

　無理やりパンを口に押し込んだ僕は、返事をすることもできず、ただうつろな目で音無さんを見送った。

　歩きながらパンをかじり、ようやく教室に辿たどり着いた頃ころには、昼休み終了の五分前を告げるチャイムが校内に鳴り響ひびいたのだった。




　午後の授業を鬱うつ々うつとしたまま受けた僕にとって、六時限目の終わりを告げるチャイムほどうれしいものはなかった。

　ただ、授業は終わっても、まだ今日きようの学校は終わらない。これからロングホームルームがあるのだ。

　少しの休きゆう憩けい時間のあと、クラス委員長の男子が前に出てきて会議は始まった。

　文化祭でのクラスの出し物を話し合うとか言ってたっけ。

　なんだっていいよ。さっさと終わらせてくれ。

　あー、そういえばまだ音無さんにミスコンの話してないや。いつ言おう。どうやって言いだそう。なんて頼めばその気になってくれるかな。

　なんて議題とあまり関係ないことを考えていたら、委員長が咳せき払ばらいひとつ。

「ではまず、全員目を瞑つぶってくれ」

　おいおい、なにが始まるんだよ。文化祭の出し物を決めるんだろう？　さっさと会議を進めてくれよ。

　言われた通りにするけどさ。ここで文句を言って会議を長引かせてもいいことなんてないもんな。

「この中で、休きゆう憩けい室ならびに展示など手の掛からないもので済ませようと考えている者がいたら、手を挙げてほしい」

　なるほどね。意図が読めたぞ。

　誰だれもが面倒くさいって思ってるだろうけど、それを声を大にして言うのはなんか気まずいもんね。だから、このやりかたをとったのか。『給食費が盗まれました、全員目を瞑つぶって、怒らないから手を挙げなさい』方式ね。

　じゃあ、僕もそっと手を挙げさせてもらうよ。

　文化祭って、マンガやアニメでは一大イベントでも、現実では面倒くさいだけだもん。楽しいイベントなんて起こらないんだもん。当日はまったり過ごさせてもらうよ。

　手を挙げたまま、少し待つ。きっとみんなも手を挙げてるんだろうな。

「はい、分かりました」

　前方から委員長の声が聞こえてきた。

　よし、決定だな。じゃあうちのクラスはもうやることがなくなったし、ちょっと早いけど解散しようか。

「常つね村むらくんは手を下ろしてください」

「なんで名指しなんだよ！」

　誰が挙げたか分からないようにするための方法じゃねえのかよ！

　目を開けて、立ち上がって抗議をする僕。

　はたと周りを見回せば…………。

　みんなが僕を見ていた。

「ええ？」

　マジメにやってたの僕だけかよ。っていうか、手を挙げてたのも僕だけかよ。

「学校行事というものは、協調性を養うためのとても大事なカリキュラムです。常村くんは、クラスの団結なんてどうでもいいって考えているんですね？」

「そんなことはないけど！」

　おかしいな。去年のクラスではみんな面倒くさそうにしてたんだけどな。なんでこのクラスは違うんだろ。

「文化祭当日、ひとつの目標に向かって学校中が協力してがんばっている間、常村くんは一人、かわいい女の子を侍はべらせてキャッキャウフフをしようというわけですね？」

「そんなことあるわけないじゃないですか！」

「そうですね、キャッキャウフフは言い過ぎました」

「そこは認めんの早いな！」

　たしかにありえないけども。

「では常つね村むらくんは、文化祭という行事を大切に考えているんですね？」

　周りを見る。いかん、このままでは僕が悪者になってしまう。

「もちろんですよ！　当たり前じゃないですか」

「なんとしてでも成功させたいと？」

「そりゃそうですよ。みんなの思い出に残る文化祭にしたいですよね！」

　歯の浮くようなセリフを吐いたら、急に委員長が拍手を始めた。

「ありがとう！　常村くんの強い意思が伝わってきました！　ではなにか意見を」

「意見!?」

「挙手していたじゃないですか」

「そういう意味の挙手じゃなかったはずですけどねぇ!?」

　どうやらなにか案を出さなくてはいけないらしい。

　状況からいって、展示スペースや休きゆう憩けい室なんかではなく、みんなが楽しみながらがんばれるものでなくちゃいけないのだろう。

　そしたら…………まあ、定番っちゃあ定番だけど。

「喫茶店とか？」

「コスプレ喫茶ですか。なるほど」

　おい、言ってねーぞ。コスプレなんて一言も口に出してないぞ。

「ひそひそ……常村くんってやーね。下心丸出しじゃない」

　だから言ってないって！

　だいたいなんだ、そこの女子！　「ひそひそ」って言ってる割には僕に聞こえるくらい大きな声じゃねえか。

「他ほかに意見もないようなので、常村くんの強いプッシュにより、文化祭の出し物はコスプレ喫茶に決まりました」

　おい、委員長。なに早くもまとめに入ってんだよ！

「ちょっと待ってくれないか。まだみんなに意見を聞いてないじゃないか」

「いや、しかし…………文化祭にたいして熱い想おもいを持った常村くんの考えを否定するわけには…………」

　否定とかじゃないんだって。みんなで意見を出し合って話し合おうって言ってるんだよ。現に女子の皆さんは僕の出した意見に不服そうじゃないか。いや、そもそもコスプレ喫茶なんて僕は提案すらしてないわけなんだけども！

「やーね、男って」

　ほら、女子からの反発が大きくなってきたぞ。どうすんだよ。

「ひとくくりにするのはやめてもらおうか！　我々男子一同は、仕方なく常つね村むらくんの独断を支持しているに過ぎない」

　おい、なんだそれ。この教室に僕の味方はいないのか。

　よし分かった。僕の独断をみんな支持してくれるんだな？　そっちがそうくるなら、僕はこうだ。

「やっぱり喫茶店やめよう！　別のにしよう」

　僕の独断でいいなら、僕が変えちゃえばいいんだよな。

　えーっと、じゃあなにか他ほかの意見を…………と考えていたら、近くの席の男子が僕に向けて声をあげた。

「おい良りよう人と！　おまえ昔から言ってたじゃんか。高校に入ったら、文化祭でコスプレ喫茶やるんだって。長年の夢だったじゃねえかよ。そんな簡単に夢を諦あきらめるなよ！」

「言ってねーよ！　だいたいおまえ、高校が初対面じゃねえか。僕のなにを知ってんだよ！」

　ツッコんでいると、他の男子からも。

「良人！　がんばれ!!　おまえの意思を貫つらぬき通せ！」

　おい、急に仲間が増えだしたぞ。

　いらねーからその応援！　女子の皆さんが嫌いやがってるじゃない。みんな、もうちょっと長いものに巻かれていこうぜ。

　ダメだ、こいつら…………。いや、正直なところ分かってるんだ。男子みんなの考えは。

　女子からの反発があるのを分かったうえで、コスプレ喫茶をやりたいんだな。それはもちろん、うちのクラスに音おと無なしさんとしぐれさんがいるからだ。でも、コスプレ喫茶をやりたいなんて言いだしたら女子から嫌われてしまう。でも嫌われたくない。でもでもコスプレは見たい。そこで僕だ。あくまで僕の意見だということにして強行してしまおうというわけだ。

　下心という名の絆きずなで結ばれた男子たちの結束力は見事なものだ。文化祭なんてなくても団結しまくっている。この場合、団結というより男だん結けつかもしれない。いや待て、男を結ぶというこの漢字の組み合わせはなんかマズイ気がする。

　で、どうすんのよ。僕一人が悪者になればいいわけですか。下心丸出しの、スケベ野郎の烙らく印いんを押されればそれでいいわけですか。おまえら本当に卑ひ怯きようだな！　そんだけみんな団結してるんだったらさ、僕とも繫つながろうぜ。みんなで一緒にスケベ野郎になろうぜ。

　でないと、最終手段をとりますよ？

「…………天あま乃の川がわさんはどう思います？」

　みんなの前なので、苗みよう字じで尋たずねてみた。

　これが最終手段だ。しぐれさんが嫌だと言えば、誰だれも文句は言えまい。

「よろしいのではないでしょうか」

　いいの!?

　そうか、しまった…………しぐれさんは普段からゴスロリとか着てるし、意外と嫌いじゃないのかもな。

「良りよう人とさまがそこまでしたいとおっしゃるのであれば」

　うん、言ってないんですけどね？　そこ重要だからね？　なぜか僕の出した意見ってことになってるけど、コスプレなんてこれっぽっちも言ってないからね？

　しぐれさんに振ってもダメだったか。

　となると、奥の手中の奥の手を出さざるをえまい。

「音おと無なしさんは？」

　僕の真後ろに座る音無さんに尋たずねる。

　腕を組んでいた音無さんは、じっくりと考えてから答えを出した。

「まあ…………いいんじゃない？」

　あれ!?　意外。

　そうか、お仕事で色んな衣装を着てるから抵抗がなくなってるのか？

「さて、どうしますか？　常つね村むらくん」

　なんで改めて僕に訊きくんだよ委員長。

「えっと、ごめんなさい。質問する相手が悪かったです」

　うむ、音無さんとしぐれさんを普通の女子に混ぜちゃダメだよな。長いこと業界で仕事してたら、一般的な感性からは少しずれちゃうもんなんだって、きっと。

　この二人以外の女子に質問してみようよ。

「他ほかの女子の意見は…………」

「コスプレって言ったって、服着替えるだけでしょ？　いいんじゃない？」

　あれ？

「っていうかさ、早く決めて終わろうよー。ねえ、なに一人でごねてんの？　常村くんだけだよ？　いつまでもうだうだ言ってんの」

　さっきまでのはなんだったんだよ！　おい!!

「というわけで、満場一致でコスプレ喫茶に決まりました」

　委員長がまとめると拍手が起こった。

　おまえら…………本当に、ほんっとに、なんなんだよ!!




　ようやく学校ですべきことのすべてを終わらせ、僕は音無さんとしぐれさんに連れられてダンススタジオへとやってきた。

　外見は普通のビル。まあ、普通じゃない外見のビルなんてそうそうないけど、どこにでもあるような建物の中にスタジオはあった。

　重たいドアを開けて中へと入ると、まず目に飛び込んできたのは巨大な鏡だ。壁かべ一面が鏡になっていて、部屋全体が反射して見えている。部屋そのものは学校の教室と同じくらいの広さだけど、鏡のせいで倍の広さに感じるわ。

「おつかれさまでーす」

「今日きようはよろしくお願いいたしますわ」

　先に入った音おと無なしさんとしぐれさんが、すでにスタジオの中にいた女性へと挨あい拶さつをしている。誰だれだろうと音無さんに目で合図を送ったらすぐに教えてくれた。

「振り付けの先生」

　おっと、それじゃあ僕もしっかりご挨拶しておかないとな。

　若い女の先生だ。二十は超えてるだろうけど、三十まではいってないだろうな、ぐらいの見た目。正直、それ以上は分からない。この業界って、本当に年齢の読めない人が多い。

　お決まりの自己紹介と、今日僕がここに来たわけを話す。すでに先生にも話はいっていたらしく、歓迎してくれた。

　そして、ついでに一緒にやってかない？　とまで誘さそってくれた。運動不足を見抜かれたのだろうか。

　でもね、ごめんなさいね。丁重にお断りしますとも。僕にはカメラを回すという大事な仕事があってだね。いやいや、すでに学校で授業を終わらせてきて、疲れてるってわけじゃないですよ？

　って、そうか。

　音無さんたちは「疲れた」とか言ってる場合じゃないんだな。

　彼女たちはこれから特訓を始めるのだ。

　音無さんだってしぐれさんだって、僕と同じように学校で授業を受けてから来ているのだ。

　すげーな、本当に。

　そのすごいところを、撮り逃さないようにしないとな。

「じゃあ、着替えてきます」

　音無さんたちが部屋を出ていこうとする。

　そっか、制服のままやるわけないもんな。

　うし、音無さんたちが着替えている間にこっちもカメラの用意しておくか。充電は昨日きのうの夜しっかりしておいたし、使いかたも…………ぱらぱらっとだけどマニュアルを読んだから大だい丈じよう夫ぶだろう。

　なんてカメラの確認をしていたら、まだ音無さんは更衣室に行っていなかったらしく。

「いくらメイキング映像だからって、更衣室まで入ってこないでよ！」

「わ、分かってるわ！　そんなこと！」

　ちょっと音無さん!?　しょうもないこと言ってないで、さっさと着替えてこいって。

　いやらしい笑いを残して、音おと無なしさんは出ていった。なんでいちいち僕をイジるんだよ。

　数分後、音無さんたちが帰ってきた。一人増えて、三人になって帰ってきた。ひなのちゃんが合流していたのだ。

　僕たちが到着する直前にひなのちゃんも着いていたらしく、更衣室で会ったのだとか。

　そんな三人の格好は、上半身は半はん袖そでのＴシャツ。下はジャージだ。

　べつに特別かわいい服を着ているわけではない。どこにでもあるようなジャージを着ているにすぎない。なのに、なんでこの人たちはこんなにかわいいんだろう。なに着ても似合うんだな。似合っちゃうんだな。

　ならば、撮らなくちゃ。

　一刻も早く、三人のこのかわいらしい姿を収めなくては。

　カメラを構える。

　僕がレンズを向ける先では、準備運動が始まっていた。

　よーし、撮るぞ。といっても、どういう画えを撮ればいいんだ？　分からん。分からんが、とにかくこの映像の主役は彼女たちだ。三人の魅み力りよくが伝わるように撮ればいいんだよな。

　よし！

　さっそく前ぜん屈くつをしている三人を撮る。

　ほうほう、一番軟らかいのはひなのちゃんか。しぐれさんが一番硬いかな。音無さんは二人の中間。普通ってところか。

　おっと、今度は上半身を反らしたぞ。

　動きやすいように、三人とも上はＴシャツ一枚しか着ていないんだろう。しかも、これもやっぱり動きやすいように、生地の柔らかいＴシャツを選んで着ているんだろうな。

　つまり、僕の目の前でなにがどうなっているかというと、そりゃあ女性特有のふくらみが反らした上半身の上でそりゃあもう存在を主張しまくりなわけで、そりゃあそりゃあ大変なことになってるわけですよ。

　みんなは上半身を反らしてるけど、僕は恥ずかしさのあまり目を逸そらしてしまいそうになるわけですよ。

　でも！　そんなことじゃダメだよな。今日きようの僕はカメラマン。被写体から目を背そむけるなんて、むしろ失礼にあたる。しっかり見て、撮るべきところを撮らなくては。

　ひなのちゃんが一番小さいな。まあ、年齢的にも一番下だしな。

　逆に一番大きいのはしぐれさんだ。上半身を反らしているせいで、布地がぴったりと張りついている。曲線の中、かすかに見える凹おう凸とつは下着の装飾だろうか。

　そして、さきほどと同じく二人の中間にいるのが音無さん。…………まあ、普通ってところだな。

　む、体を起こした音無さんがこっちを見たぞ。さすがにカメラを意識してるのかな。普段はこんなところ撮られたりしないもんな。

　大だい丈じよう夫ぶだよ音おと無なしさん。誰だれに見られるか分からない映像を撮ってるのに、変なところをズームにしたりはしないさ。ズームにするのは、僕の視点だけさ。

　だってさ、撮り方によってはこの映像、メイキングというよりイメージビデオだもの。美少女が体操着姿でストレッチとか、やりようによってはいくらでもあっち方面の映像ソフトにできちゃうもの。

　なるべくそういう映像にならないように、注意しているんだよ。そう！　カメラマンである僕は、注意しなくちゃいけないんだよ！

　おっと、今度は座って開脚を始めるようだぞ。

　先生にならって、三人がその場に座る。

　と思ったら、ひなのちゃんが…………。

「ふー、なんか暑くなってきちゃった。これ脱いじゃおっと！」

　ジャージを脱ぎ始めた！

　なんとジャージの下にはいていたのは…………ブルマだ!!

　あざとい！　さすがひなのちゃん、あざとい!!　開脚のときにその姿になるなんて。最初から計算済みじゃないか。

　ブルマ姿になったひなのちゃんは、躊ちゆう躇ちよすることなく思いっきり脚を開いてストレッチを始める。

　…………落ち着け常つね村むら良りよう人と、あれは体操着だ。少し前まで、あれは学校の体育の時間でも使われていた、運動時に着用する正式な服装なんだ。

　おおっと、横に視線をずらせば、しぐれさんも凄すごいことになっているぞ。

　開脚をしたまま右へ左へと身体からだを倒すしぐれさんの胸が！　自身の太ももにぶつかってストレッチしづらそうだ！　身体を前へ倒すたびに形が変わるしぐれさんの豊満なバストがああああああああああ！

　えっと、音無さんは…………うん、音無さんは問題なさそうだな。誰よりも地味な格好で、とくになにかに邪じや魔まされることもなく、きちんとストレッチができているようだ。

　む、また音無さんが僕を見たぞ。今度はちょっと睨にらんでいるように感じた。僕が変なところばっかり見たり撮ったりしていると勘かん違ちがいをしているのだろうか。

　違うんだって。撮っていいところと悪いところを判別するために、注意深くみんなの様子を観察しているだけなんだって。これは仕事なんだって。

　僕だって恥ずかしいよ？　ブルマ姿で開脚をする女子中学生を正面から見るなんて恥ずかしいさ。むにゅむにゅと柔らかそうに変形するおっぱいを正面から見るのは恥ずかしいってば。

　でも仕方ないんだって。みんなのためなんだよ。変なところが映像に残ってしまったら嫌いやでしょう？

　大だい丈じよう夫ぶ。僕だってきちんと考えてる。

　このカメラ、僕がしばらく預かることになってるんだよ。だからさ、家に帰って、「この映像はいかんな」と判断できるようなシーンがあったらカメラから消しておくよ。まあ、カメラからは消えるけど…………うちのパソコンには残っちゃうかもね。

「ちょっと待って」

　ついに音おと無なしさんが声を掛けてきた。

「いや！　ごめん、違う。そんなことしない！」

「はあ？」

　おっと、いかん。音無さんの声を掛けてきたタイミングが良すぎたせいで、つい謝ってしまった。

　仕方ない。いったん録画を中止しよう。

　なにさ音無さん。

「水買ってきて」

「はい？」

「水。ほら、水分補給をしっかりしないと、倒れちゃうでしょ？」

　たしかに。スタジオの中はそれなりに空調がしっかりしているみたいだけど、まだ夏の暑さが残りまくっているこの九月に体を動かしていれば、たくさん汗をかくだろう。失った水分を補給するのは、とても大事なことだ。

　でも、それはいまなのかい？

　みんなが欲しくなったときに、僕がひとっ走り買ってくればいいんじゃないかな？

　いまイイところなんだよ！

「せんぱいっ、ひなちゃんはスポーツドリンクがいいです」

　くっ！

「でも、僕には大事な仕事が…………」

「あたしたちが倒れちゃったら意味がないでしょ？」

　そりゃそうなんだけども。

「分かったわよ。飲み物のお金はあとで出すから」

　奢おごらせるつもりだったのかよ！

「ほら、カメラは預かっておいてあげるから」

　近づいてきた音無さんにカメラを奪うばわれた。そんな強引にするなって、精密機器だぞ。壊れたらどうするんだ。大事な大事な映像が入っているというのに。

　仕方がない、買ってくるか。

「わ、分かった」

　全速力で行ってくるわ！

　スタジオを飛びだす。ビルを飛びだす。

　右を見て、左を見て、もう一度右を見る。

　コンビニはどこだ！　失敗した。場所を聞いてから来れば良かった。少しでも時間は短縮したい。

　ちょうどよく女の人が歩いてきたぞ。

「はあ、はあ、すすす、すいません…………はあはあ」

「ひっ」

　あっ！　ちょっ、なんで早歩きになるんですか。

「ま、待って…………はあはあ」

　突然走ったせいで息があがってしまった。ちくしょう、危ない人だと思われたかな。

　他ほかに人は…………。

　お？　なんだ、コンビニあるじゃん。よーし、見つけたぞ。

　もう一回全力でダッシュだ。

　自動ドアが開く時間すら惜しく感じる。カゴを手にとり、冷蔵庫の前まで早歩きで移動。水のペットボトルを三本、スポーツドリンクのペットボトルを二本カゴに入れた。先生と僕の分である。先生はどっちがいいか分からないけど、両方買っていって選ばれなかった方を僕が飲めばいい。

　レジへ急ぐ。列はできていない。よし、スムーズに行けそうだぞ。

　しかしここで気になる物を発見。レジの前に立っている男の人のネームプレートに、『研修』と書かれているではないか。

　…………むう。

　いや、ははは。心配しすぎだな。

　平気だろう？　振り込みをするとか、荷物を送ったり引き取ったりするわけでもないし。普通に飲み物を買うだけなんだから。

「お願いします」

　ガン、と音がするくらいの勢いでカウンターへとカゴを置く。

　その瞬しゆん間かん、男の人がびくっとした。失敗したかもしれない。いらぬ圧力をかけてしまったかもしれない。年齢的には僕の父親くらいの歳としの人かな。脱サラしてコンビニ……？　もしかするとリストラかな？　その歳で？　大変だなあ。

「い、いらっしゃーせ」

　威い勢せいのいい魚屋みたいに言わなくていいから。あと、意識してイイ声を出そうとしなくていいから。

「ど、どちらをお買い上げで」

「こちらですよ！」

　レジに載ったカゴを指さす僕。当たり前でしょ。

　思わず声に出してツッコんでしまったじゃないか。

「すすすいません！　この仕事始めたばっかりで」

　うん、そうみたいですね。分かったから、もう、早くしてよ。

　おじさんはわたわたとペットボトルのバーコードを一本ずつ読み込んでいく。水が三本でスポーツドリンクが二本だよ！　まったく同じ商品なんだから一本ずつ読み込まなくていいでしょうよ。

「すすすいません！　この仕事始めたばっかりで」

　それさっき聞いた！　言い訳はいいから。

「えっと、水が四本にスポーツドリンクが二本…………あれ？」

　水のペットボトルをどれかひとつ二回読み込んだね!?　明らかに本数違うもんねえ！

「すすすいません！　やりなおします。えっと、どうやって消すんだっけ…………」

　くっ…………。ややこしいことになってきたぞ。他ほかに店員さんはいないのかな？

「すいません……この仕事始めたばっかりで」

「はい。分かりました。それは分かりましたから、落ち着いてください」

　と、おじさんは制服のポケットをまさぐり始めた。レジの操作がよく分からないから、電卓で会計だけ済まそうって作戦かな。で、レジはあとでやればいい、と。いい作戦だぞ。客を待たせないための工夫だね。とっさの判断をきちんとできてるじゃない。

「えっとえっと…………あった！」

　ハンカチかよ！　汗を拭ふくハンカチを探してたのかよ！　電卓じゃねえのかよおおおお！

　汗を拭きながらレジを操作するおじさん。ヘルプに来てくれる店員はいない。

「いやあ、すいませんね。会社が倒産しちゃって、この歳としでアルバイトですよ。まあ、雇ってくれるところがあっただけマシなのかもしれませんけど…………」

　身の上話してる場合じゃないでしょ!?

　そりゃ大変だろうさ。同情もするよ。でもね、僕はいま、急いでるんだよ！

「もう本当に、妻にも息子むすこにも申し訳なくて…………ううっ」

「ああ、泣かないでくださいよ」

　ほら、涙を拭いて。仕方ないじゃないですか。奥さんやお子さんも分かってくれますよ。だからいつまでも落ち込んでいないで、現実を見ましょう。そしてしっかりレジの画面を見るんだ！

「お、できた！」

　できましたか。ようやくキャンセルできましたか。

　おじさんはもう一度バーコードを読み込み始める。また一本ずつだが、今度は一本読み込むごとに確認をしているので間違いはなさそうだ。もちろん、それだけ時間がかかっているというわけだが。

「えっと、合計が────」

　ようやく合計金額に辿たどり着いたぞ。

　よしよし、ちょうどよくサイフに小銭がぴったりあったぞ。

「あっ！」

　おじさんが大きな声を出した。

　な、なに？　なんかまたミスした？

「からあげはいかがですか？」

　いらないよ！　からあげいらないよ!!　運動して汗をたっぷりかいたあとに、脂あぶらっこいものはのどを通らないんだよ！

「揚あげたてですよ？」

「いえ、からあげは…………」

「なんといまだけ一個増量中ですよ？」

「結構です！」

「そうですか…………」

　どんだけ落ち込んでんだよ！　からあげを拒否られたくらいでそんなに落ち込むなって。

「すいませんね…………私、以前勤めていた会社が、冷凍食品のからあげを作る会社だったので…………ううぅ」

「買います！　からあげ買いますから！　泣かないでください」

　結局買うことになってしまった。しかも、からあげのせいでちょうどぴったり小銭を出せなくなったし。

　ようやくすべての会計が終わった。早く帰らないと。

　品物の入った袋に手を伸ばす。すると、おじさんが僕の手を握ってきた！

「ありがとうございました！」

　いちいち手を握らなくていいよ！

「お客さまが、私が一人でレジ打ちをした初めてのお客さまなんです！　至らないところがあったかもしれませんが、本当にありがとうございました!!」

　ああ、そうなのね。はいはい。分かりました。

「がんばってくださいね!!」

　言葉と、握る手に力を込めてあげた。

　おじさんに見送られてコンビニを出る。飲み物を買うだけなのに、えらい時間をとられてしまった。

　慌あわててスタジオへ戻る。

　準備体操はすでに終わってしまっていた。残念だ。本当に残念だ。

　しかも、もうレッスンが始まっているじゃないか。

　へー、こんな曲なんだな。って、聴きいてる場合じゃないぞ。

　カメラはどこだ、カメラは…………！

　床に置いてあったカメラを持つ。電源を入れてスタンバイオッケー、っと。

　あれ？

　さっき準備体操の風景を撮ったはずなのに、録画残量がマックスに戻ってる。

　け、消しちゃったのかよ！

　せっかく撮ったのに。大事な、大事な映像だったのに。体操服姿の美少女たちが体の筋をひたすら伸ばすという、素晴らしい映像だったのに。

　ちくしょう……………………。あんまりじゃないか。

　撮ってやる！　ここから全部を取り返してやる。

　そっちがその気なら、僕だってやってやるぞ。

　三人の美少女を、余すところなく撮って撮って撮りつくしてやるぞ、こんちくしょおおおおおおおおおおおお！

　情熱と共に、レンズを少女たちへと向ける。

「木こ立だちさん！　さっきと同じところ間違えてる！」

「すいませんっ」

　おお、優やさしそうな先生だと思ったけど、レッスンが始まってみればなかなか厳しいな。

「ほら、また遅れた！」

「す、すいませんっ」

　がんばれ、ひなのちゃん。

　そりゃあ、音おと無なしさんやしぐれさんのように上う手まくはいかないよな。いままで、ちゃんとしたダンスレッスンを受けたことなんてなかったんだろうし。

　心の中で応援しながら、僕は必死にカメラを構え続けた。

　飛び散る汗を逃さないように。

　ステージの上ではいつも笑顔。そんな彼女たちの、表では見せない真剣な表情をしっかりとレンズに、心に焼きつけたのだった。

　その後、ようやく訪れた休きゆう憩けいの時間。飲み物と一緒にすっかり冷めてしまったからあげを差し入れた僕が、音無さんに叱しかられたのは言うまでもない。

　僕が悪いんじゃない。社会が悪いんだ。
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　九月中旬の日曜日。

　まだ朝の九時だというのに、僕は玄関で靴くつを履はいていた。

　平日は学校。放課後は文化祭の準備。

　土曜日はラジオ。

　そんな忙しい日々を送っている僕の、大事な大事な日曜日。本来なら家でゆっくりしたい、そんな休日にお出かけである。

　遊びではない。仕事だ。

　玄関を出て、目が痛くなるほどの太陽を浴びる。

　いい天気だ。良かった良かった。

　今日きようはこれから、ミュージックビデオの撮影があるのだ。メイキング映像を撮るという仕事をいただいた僕も、当然立ち会うことになっている。

　音おと無なしさんは…………まだのようだな。

　芹せり沢ざわさんが車で迎えに来てくれることになっている。普通、マネージャーさんがこんなに送り迎えをしてくれることなんてないのかもしれないけど、今回は特別だ。ひなのちゃんのことをギリギリまで隠しておきたいってことなのだろう。少しでも人手を少なく済まそうと、芹沢さんが自分の車を出して、ドライバーまでやってくれているのだ。

　さて、そろそろ待ち合わせ時間のはずなんだけど。

　まさか音無さん、寝坊なんてしてないよな？

　一応、インターホン鳴らしてみるか？

　お隣となりさんである音無家まで歩いていく。音無さんのお母さんとも知らない仲じゃないしな。もしも本当に寝坊だったら大変だしな。まだ芹沢さん来てないから、いまから準備すれば間に合うかもしれないし。

　よし、鳴らしてみよう。

　ピンポーン、と音が鳴ると、玄関の鍵かぎの開く音が。

　音無さんが出てきた。

「あ、おはよう」

　私服姿の音無さんである。残暑対策のためか、露ろ出しゆつは多い。ミニスカートから伸びる脚に目が眩くらみそうである。

　仕事のときは髪型をサイドポニーにする音無さんだが、今日はまだ結っていないようだ。

「……………………ん」

　眠そうである。

「音無さん、髪はねてるよ」

　寝グセだろうか。いつも完かん璧ぺきな音無さんにしてはめずらしい。ま、そんな寝グセすらかわいらしいのだけど。

「あっつ…………芹せり沢ざわさんは？」

　僕の指摘を無視して、音おと無なしさんは手で顔を扇あおいでいる。

「まだみたいだけど」

「あっそう」

　ドアを閉められた！

「ちょっ、音無さん!?」

「芹沢さんが来たら教えて」

「ずるくね!?　一人で涼しいところで待つとかずるくない!?」

「ほら、今日きようは一日かけてＭＶミユージツクビデオ撮るのに、こんなところで体力使っちゃったらダメでしょ。日焼けとかしたら困るし」

「もっともらしい理由を必死で並べ立てるな！　どこの大女優さまだよ」

　音無さん家ちの玄関に向かってツッコんでいると、インターホンから音無さんのお母さんの声が。

『良りよう人とくん、ちょっと待っててね。まどか、いま髪なおしてるみたいだから』

『お母さん！　余計なこと言わないで！』

『あらあら、はいはい』

　どうやら、あちらはあちらで事情があるらしい。素直になおしてくるって言えばいいのに。

　おっと、そんなことをしてたら、住宅街には似合わないエンジン音が聞こえてきた。芹沢さんの車かな？

　音無さん家の前に真っ黒い車が停とまる。運転席にはやはり芹沢さんがいた。助手席にはひなのちゃん、後部座席にはしぐれさんである。

　運転席の窓が開いて、スーツ姿の芹沢さんが声を掛けてきた。

「おはようございます」

「おはようございます！」

「まどかは？」

「あー、いま来ると思います」

「分かりました。じゃ、乗って」

「はい」

　やっぱ芹沢さんかっこいいな。なんて思いながら後部座席のドアを開ける。

「良人さま、おはようございます」

「おはようございます、しぐれさん…………って、今日も決まってますね」

　ゴスロリです。真っ黒のドレスに、白いフリルがあちこちに付いています。

　芹沢さんにしろ、しぐれさんにしろ、暑くないのかね…………。

「はあ…………良人くんからも注意してもらえませんか」

　運転席から大きなため息が聞こえてきた。

「今日きようは衣装が用意されているから、良いではありませんか」

「着替えにくいでしょう？」

「大だい丈じよう夫ぶです、問題ございません。慣れていますから」

　天あま乃の川がわしぐれの大和やまと撫子なでしこなイメージを守りたい芹せり沢ざわさんと、自分の好きな物を貫つらぬきたいしぐれさんのいつもの攻防である。このやりとりは、もうお約束だ。

　しぐれさんの隣となりに座り、ドアを閉める。

「せんぱいっ、おはようございます！」

　今度は助手席に座るひなのちゃんからだ。

「おはよう」

　やはりみんな挨あい拶さつはしっかりしてるな。さっき音おと無なしさんは返してくれなかったけど。

　助手席からこちらへと身を乗りだすひなのちゃんの格好は、グレイス女学院の制服姿である。

　なぜかというと、今日これから向かうのがグレイス女学院だからだ。

「よくグレイスが場所を提供してくれましたね」

　誰だれへとでもなくつぶやく。

　まさか格式高いお嬢さま学校であるグレイス女学院が、ミュージックビデオの撮影を許可してくれるなんて。

　しかも、スタッフには男性が多いんだぞ。普段は男子禁制の花園なのに。

　僕のつぶやきに答えてくれたのは、実際にグレイスに通って三年目のひなのちゃんだった。

「えっと、聞いた話ですけど、理事長の親しん戚せきの娘さんがうちの学校に通ってて、まどかせんぱいのファンなんですって」

　へー、そうなんだ。なんか心当たりがあるなー。

「理事長の名前って、霜しも月つき？」

「そうです！　さすがせんぱい、詳しいですねっ！」

　やっぱりか…………！

「うちの妹もグレイスに通っててさ、その霜月さんって子と、仲いいんだよ」

「へえ！　そうだったんですか!?　いま何年生ですか？　もし良かったら、今度紹介してくださいっ」

「二年生だけど…………まあ、紹介は、機会があったらね」

　やつを紹介するのは危険だ。ことあるごとに卑ひ猥わいな発言をし、逆セクハラをしかけてくるような、お茶目すぎる女の子だからな。

「なんだったら、いまからでも…………」

「いや！　また今度にしよう。なんか、出かけてるみたいで姿見なかったし。あ！　ほら、音無さんも来たみたいだし！」

「そうですか、残念です。じゃあ、また今度ですねっ」

　できれば一生そんな機会は訪れないでほしい。

　後部座席のドアが開いて、音おと無なしさんが入ってくる。

「おはようございます！」

　ずいぶん元気のいい挨あい拶さつをするじゃあないか。僕のときは無視したくせに。

　お、どうやら寝グセもなおったようだ。

「暑苦しいからもうちょっとそっち行ってよ」

「暑いのは分かるけど、苦しいってのはどういうことだよ」

　音無さんが座れるように僕がスペースを作る。しかし、反対側にはしぐれさん。詰めれば詰めるだけ、しぐれさんと密着するということに。現に、もう肩がぶつかってしまっている。

「あ、すいませんしぐれさん」

「いいえ、わたくしなら大だい丈じよう夫ぶです。もっとこちらにいらしても構いませんわ」

「ちょっと素人しろうと、この狭い車内でセクハラとかやめてくれる？」

「セクハラなんかしてねえよ！　詰めろって言ったのは音無さんでしょ!?」

「いまあたしが車に乗るとき、脚見てたでしょ！」

「うぐっ」

　見てたさ。ああ見てたさ！

　そりゃ見ちゃうでしょ。スカート短いしさあ！

　車に乗り込み、座りながらずりずりとこちらに寄ってくる一連の動作は、目の離せないものだったのさ。

　見えるか見えないかのギリギリだからこそ、次の瞬しゆん間かんになにかが見えるかもしれないと、期待してしまうのさ。結果、一瞬たりとも目が離せなくなってしまうのさ。

「まったくもう…………」

　なんだ、謝るべきなのか。僕が謝らなくちゃいけないところなのだろうか。

「まどかせんぱい、下に見せパンとかはいてないんですか？」

「え？　どうせ現場着いたら衣装に着替えるし、今日きようは他ほかにどこか行くわけでもないしね…………って」

　音無さんが僕を睨にらむ。自分で言ったんじゃないですか。言わなきゃ分からなかったのに。もう知っちゃったよ。あのスカートの向こうには、マジのパンツがあるってことを。ああ、意識しちゃうな。知らなければ良かった。ひなのちゃんのやつめ、よくやったぞ。

「ったく、毎日毎日暑いのよ、全部この暑さのせいよ。しぐれも芹せり沢ざわさんも、よくそんな格好してられるわね」

「好きでやっていることですから」

「忘れ物はないですか？　出発しますよ」

　芹せり沢ざわさん…………今日きようもクールだな。




　グレイス女学院に来るのは初めてだ。妹の入学式になんて付いていかなかったし、文化祭に行ったこともない。

　女子校であるグレイス女学院の文化祭はチケット制で、生徒一人一人に何枚か割り当てられ、そのチケットがないと入れない仕組みになっている。女子校の文化祭って、興味はあったし友人から都合つけてもらえないかと頼まれたこともあったけど、あの愛あ好こにチケットくれとは言えなかったし、言いたくなかった。

　そんなわけで、足を踏ふみ入れるのは今日が初めてなのである。なんだかわくわくしてきた。実は昨日きのうの夜から楽しみだったのだ。

　駐車場からしてなんだか雰ふん囲い気きが違う。車から降りてそう思った。

　さすがお嬢さま学校というだけのことはある。

　駐車場広い。校舎はキレイ。どこからか甘い匂においが風に乗って運ばれてくる。近くに大きな花か壇だんでもあるのだろうか。

　駐車場を見渡していたら、小型のバスが停とまっているのを発見。男の人たちが機材を運んでいるのを見るに、今日のミュージックビデオの撮影を一緒に行うスタッフの皆さんだろう。

　芹沢さんを先頭に、音おと無なしさんたちがそちらへと歩いていく。挨あい拶さつに行くのだろう。僕も行かなくちゃ。

　とりあえず、ということでその場にいる人にだけ挨拶を済ませる。

　と、どうやら機材のセッティングに時間が掛かっているとのこと。人手を少なくしてるからだろうな。少し時間をつぶしていてほしいと言われてしまった。

「どうしましょうか」

　と、しぐれさんが首を傾かしげる。

「暑いから、とりあえず中に入らない？」

　うむ、音無さんの意見に賛成。

「じゃあ、ひなちゃんが学校を案内してあげますよっ！」

　ほう、それは興味を惹ひかれるね。女子校ですよ、女子校。普段入れないからね。

　今日は日曜日だし、お嬢さまたちはいないだろうけど、雰囲気くらいは味わえるんじゃないかな。

　大だい丈じよう夫ぶさ、雰囲気さえ感じられれば、あとは僕の妄もう想そう力りよくで！

「私は皆さんを手伝ってきます。準備ができたらケータイに連絡しますね」

　む、芹沢さんはお仕事か。

　…………これは、僕もそっちを手伝った方がいいかな？

「良りよう人とくんはまどかたちと一緒に行って構いませんよ」

　僕が申しでる前に言われてしまった。まあ、僕は僕で撮影することもできるし…………あ、しぐれさんがゴスロリだからダメか。音おと無なしさんとひなのちゃんしか撮れないか。

「では、参りましょうか」

「はーい、じゃあまず、正面に回りまーっす」

「えー、もう裏からでもいいでしょ」

　どんだけ暑いの嫌いやなのさ、音無さん。

　僕たち四人は芹せり沢ざわさんと別れ、まず駐車場のある裏口から正面へと向かって歩きだした。

　ひなのちゃんは日焼けなど気にせず、先頭を歩く。

　さっきまで手ぶらだったしぐれさんは、どこからか取りだした日ひ傘がさを差して歩いている。

　音無さんはその日傘に潜もぐり込んだ。日傘の相合い傘である。

　そんな三人の姿を見ながら、僕は一番後ろを歩く。心置きなくきょろきょろできるしね！

　いやあ、さすが女子校は違うわ。いや、ただの女子校じゃなくて、お嬢さま学校だから、なのかな。

　途中通った中庭にはなんと小さいながらも噴水が設置されていた。日曜日ということもあり、水は出ていなかったけど、きっと涼しげなんだろうな。噴水の周りは大きな花か壇だんで埋め尽くされていて、お花畑のよう。そんなお花畑の中に、パラソルの付いた円いテーブルが等間隔で並んでいる。

　噴水の涼やかな音色と、色とりどりに咲き乱れる花の甘い香りに包まれ、きっとお嬢さまたちはここでお昼ご飯を食べるのだろう。

　妄もう想そうを交えながら眺ながめていたら、ひなのちゃんが教えてくれた。

「すぐ横が食堂になってるんですよ」

　おお、やっぱりか。いいねえ、優ゆう雅がだねえ。

「今日きようのお昼ご飯は食堂開けてくれるんですって」

　至れり尽くせりじゃないの。

「色んなジャンルの三つ星レストランのシェフが日替わりで作りに来てくれてるから、とってもおいしいですよ！」

　すげえ！　ただの学食じゃないんだ。

　でもちょっと待て。三つ星レストランのシェフが作るってことは…………。サイフにいくら入ってたっけ。

「ひ、ひなのちゃん？」

「はい」

「高い…………の？」

　有名なシェフが料理を作るってことは、食材にもこだわってるんだろう。

「ここの生徒はタダですよっ」

　タダ!?　無料!?

　すげえ、でもやべえ！　僕はここの生徒じゃない！

「今日きようのお昼は……たぶん、事務所がもってくれると思いますっ」

　おお、そうか。助かった。まさかそんな豪ごう華かなランチになるなんて予想もしてなかったからな。一安心だ。

　それにしても生徒はタダってすごいな。さすが、学費がバカみたいに高いだけのことはある。

「あの、ちょっと…………」

「ん？　どうしたのひなのちゃん？」

「その…………お花を摘みに行きたくなっちゃって」

「花ならそこら辺にいっぱい咲いてるけど…………勝手に摘んだら怒られると思うよ？」

　って、なんで睨にらむのさ音おと無なしさん。僕、変なこと言った？

「そこの食堂のところから中に入れるんで」

「ん。じゃあもう入っちゃいましょ」

「そうですわね」

　あれ？　みんな賛成なの？

　…………あ、そうか。実際に目の前に花がいっぱいあったから、パッと思いつかなかったわ。

　お花を摘みに行くってのは、トイレに行くってことだったね。

　それならしょうがない。というか、それならそうと先に言ってよ。

「はーい、こっちでーっす」

　ひなのちゃんに連れられて、ついに校舎の中へ。

　とはいえ、外見ほど驚おどろくようなことはなかった。廊下に絨じゆう毯たんが敷き詰められていたり、シャンデリアが吊つるされていたり、なんてことはない。

　清掃が行き届いているのだろうか。あちこちキレイすぎる感じはするけど、まあ普通の学校に見えなくもない。

「ここでーっす」

「あたしも行っとこーっと」

「では、わたくしも」

　じゃあ、ついでだし僕も…………と思ったけど、さすが女子校。男子トイレがない。まあ、いいけどさ。それほど行きたいわけでもないし。女子トイレに、音無さんたちと一緒に入るわけにはいかないしな。

　人ひと気けのない静かな廊下。トイレの前で佇たたずむ僕。なんとなく視線は目の前の女子トイレへと向いてしまう。

　なんだろうか、このいたたまれない感覚は。きちんと許可をもらってここにいるはずなのに、女子校の女子トイレの前に男が一人でいるという状況がなんとも…………。

「ああぁ────────!!　変態がいるぅ!!」

「なっ!?　ち、違う！　僕は変態なんかじゃ…………」

「あれ？　なーんだ、兄さんかと思ったら変態だった」

「逆！　それだと僕は結局変態だから！」

　って、そこにいるのは愛あ好こじゃないか。僕を変態呼ばわりするのは、ずっと一緒に同じ家で生活してきた我が妹ではないか。

　朝から姿が見えないと思ってたら、学校に来てたのかよ。

「なんでおまえがいるんだよ！　今日きよう、日曜だぞ」

「ん？　ちょーっと用があってね」

「用？　日曜日に？」

「うん、まどかさんたちがＭＶミユージツクビデオの撮影に来るって、こはるんから聞いたんだ」

　おーい、芹せり沢ざわさん、情報漏もれまくってますよ。

　愛好の言う「こはるん」というのは、このグレイス女学院の理事長でもある霜しも月つきさん家ちのお嬢さまだ。と言っても、霜月さんのお父さんが理事長をやっているというわけでもないんだろうけど。霜月さんのお父さんは、ムーンフロストカンパニーという世界規模の会社を作った人なのである。なので、グレイス女学院の経営も事業の一環ということなんだろう。

　今日、グレイス女学院での撮影を許可してくれたのは理事長だということらしいから、音おと無なしさんが来ることを霜月さんが知っていてもおかしくはないか。

「で？　兄さんはなんでこんなところにいるの？」

「あのな…………」

「あ、ちょっと待って。ケータイに一一〇番だけ押しておくから。通話ボタンを押せばすぐ繫つながるようにね」

「なんでだよ！　その必要ある!?」

「話の内容によっては」

「ねーよ！　その必要ないからしまえ！」

　愛好がスマホを制服のポケットにしまうのを見届けてから、ようやく落ち着いて事情を話す。もちろん、ひなのちゃんのことは秘密にするように、と釘くぎを刺すことも忘れない。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。秘密は守るから」

「本当か？　霜月さんにも言っておけよ？」

「だいじょーぶ、だいじょーぶ、だって、木こ立だち先せん輩ぱいが来てるのはわたしも初めて知ったもん」

「え？」

「へー、そうなんだー。まどかさんとしぐれさんと木立先輩でユニット組むんだ。初耳だよ」

「ちょ…………あれ？　知らなかったの？」

「うん、まどかさんとしぐれさんが来ることは知ってたけど」

　おい、なんだよそれ。

　しまった。ということは、僕がバラしてしまったのか。まあ、こいつ撮影を見に来たらしいし、あとでバレただろうけど。

　ただ僕がバラしてしまったってのがなあ…………やられたというか、愛あ好こに上う手まいこと誘ゆう導どうされた感じがして釈然としない。

「安心してよ兄さん、こはるんにもちゃんと言っておくから」

　くそう。マジで漏もれたらヤバイんだからな。頼んだぞ。

「で？　その霜しも月つきさんは？」

「うーん、どっか行っちゃったんだよね。校内にはいると思うんだけど」

　方向音おん痴ちだからな、霜月さん。

「あ！　ちょっと待って、電話かかってきた」

　さきほどしまったスマホを再びポケットから取りだして耳にあてる愛好。たいした話をするわけでもないだろうに、僕から少し距離をとって話を始めた。もう放っておこう。

「どうしたの？　中にまで声が響ひびいてたけど」

　音おと無なしさん…………しぐれさんにひなのちゃんも。校内が静かだからかな。そんなに大きな声を出していたつもりはなかったんだけど。

「兄さん、こはるん屋上にいるって。────あ、まどかさん、しぐれさん、こんにちは！」

　順番に挨あい拶さつしていき、最後に初対面の二人が顔を合わせる。

「初めまして、常つね村むら愛好です。兄がいつも色んな意味でお世話になってます」

　なってねえよ。愛好の言う色んな意味って具体的にはなんとなんとなんのことだよ。むしろこっちがお世話してるくらいだわ。

「初めまして、木こ立だち陽ひ菜な乃のですっ。お兄さんにはお世話になったり、こっちがお世話したりしてますっ」

　この二人、嚙かみ合ってるんだか嚙み合ってないんだか。

「えっと、兄さん、わたしこはるんを迎えに行ってくる」

「おう、さっさと行ってやれ」

　愛好よ、おまえという存在が邪じや魔まなのだ。僕はいま、音無さんやしぐれさん…………ついでにひなのちゃんという美少女三人と一緒にお散歩中だったのだ。そこに、実の妹が入り込む余地などないのだ。

　だというのに、ひなのちゃんたらまた余計なことを提案してくれちゃうのね。

「ひなちゃんたちも一緒に行っていい？」

「もちろんですよ、木立先せん輩ぱい」

　愛好が了承するのを見届けてから、ひなのちゃんがこちらを向いて教えてくれる。

「屋上はカフェテラスになってるんですよっ」

　か、カフェテラス？

　やっぱこの学校はひと味もふた味も違うわ。普通の学校じゃないね。

　ひなのちゃんを先頭に、音おと無なしさんとしぐれさんが歩いていく。その後ろを、少し遅れて僕と愛あ好こ。

「兄さん、グレイスに来るの初めてだよね？」

「うん？　ああ、そうだな」

「どう？　どう？　女の子だけの秘密の花園は！　妄もう想そうした？　イケナイ妄想しちゃったの？」

　やかましいな、こいつは。普通の会話ができないのだろうか。

　だいたいね、騙だまされないよ？　よく言うじゃん。女子校なんて、言葉の響ひびきはいいけど、実際中に入ってみるとたいしたことないって。男子諸君が妄想する女子校なんてのは、所しよ詮せんどっかの誰だれかが騙かたったフィクションなんだよ。

　そりゃ僕も、男の子が思い描えがくような女の子だけの世界があったらいいな、なんて思うけどね。たしかに愛好の言う通り、妄想もしたけどさ。少し冷静になれば、すぐに現実を見られるのさ。

「ほら兄さん、あそこが保健室だよ。たくさんの女子中学生が寝たベッドがあるよ」

　へー、そうかそうか。

「ほら兄さん、あそこが更衣室だよ。校内には女の人しかいないから、使用中でもカーテンが開けっ放しのとき多いんだよね」

　ほー、なるほどね、あそこが。今日きようは日曜だから誰も着替えてないけどね。

「ほら兄さん、階段だよ」

　はいはい、階段がどうかしたのかよ。心の中ではツッコミつつも、ついつい愛好の指さす方を向いてしまう男の性さがが本当に情けなくなってくるわ。

　で、今回も愛好の言うように階段の上の方へと目を向けてしまうわけだが…………。

　踊り場で折り返した音無さんが斜め上を歩いていた。

　と、急に立ち止まった音無さん。ポケットからケータイを取りだす。

「はい…………オッケー。分かった、すぐ行く。…………撮影の準備できたって」

　音無さんが僕の方を向いて言う。

　────────あれ？

　しかし、僕の意識はべつのところに向いていた。

　なんだ、なんでだろ。音無さんのスカートの中が丸見えじゃないか。

「女の人しかいないからね。目隠しがないんだよ」

　そうか、そういうことか！　普通なら手すりの下に、下から覗のぞけなくする目隠しがあるはずなのに、ないんだ！

　だから丸見えなんだ!!　音おと無なしさんのパンツが!!

　見せパンでないことは、ここへ来るまでの車の中で音無さん本人の口から聞いてしまっていた。つまりあれは音無さんのマジパンツ。僕の目に映っているのは音無さんのマジパンツ。マジでパンツでマジパンツ。

「きゃっ」

　僕の視線に気づいた音無さんが、かわいらしい声を出してスカートをおさえる。

　僕を睨にらみながら、音無さんの顔が紅潮していく。恥ずかしい？　照れ？　いいや、あれはそんなかわいいものじゃない。怒りだ。

　その証拠に、音無さんがもの凄すごい勢いで階段を下りてくるじゃないか。

「ちがっ、これは…………ごめん！」

　このパターンは、いつものあれだ！

　殴なぐられる！

　階段はヤバイって。ぶん殴られて、頭から階段を落ちようもんなら生死に関かかわるって。

　せめて、せめて下まで下りてからにして────。

　いかん。間に合わない。逃げられない。

　音無さんはもう目の前だ！

「ひぃっ」
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「ばか…………えっち」

　すれ違いざま、ぶつけられたのは拳こぶしではなく言葉。

　殴なぐられなかった。制裁がなかった。

「あれー？」

　横で見ていた愛あ好こも、いつもと違う音おと無なしさんの行動を不思議に思ったらしい。

「ふふ、まどかったら」

　しぐれさんがにこにこ微笑ほほえみながら階段を下りてきた。しまった、しぐれさんのも見えたかもしれなかったのに。たしかにしぐれさんの着ているゴスロリのスカートは長いけど、もしかしたらってこともあったのに。ミニスカートの音無さんにしか目がいってなかった…………って、反省しろ僕！　殴られなかったからって、なにを調子に乗ってんだ。

「テラスを拝見できなかったのは残念ですわね」

「じゃあ、お昼は屋上にしましょっか。食堂と荷物用のエレベーターが繫つながってるんで、同じメニューが楽しめるんですよ」

　ひなのちゃん、さらっと言ってるけど、それすごいことなんだからね。

「愛好さま、ではまた、のちほど」

　音無さんを追いかけるようにしぐれさんが階段を下りていく。そんなしぐれさんを追いかけて、さらにひなのちゃんも続く。

　僕も行かなくちゃ。

「兄さん、良かったね」

「え？　ああ、まあね。殴られなくて良かったよ」

　おまえの誘ゆう導どうのせいなんだけどな！

「そうじゃなくて、大好きなまどかさんのパンツが見れて」

「ばっ！　バカなこと言うな！」

　なんてことを言いだすんだ。ほら見ろ、ひなのちゃんがこっちを振り返ったじゃないか。

「せんぱい、まどかせんぱいのこと好きなんですか？」

「そりゃもう！　兄さん、昔っから大ファンだったんですよー」

　勝手に答えるな！

「せんぱい…………まどかせんぱいのファンなんですか？　それとも……………………」

「や、それは…………その…………」

　もう誤ご魔ま化かしたくはなかった。勢いで告白してしまったあの日から、ファンとしてとか友達としてとか、そんな風に自分の想おもいをはぐらかすのをやめたいと本気で考えていた。

　でも…………。

　僕は、ひなのちゃんとアイドルの恋愛について話をしたことがある。

　アイドルの恋愛について、僕はアリだと思っている。でも、ひなのちゃんはそうは考えていない。アイドルはみんなのもので、夢を見せたなら、夢を見せた責任を負うべきだと、彼女ははっきり僕に言った。

「そっか、そういうことだったんですね」

「違う、違うんだよ」

「そりゃあ、ああ言いますよね。なんだ、そっか」

「ひなのちゃん…………」

　彼女が言っているのはきっと、僕がアイドルの恋愛に賛成だと言ったことを指しているのだろう。

「いいんですよ、べつに。せんぱいがどう思おうがせんぱいの勝手ですから。…………まどかせんぱいはどうなんでしょうね。告白とかしないんですか？」

「ははは！　木こ立だち先せん輩ぱい、兄さんにそんな勇気ないですって！」

「……………………う」

「あれ？」

　愛あ好こが僕の顔を覗のぞき込んでくる。

　思わず顔を背そむけてしまった。

　と思ったら、今度はひなのちゃんの声。

「ふーん」

　階段の下から、僕を見上げるひなのちゃんの表情は無。

「ひ、ひな…………」

「せんぱい、スタッフさんたち待たせちゃ悪いし、早く行こっ」

「あ、ああ」

　ゆっくりと、一段一段、階段を下りていく。

「兄さん、また後でね！」

　愛好のように、にやにやしながら僕をからかってくれた方がどれだけ楽か。元気な愛好の声を背中に受けて、僕は思った。

　一度進みだした足は止まらず、僕はただ下を向いて歩き始めた。




　午前中の撮影はつつがなく終了した。

　まあ、ミュージックビデオの撮影現場なんて初めてお邪じや魔ました僕の目からは、スムーズにいったのか、難航してたのかは分からない。問題があったとすれば、脇わきで愛好と霜しも月つきさんが見学してたことくらいだろうか。まあ、相手が霜月家の娘さんなら邪険にもできないしな。むしろ、見学する権利がある。邪魔なのは愛好だ。あいつは完全に暇ひまだったから遊びに来たって感じだもんな。

　そんな二人を尻しり目めに撮影は進んだ。

　撮っては映像をチェックし、ああしてください、こうしてみてください、とスタッフさんからの指示が出るたびにやり直す。若じやつ干かん、ひなのちゃんのところでの指示が多かった気はしたかな。デビューしてまだ日が浅いし、しょうがないだろう。

　必死にスタッフさんからの指示に応こたえる三人の姿を、僕もがんばってカメラを片手に撮りまくった。こっちはべつに指示を出す必要がないし、いっそのことおもしろいＮＧでも出てくれた方がおいしいというものだ。

　とはいえ、なるべくスタッフさんの顔は映らないようにしてほしいと言われていたし、スタッフさんたちの仕事の邪じや魔まにならないようにも気を遣つかった。少数精鋭にしたとはいえ、スタッフさんは結構な人数いたしね。ほんと、これで少数なのかよ！　ってツッコミたくなるくらいに。

　他ほかにも注意しなくちゃいけない点はいっぱいだった。ちゃんと周りを見て歩かないと、コードに足を引っ掛けたり照明にぶつかりそうになったりするしな。風を送るためのでっかい扇風機とか、カメラを滑なめらかに移動させるためのレールが敷いてあったりでちょっとおもしろかったりもしたけど。

　あと、ずっとカメラを持っていたので右腕が痛くなった。これ、下へ手たしたら筋肉痛になるかもしれない。子供の運動会に来たお父さんとか、こんな感じなのかもしれない。

　そんなわけで、ほんの数時間しか経たっていないのに、予想以上に疲れてしまっていた。身体的にも精神的にも、だ。

　僕ですらこうなんだから、ずっとカメラを向けられていた三人はもっとだろう。

　そんなこんなで、ようやく訪れたお昼休み。

　音おと無なしさんたち三人は、午前中最後のシーンで着ていた衣装のままである。午後は午後でまたべつの衣装を着るらしい。午後はダンスシーンがあるからな。ゆっくりご飯を食べて体力を回復してもらわなければ。

　昼食はひなのちゃんが言っていた通り、スタッフさんたちに食堂が開放されていた。それならばと愛あ好こが話をつけてくれて、屋上のテラスでいただくことになったのである。

　テラスにやってきたのは、愛好と霜しも月つきさん、音無さんにしぐれさんにひなのちゃん。そして僕である。なんだろうね、この豪ごう華かなランチは。

　グレイス女学院の屋上の半分はカフェになっていた。もう半分は中庭同様、色とりどりの花で埋め尽くされている。生徒たちには屋上庭園と呼ばれているらしい。

　カフェはガラス張りになっていて、その美しい庭園を見ながらご飯が食べられるようになっているのだ。

　しかし、僕が感じた豪華さはこの庭園やカフェのことではない。もちろん、一緒にランチを食べるメンバーのことである。

　愛好はどうでもいいとして、霜月家のお嬢さまに、いまをときめくアイドル声優の三人と一緒なんだから。これ以上素晴らしいシチュエーションはないだろう。

　もちろん僕はいまもカメラを回している。

　忙しい撮影の合間。おいしそうなランチに笑みがこぼれる。そんな素敵な画えをおさえておかなくてなんとする。

『いただきます』

　さあ、声を揃そろえて、楽しい楽しいランチの始まりである。

　つかの間の休息。

　穏おだやかに流れる時間。

「ひなぶー、粉チーズとって」

　音おと無なしさんとひなのちゃんはミートソースのスパゲッティを頼んでいた。ひなのちゃんが先に使った粉チーズの容器へと、音無さんが手を伸ばす。

「どうぞ、まどかせんぱいっ」

「ありがと」

　容器を受け取り、逆さに二振り。

「あれ、まどかせんぱい、それだけでいいんですか？」

「そんなにたくさんかけるものでもないでしょ」

「でも、乳製品をたくさん摂とった方が成長するんじゃないですか？」

「は？」

　どこかで、「カーン」という試合開始を告げる鐘かねの音ねが聞こえた気がした。カメラを持つ手に力が入る。これはいい画がおさえられそうだぞ。

「じゃあ、ひなぶーのにもたくさんかけてあげるね」

「ちょっ、やめてください！　なんでタバスコの瓶びんを持ってるんですか！　乳製品でもなんでもないじゃないですかっ」

「辛からいのを食べると刺激で大きくなるってどっかで聞いたのよ」

「だったら、まどかせんぱいもかけた方がいいんじゃないですかっ」

「あ、そっか。お子ちゃまにはタバスコはまだ早いか」

「辛いのくらい食べられますっ」

「そう？　じゃあかけてあげるね」

　ひなのちゃんのスパゲッティに大量のタバスコが！　ひなのちゃんの悲鳴が響ひびく！

　満足げに頷うなずく音無さん。

　しかし、音無さんがタバスコの瓶を手離した瞬しゆん間かん、ひなのちゃんが逆ぎやく襲しゆうに出る。

「でも、ひなちゃんを子供扱いするまどかせんぱいは、ひなちゃんにかけたのよりさらにたくさんかけるんですよね？」

「うっ…………」

「かけてあげますね、まどかせんぱいっ」

　音おと無なしさんのスパゲッティにもタバスコが大量に！

　というか、ミートソースのスパゲッティにタバスコってそもそもあんまりかけないだろ。かけずに食べる人の方が多いだろ。

　音無さんとひなのちゃんの前には、明らかに赤くなったミートソース。神妙な顔でパスタを巻き、二人はほぼ同時に口の中へと運んだ。
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　なんでこのアイドル声優さんたちはお笑い芸人ばりのリアクション芸を披ひ露ろうしているのだろうか。

　辛からいのなんて見ただけで分かっていただろうに、それでも食べてしまうのは、食べてみたくなってしまうのは、もう完全に芸人根性である。

　こんなアイドル声優見たことない。

「お二人とも、昼食くらい落ち着いていただきませんか？」

　しぐれさんのやんわりとした注意を無視してギャーギャーと騒さわぐ音無さんとひなのちゃん。しぐれさん、もうこの二人は放っておいて僕たちはおいしくいただきましょう。

　アイドル声優としてありえない映像も撮れたことだしね。音無さんもひなのちゃんも、他ほかのスタッフさんの前ではこんなこと絶対しないだろうし。

　…………うん、なんだろうか、このほのかな達成感は。

　というところで僕もカメラを置いて昼食をとることにするよ。

　撮影を一時中断し、カメラを手離した瞬しゆん間かん、愛あ好このやつが待ってましたとばかりに話しかけてきた。

「で？　兄さんは大きいのと小さいの、どっちが好きなの？」

　そこでなぜ僕に振るんだ。

　撮影中に余計なことを言わなかったのは偉えらかったけど、なんで僕にそういう余計なことを訊きくんだよ。

『……………………』

　おいおい、なんだってんだ。あれだけヒートアップしてたのに、どうしてみんな急に黙だまって僕を見るんだ。

「いや…………その…………」

　僕なんか構わずに、勝手にやり合っててよ！

　この中で一番大きいのはしぐれさんだ。ダントツである。その他のみんなは…………だいたい同じくらいじゃない？　ちゃんと比べたことないから分からないけど。

　小さい方が好きと言えば数的に有利なのかもしれない。僕の立場的に。ただ、そうなるとしぐれさんに悪い気がする。

　困った。困ったぞ。

　ならばここは、「答えない」という第三の選せん択たく肢しを選ぶしかあるまい！　ちょうどいい話題もあるしな！

「あ！　そうだ、音おと無なしさんにお願いがあるんだけど！」

「イ・ヤ。っていうか、さっきの質問に答えなさいよ」

　即答かよ！

「せんぱいっ、お願いならひなちゃんが聞いてあげる！　あっちもちっちゃければ、人間もちっちゃいまどかせんぱいなんか放っておこっ」

「ひなぶー？　いい加減にしないと怒るわよ？」

　やめてくれひなのちゃん。お願いがしづらくなるじゃないか。

「まあ、小ささでいったら兄さんも相当ちっちゃいけどね」

　愛あ好こ！　さっきからなんなんだよ。横から茶々を入れてくんなって。

「なにがだよ！　どこがだよ！　見たことあんのかよ！」

「へ？　あるよ」

「当然って顔すんな！」

　たしかに、見られたことあったな…………。

　って、いかんいかん、愛好の相手をしていると話が進まない。

「とりあえず、聞くだけは聞いてよ音無さん」

　音無さんは眉まゆをひそめながら水を飲んでいる。聞いてくれる気になったのかな。

　ここは変に様子を窺うかがったりしないで一気に言ってしまおう。

　文化祭で行われるミスコンのこと、音無さんに出場してほしいことを説明する。もちろん、生徒会からのお願いであることは伏せて、だ。

　僕が話し終わっても、音無さんは黙だまったままこっちを見ている。なにか裏があるんじゃないかと考えている顔だ。それでなくても、客寄せパンダだからな。気乗りがしないのは分かる。学校行事である文化祭の催もよおし物で、仕事ってわけでもないし。

　だからさ、断ってくれていいんだよ。僕は、言うだけは言っておいた、っていう事実があればそれでいいんだから。

「いいわよ」

　そっか、やっぱり無理だよね。

　…………え!?

「音無さん…………いまなんて？」

「ミスコン、出てあげる」

　どういう風の吹きまわしだい？

「…………本当に？」

「なによ、出てほしくないの？」

「いや、あの…………そういうわけではないんだけど」

　分からん。なんで音おと無なしさんノリ気なんだろう。

「せんぱいっ、それってひなちゃんも参加していいんですか？」

「え？　ああ、外部からの参加もオーケーだったはずだけど」

「じゃあ、ひなちゃんもエントリーするっ」

　え…………なんで？

「そういう地道な活動をコツコツと積み重ねていくことが大事なんですっ」

　地道すぎんだろ。

　って、ああそっか。ひなのちゃんの視線の先には、音無さんが。つまり、音無さんへの対抗心からってことね。

　いいんじゃないかな、その方が盛り上がるだろうし。

「あー、そうだ」

　瞳ひとみの中にめらめらと炎を燃やすひなのちゃんをスルーして、音無さんが僕に話しかけてきた。

「出てあげる代わりに」

　げげ。なんか条件があるんですか。タダでは聞いてくれないってことですか。

「これ、あんたのと交換して」

　ずずい、っと僕の目の前に赤いミートソーススパゲッティのお皿が。

　代わりに、まだ一口くらいしか食べていない僕のナポリタンのお皿が遠のいていく。

「ちょっ、音無さん！」

「いただきまーす。あ、おいしい！」

　ああもう！　食べ始めちゃったよ。

　ぐっ…………仕方ない、のか？

　いやでも、案外食べられるかもしれない。音無さんが特別人より辛からいのが苦手だっただけかもしれないしな。僕も辛いの嫌いじゃないし。

　パスタを巻いて、気合いを入れて、口に放り込む！
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　辛い！　とてつもなく辛い！

　舌を出してひーひー言う僕を、みんなが笑う。

「せんぱいっ、良かったですね」

　なにがだよ。たしかに体を張って笑いをとってはいるけどさ、この状況を心の底から喜べるほど、僕はまだ芸人根性鍛きたえられてないよ。

「まどかせんぱいと間接キスですよ？」

　……………………む。

　そういえば、音おと無なしさんフォークと一緒にこっちへ寄こしてきたっけ。

　なんていうか、色んな意味で刺激的な味です、はい。

「はあ？　なにガキ臭くさいこと言ってんのひなぶー。べつにそんなこと高校生にもなって気にするわけないでしょ」

「まどかせんぱい、全然巻けてませんよ？」

　本当だ。フォークをくるくる回しているだけで、全然巻けていない。

「あんたも、変なこと気にしてないでさっさと食べなさいよ！」

　一本もパスタが巻けていないフォークを僕に向ける音無さん。

　早く食べろと言われましても、これ人が食べられる辛からさじゃないような気が…………。

「食べ物を無む駄だにしたら怒られるわよ！」

「わ、分かったよ」

　こうなりゃヤケだ。勢いだ。味わったら負けだ。一気に吞のみ込んでやる。

　これでもかとフォークに巻き付けて頰ほお張ばる！

　あまりの辛さに見開いた目から、涙がこぼれる。いま僕の口の中にあるのは、間違いなく、刺激物である。

　で、でもあと少しだ。あと一口…………いや、二口くらいかな。

「せんぱいすごーい！　ひなちゃんのもあげますねっ」

「んぐっ」

　増えた！　あとちょっとだと思ってたものが増えた！

「たくさん食べる男の人って、かっこいいと思いますっ」

「ぐぐう」

　ちっくしょう。

　食ってやらああああああああああああああ!!

　違う。僕が思っていたランチタイムは、こんなんじゃない。

　美少女たちに囲まれ、きれいなカフェテラスで、キャッキャウフフな時間を過ごすはずだったのだ。

　それがいまや、泣き叫びながら激辛スパゲッティを食べている。

　これが僕の現実だった。




　午後の撮影も順調に進んだ。

　屋上、教室、廊下、グラウンド、体育館とあちこち移動し、衣装を替えて、撮影は急ピッチで進められた。

　休きゆう憩けい時間もあまりとれないくらい慌あわただしく撮影は進んだが、もちろんそれには理由があった。日が傾いてしまえば、微妙に顔色や衣装の色味が変わってしまうのだとか。目で見てるだけではあまり分からなくても、映像で見ると違ってくるらしい。

　なので、外の撮影を優先的に行い、最後は体育館のシーンを撮影した。

　三人が登場するシーンはすべて撮り終わり、あとはひなのちゃん一人のシーンだけとなっている。

　もうすぐ終わりだ。僕のカメラを持つ手にも気合いが入る。一日構えていたから腕がぷるぷる震ふるえてしまう。手ぶれ補正機能がなかったら酷ひどい映像になっていたかもしれないな。こんなことなら、三脚とか固定するやつも借りてくれば良かった。と、いまさら思っても遅いのだ。

　僕がレンズを向ける先には、指示を受けるひなのちゃんの姿。

　もうずっと同じシーンを撮っているのだけど、なかなかオーケーが出ないらしい。

　ひなのちゃんの顔をアップにしてみる。

　疲労と緊きん張ちようの色が見える。きっとひなのちゃんからも、スタッフさんたちの憔しよう悴すいした顔が見えるんだろう。

　それなのに、あと自分さえオーケーが出れば終わりなのに、このワンシーンが終わらない。

「少し休きゆう憩けい入れる？」

「大だい丈じよう夫ぶです！　いけますっ」

　スタッフさんからの優やさしい言葉もはねのけるひなのちゃん。結構テンパってる感じだ。自分一人のせいでスタッフさん全員に迷めい惑わくをかけてしまっている、とか考えてなければいいけど。

　無理もない。デビューしてまだ日が浅いんだしな。

　なんて同情したら、ひなのちゃんに怒られてしまうだろうか。

　ひなのちゃんは、この業界に憧あこがれて入ってきた女の子だ。それだけに、人一倍、仕事に対する想おもいも強いだろう。

　アイドルは恋愛禁止ってはっきり言えちゃうくらいには、熱いものを心に秘めているはずだから。

　突然、ひなのちゃんを映していたカメラの映像が真っ暗になった。バッテリーが切れたわけではない。残り時間などの数字は表示されたままだ。

　カメラのディスプレイから目を離すと、レンズを音おと無なしさんの手が遮さえぎっていた。

「もう、いいんじゃない？」

「あ、うん。そうだね」

　あんまりダメ出しされてるところばっかり撮ってもね。たしかに音無さんの言う通りだわ。

　カメラを下ろして、音無さんと僕は、新人アイドル声優の女の子を見守る。

　お昼のときはあれだけひなのちゃんと言い合ってた音無さんだけど、やっぱり先せん輩ぱいとして、気を遣つかってあげてるんだろうか。事務所も移って、ひなのちゃんは直属の後輩になったわけだしね。

「先輩から見て、ひなのちゃんはどうだい？」

「ん？　…………少し想おもいが先行しすぎちゃってるところもあるけど、新人なんだし、それくらいじゃないとね」

　ふむ、やっぱり音おと無なしさんも、ひなのちゃんの熱いハートは感じてたか。ダンスレッスンのときも、ボイストレーニングのときも、苦労しながらも一生懸命にやってるひなのちゃんを横で見てたわけだからな。

「って、あたしもまだまだそんな偉えらそうに言えないけど」

　いやいや、芸歴だけで言ったらベテランじゃないですか。

「そういえば、音無さんってさ、なんで声優になったの？」

　前にちらっと聞いたかもしれないけど、しっかり聞いたことはなかったかも。なんだか、ひなのちゃんの姿を見てたら尋たずねてみたくなったんだ。

「お父さんの影えい響きようかな」

　あー、やっぱりそうなんだ。

「最初は…………映画とかで見るお父さんのモノマネだったかも。でも、それでみんなの喜ぶ顔を見るのが楽しくて、少しずつのめり込んでいったって感じかな」

　音無さんの、その『人を楽しませたい』っていう考えは生まれつきなんだね。

「まあ、いつの間にか肩書きに『アイドル』が付いちゃって困こん惑わくしたときもあったけどね」

　ひなのちゃんも、その辺り苦労してるみたいだもんな。

　自ら望んだこととはいえ、実際に自分がその立場になってみて初めて気づかされることも多いだろうし。

　あー、でもそっか。なるほどね。

　ひなのちゃんと音無さんの大きな違いは、その自ら望んだかどうか、なんだ。

　ひなのちゃんは自分から率先してオーディションを受けたわけだけど、音無さんはアイドル声優になりたくてなったわけではない。演技やお芝しば居いのお仕事をしていたら、いつの間にかなっていたのがアイドル声優だった、ってことなんだ。

「やっぱり、アイドルのお仕事って大変だよね」

　僕なんかが同情するのはおこがましいのかもしれないけど、なんて思いながら掛けた言葉。しかし、音無さんから返ってきたのは同意の頷うなずきではなくて。

「んー、言いたいことが言えなかったり、行動に制約がつくこともあるけど…………でも、そんな世の中に生まれたからこそ価値のあるエンターテインメントってのもあると思わない？」

「…………価値、か」

「エンターテインメントってさ、人の心に喜き怒ど哀あい楽らくの感動を与えることだと思うの。喜んでもらったり、楽しんでもらうだけじゃなくて、ときに怒らせて、ときに哀かなしませることもエンターテインメントなのかなって。そう考えるとね、どんなにつらい目にあっても、いつかこの経験を生かしてやるって、そう思えるの。無む駄だなことなんてないんだって、無理やりにでも前を向けるから」

　こっちを見て、照れくさそうに笑う音おと無なしさん。

「だからあたし、色んな感情を表現できるこの仕事好きなんだ」

　そう言って、優やさしい微笑ほほえみとともにひなのちゃんを見る音無さん。

　あまり本心を表に出さない音無さんだけど、子供の頃ころに芽生えた想おもいは色あせず、いまだ熱をもって彼女の心に根付いているんだ。

「ちょっ、笑わないでよ」

「いやいや、笑ってないって」

「にやにやしてる」

「してないって」

　うれしいんだよ。音無さんが、こんなただの雑談で僕に心の内を明かしてくれるのが。

　これだけエンターテインメントにたいして真しん摯しに向き合っている音無さんだから、きっとファン相手にはここまで話してくれないだろう。雑誌のインタビューでは、ここまで赤せき裸ら々らに語ってはくれないだろう。

　そんな内容の話を、僕にしてくれたってのがたまらなくうれしいんだよ。

「あ、終わったみたい」

　音無さんに言われてひなのちゃんを見れば、どうやら待望のオーケーが出たようだ。

　いやー、最後にちょっと手間取っちゃったけど、無事に終わって良かった。

　音無さんはひなのちゃんの元へと駆け寄っていく。しぐれさんも加わって、スタッフさんの方を向き、声を合わせて元気よく言うのだ。

「ありがとうございました！　おつかれさまでした!!」




　音無さんたちが着替えに行ってしまい、僕のやることがなくなってしまった。撮影を横で見ていた愛あ好こと霜しも月つきさんも音無さんたちに付いていっちゃったし。

　メイキング映像を撮るというのが僕の今日きようの仕事なわけだが、スタッフさんたちが慌あわただしく撤てつ収しゆう作業をしているのを、ただぼーっと突っ立って見ているだけなんてできるわけもない。

　もしかしたら使えるかも、と撤収作業を撮ってみた。だがしかし、なるべくスタッフさんたちの顔を映さないようにと言われていたので、カメラに映るのは低い視点の映像ばかり。面白味がない。

　ならばと、なにか手伝えることはないかと申しでて、機材を車へと運ぶのに力を貸すことにした。

　運動不足とはいえ現役の高校生だ。こういうときに若いやつが体を動かさなくてどうする。

　車と体育館を行ったり来たりしているうちに、スタッフさんにバレーボールを体育倉庫に片付けておいてくれと頼まれた。

　グレイスはキレイすぎて学校っぽさが上う手まく出ない、ということで、適当にそこら辺に転がしたバレーボールである。結果、その学校っぽさが出たのかどうかは微妙なところだけど。

　それくらいお安い御ご用ようだと引き受けて、ボールを拾う。

　ボールを二個、小こ脇わきに抱かかえて体育倉庫へ。

　重たい扉を少しだけ開けて中へと入る。

　さすがグレイス。体育倉庫なのにカビ臭くさくない。

　ボールも一個一個キレイなんだよな。うちの学校のボールなんて、あちこち破れてたりしてるってのに。

　えーっと、バレーボールを入れるところはどこかな。

　女の子たちが寝っ転がったマットや、女の子たちがまたがった平均台がきちんと整理整せい頓とんされて置いてある。思わず、霜しも月つきさんやひなのちゃんが平均台にまたがっている姿を想像してしまい、頭を振った。ついでに愛あ好こがまたがっている姿も想像したが、なんだかこっちはしっくりきてしまったのでやっぱり頭を振った。そもそも平均台はまたがるものではない。

　さっさとバレーボールを片付けてしまおう。ボールを片付けて、体育倉庫にカギをかけて、職員室まで返しに行くのが僕に任せられた仕事なのだ。

「さっき、ひなちゃんが撮影してるときもちょっといい感じだったじゃないですかっ」

　ん？　これは、ひなのちゃんの声か？

　それは、体育倉庫を出ようとした瞬しゆん間かんのことだった。

　外から声が聞こえてきたのだ。

「そんなことないわよ！」

　これは音おと無なしさん。

「そうですわね、わたくしが入っていけないくらいには」

　しぐれさんだな。

　うん、これくらい声だけで分かるわ。余裕余裕。

「普通に話してただけだって！」

　再度、音無さんの大きな声が聞こえてきた。

　着替えが終わって帰ってきたのかな。愛好や霜月さんも付いていったはずだけど、声は聞こえない。黙だまっているだけなのか、どこかで別れたのか。

「実際、良りよう人とさまのことをどう思っているのですか？」

　え…………？　僕のこと？

　体育倉庫のドアの隙すき間まから三人の後ろ姿が見える。

　どうやらこっちに気づいていないようだ。

「は？　しぐれまでどうしたのよ。普段そんなこと話さないじゃない」

「そろそろはっきりしていただきたいと思いまして」

「だいたい、なんでしぐれにそんなこと言わなくちゃいけないのよ！」

「口に出して言わなければ分かりませんか？」

「う…………」

　やばい、思わず隠れてしまったけど、出ていきづらい状況になっている。というか、こそこそ聞いてちゃダメな気がする。

　成り行きとはいえ、僕は音おと無なしさんに自分の想おもいを伝えた。

　はっきりとした答えはまだもらっていない。

　告白してからも普通に会ってるし、音無さんのイベントに行ったり、ふたりでお祭りに行ったりもした。ラジオ収録のときだって、告白の前とあとで音無さんの態度が極端に変わったりはしていない…………と思う。

　僕だって普通に接しているつもりだ。

　音無さんの気持ちが、気になることは気になるけど、せかすつもりはなかった。

　そう、気になることは、気になる…………けど。

「まどかせんぱい、はっきり言っちゃいましょうよ。良りよう人とせんぱい、きっとまどかせんぱいのこと好きですよ？」

　ばっ…………ひなのちゃん、なんてこと言いだすんだ！

「まどかせんぱいは、良人せんぱいのこと、好きなんですか？　嫌いなんですか？」

　うっ…………直球すぎるよ、ひなのちゃん！

「嫌いじゃ…………ないけど」

「じゃあ、好きなんですか？」

「……………………」

　音無さんが黙だまってしまった。

　そっと外の様子を窺うかがってみると、三人は立ち止まっている。

　気まずい！　さっさと出ていけば良かった。

　他ほかに出口はないだろうか。

　高いところに小さい窓を発見。だが、とてもじゃないけど男が通り抜けられる大きさではない。

　きょろきょろしている内に、また音無さんの声が聞こえてきた。

「どうすればいいのか、分からないの」

「はい？　そんなの、付き合うか付き合わないか、じゃないんですか？」

「でも、仕事的なこととか…………考えれば考えるほど、どうすればいいのか分からなくて」

　そっか。

　やっぱりそうなんだ。

　音無さんはそう考えるんだね。予想通りの答え、かも。

　ファンのみんなを第一に考える音おと無なしさんは、アイドルとして売っている自分が彼氏を作ることでのみんなへの影えい響きようをちゃんと考えているんだ。

「アイドルとしても、役者としても、ね。分からないの」

　役者としてってのは、前に言ってた「好きな人がいても、人を好きになる演技ができるかどうか」ってことか。

「ひなちゃんは反対です。アイドルとしてお仕事をしている内は、特定の彼氏なんていりませんっ！」

「あたしも前はこんなことで悩んだりしなかったんだけどね…………実際にそんなの気にならないくらい好きな人ができたら色々吹っ切れるのかな」

「そうですわね。これまでの考えを覆くつがえしてしまうほど、本気で好きな人ができたからの悩みなのかもしれませんわね」

「…………なるほどね。って、それだとあたしがあいつのことを本気で好きみたいじゃない！」

「違うのですか？」

「ち、違う…………わよ」

　音無さんを悩ませている原因はなんなんだろう。

　以前の音無さんだったら、きっとひなのちゃんと同じように考えていたんだろう。アイドルとしてみんなに夢を与えているのであれば、その責任はきちんと負うつもりでいたんだろう。

　たとえ、いつの間にか背負わされていた肩書きだったとしても、その覚悟はできていたんだろう。

　なのに、いま、音無さんは悩んでいる。

　…………僕のせい、なのかな。

　もしも、万が一にでも、音無さんが僕のことを好きでいてくれているのなら。僕が告白なんかしたせいで、音無さんは悩んでしまっているんだ。

　芸歴が長いとはいえ、音無さんはまだまだ十七歳。アイドルとしても、声優としても、まだまだこれからどんどん活躍していくんだ。

　大好きな人が羽ばたこうとしているのに、僕がそれを邪じや魔ますることなんて…………できないよな。

「ほら、もう行こ！　スタッフさんたち待ってるし」

　音無さんが一ひと際きわ大きな声を出す。

　この話はこれで終わり、ということなのだろう。

　ドアの陰に隠れたまま、みんながいなくなるのを待つ。

　薄うす暗ぐらい体育倉庫の中に差し込むオレンジ色の光。ゆらゆらと舞うほこりが光を反射してなぜかキレイに見える。ほこりのくせに生意気だ。息を吹きかけたら勢いよく舞った。

　そろそろ出ていってもいいかな。

　と思った瞬しゆん間かん、ドアになにかが当たった音がした。

　バン、と大きな音が体育倉庫の中に響ひびいてびっくりした。思わず声をあげそうになり、慌あわてて口を手で覆おおった。

　まだ誰だれか残ってたのか？

　恐る恐る外の様子を窺うかがおうとした僕の耳に聞こえてきたのは、ひなのちゃんの声だった。

「だってさ、せんぱい。どうする？」

　そして、ぱたぱたと遠ざかる足音。

　ひなのちゃんのやつ…………僕が体育倉庫の中にいるのを分かってて、音おと無なしさんにあんな話を振ったのか。

　どうするってなんだよ。

　ひなのちゃんはどうしたくて、僕に音無さんの気持ちを聞かせたんだよ。

「はあ」

　大きくため息をついた。

　再び勢いよく舞うほこりたち。大きな力に抗あらがえず、踊り狂うしかない小さな粒たち。

　僕は、どうしたらいいんだろう。

　まだまだメイキング映像の撮影は残っているのに。音無さんに密着する日々は続くのに。

　知らないフリをしなくちゃいけないんだろうな。聞かなかったことにしなくちゃいけないんだろうな。

　僕は、彼女の前でいままで通りでいられるのだろうか。

　…………自信ないなぁ。
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　夏休みが明けてからの僕は、間違いなく充実した時間を過ごしていた。充実といっても、リア充じゆうのように毎日毎日楽しく過ごしていたわけじゃあない。

　朝起きて、学校に行って、放課後は文化祭の準備。コスプレ喫茶に決まったとはいえ、メニューを考えたり、内装を考えたり、肝かん心じん要かなめのコスチュームはどうする、などなど。飲食系をやるにはあっちこっちに許可をとったりしなくちゃいけないしね。面倒くさいこともたくさんあったけど、うちのクラスは誰だれひとりサボることなく一丸となってがんばっている。

　一致団結して絆きずなを深め合った、と言えばかっこいいが、実際は音おと無なしさんやしぐれさんのコスプレを見られる、という下心のおかげである。

　休みの日は音無さんたちについてメイキング映像の撮影。近く開かい催さいされる事務所のイベントに向けて、ボーカルレッスンにお邪じや魔ましたりした。

　そんなわけで、忙しい日々を送っているのだ。

　その忙しさが僕にはうれしかった。余計なことを考えずに音無さんと接することができたから。できた…………のだろうか。普通にしようとしすぎて、それがかえって普通ではなかったかもしれない。

　ただ、そんなときに気づいたのは、仕事としてならいつも通りに接することができるということ。仕事に集中して他ほかのことが頭から抜けるからだろうか。これも成長したってことなのだろうか。なんにせよ、助かる。

　新ユニットのミュージックビデオを撮影した日からあっという間に六日が過ぎて、今日きようは土曜日。

　土曜日といえば、そうラジオの収録である。

　今日も元気よく、いつも通りに収録を始めることができていた。

「村むら人びとくん、今日はね、やることがいっぱいあるんだよ」

「あ、そうなんですか？　じゃあ、とっとと始めますか」

「えー、なんか慌あわただしい」

「どっちなんだよ！　支し離り滅めつ裂れつ！」

　音無さんは「やることがいっぱい」なんて言ったけど、台本にはいつも通りなことしか書かれていない気がする。

　まず、このラジオの一番大事な部分。もうすぐ、アニメ『ぼいる・しゃるるの法ほう則そく』が最終回を迎えるのだ。忘れがちだけど、このラジオはアニメの宣伝番組なのだ。なにがなくてもまずはそこに触れなくてはいけない。

　そして今回、アニメの最終回に向けてゲストも登場予定となっている。

　…………いつもと違うのはそれくらいじゃない？

　にこにこと笑いながら、音無さんの隣となりに座っているゲストさん。まずは紹介するところまでスムーズにやってしまわないと、ってことかな。

「四文字熟語かっこいい！　あたしも言いたい！」

「なに漢字にハマった外国人みたいなこと言ってんですか。変なところ広げなくていいんですよ」

「ところで、支し離り滅めつ裂れつと美び味みカツレツって似てない？」

「四文字熟語の話はどうした!?」

「あ、四文字熟語の話する？」

「いや、しなくていいんですけどね!?」

　今日きようも今日とて雑談だよ。いつもスタートは雑談だよ。

「さっさといきますよ、音おと無なしさん。今日はなんとスペシャルな────」

「シャルスペな？」

「だあああ、もう！　めんどくさいな。なんで急に逆さ言葉にしたんですか。はい、そうですよ、シャルスペなね…………」

「あーっと村むら人びとくん！」

「なんですか」

「それ言っちゃう？」

「言いますよ。台本にもここで言えって書いてあるし」

「そんな、なんでもかんでも人の言う通りでいいの!?　敷かれたレールの上を走るだけの人生で村人くんは満足なの!?」

「そんな仰ぎよう々ぎようしいことじゃないでしょ！　台本を読むことくらい！」

　音無さんたら、まーたもったいぶっちゃって。ゲストのハードルを上げようっていう、いつもの作戦かい？　本当にドＳですよね、音無さん。

　音無さんの横に座るゲストの少女が、人差し指をくるくると回し始めた。早く紹介しろ、ということかもしれない。こっちもこっちでやる気満々だね。

　実は……あんまり紹介したくないんだよな。だってさ、このゲストを紹介したらさ、大変なことになるのが目に見えてるんだよ。

　主に僕が大変な目にあうんだよ。

　しかしまあ、スタッフさんたちがキャスティングしてしまったのだからしょうがない。

「じゃあ発表しますよ、音無さん。いいですね？」

「発表!?　なにか発表するの？　あ、もしかして村人くん、ついに彼女できた？」

「いや、できないですけど」

「うん、知ってた」

「同意早ええな！　ていうか言わせんなよ！」

　ラジオを通じて全世界にフリー宣言だよ。

「そうじゃなくて、今日はですね」

「タイトルコールいきまーす！」

「ちょっ」

　本当にタイトルコールしちゃったし！

　続いて、提ていクレまで読み上げる音おと無なしさん。

　その間、音無さんの横に座るゲストの少女は力強く、激しく、勢いよく、自分自身を指さしている。

　音無さんは当然無視。流りゆう暢ちようにすべてを読み上げた。

　この流れだと、次は…………。

「いったんＣＭです！」

　ですよね、そうですよね。










　よし…………コマーシャルの間に水を飲んで、いったん態勢を立て直したぞ。

「あの、音無さん？」

「改めまして、音無まどかです！　はい、村むら人びとくんも」

「は、はい…………改めまして、村人Ｂです」

　オープニングあけに改めて自己紹介をしてから、本題に入る。

「ふふん、いい感じに引っ張れてるでしょ」

「どうだろうか…………」

　台本ではね、オープニングトークで「今日きようはゲストが来てます！」っていう発表をする予定だったんですよ。

　名前を伏せておいて、「さあ一体誰だれでしょう」って引っ張る予定だったのに、ゲストが来ていること自体伏せてオープニングトーク終わっちゃったよ。

　で、そのゲストなんだけど…………。

「早く紹介してくださいっ」

　あーあ、ゲストさんしゃべっちゃったよ。まだ紹介してないのに。それ、出とちりって言うんだぞ。

「ちょっとちょっと、まだ紹介もしてないのになにしゃべり始めてんの！」

「まどかせんぱいが全然進めてくれないからですっ」

　あーあ、早くも始まっちゃった。

　おっと、お呼び入れをしなくちゃ。

「はい、というわけで本日はスペシャルゲストが来てくれています。この人です！」

　順番がおかしくなっちゃったけど、一応言っておかなければ。

「木こ立だち陽ひ菜な乃のです！　よろしくお願いしまーっす」

「なにがどうスペシャルなのか分かんないよね。このまえ来たばっかりじゃん」

　自己紹介のあと、間髪入れずに文句を入れる音おと無なしさん。

「もうみんなまどかせんぱいに飽あきちゃってるんじゃないですかぁ？　だからフレッシュな人をってことなんですよ」

「飽きられる？　そんなわけないでしょ？　ひなぶーじゃあるまいし」

　あ、音無さん、その呼びかたはもう決まりなんですね。

「ひなちゃん、まだデビューしたばっかりだし大だい丈じよう夫ぶですっ。ひなちゃんは、いつまでもみんなに愛される、ごはんのような声優さんになりたいですっ」

「たいして味がないってことね」

「嚙かめば嚙むほど味が出るんですっ！」

「へー、本当に。どれどれ」

「ちょっ」

　音無さんがひなのちゃんに近づく！

「はむっ」

　音無さんがひなのちゃんの耳に嚙みついた！

「ひゃん！」

「はむはむ」

「や！　く、くすぐったいです…………」

　イヤホンからひなのちゃんのくすぐったそうに身み悶もだえる声が聞こえてくる！

　さあ盛り上がってまいりました！

「ふあぁっ…………も、もう！　なにするですか！」

「ミミガーかと思って」

「ひなちゃんは豚ぶたじゃないって言ってるでしょ!?」

　ひなのちゃんが音無さんを引きはがす。

「だいたい、ごはんでもなんでもなくなってるじゃないですかっ」

「はい、村むら人びとくん、見とれてないで進行」

「なっ!?　み、見とれてなんてないですよ！」

　すいません、見入ってました。

　頭の中で百ゆ合り百合な展開を妄もう想そうしてました。

　ひなのちゃんって音無さんの大ファンなんだよね。愛情の裏返しか、二人でいるときはいっつもケンカしてるけど、実はひなのちゃんは音無さんのことが大好きなのだ。もういっそのこと、「お姉さまっ」て呼び慕えばいいのに。

　おっと進行だね、進行。

「はい！　えーっと…………なんで今日きよう、ひなのちゃんがゲストに来てくれたかと言うとですね…………」

「ダメでしょ、ひなぶー。ヒマだからってこんなところまで遊びに来ちゃ」

「遊びじゃありませんっ！」

「はい、二人とも、人がマジメに進行してるときは黙だまっててくださいね」

「ひなぶーのせいで怒られちゃったじゃない」

「まどかせんぱいが無む駄だ口ぐち叩たたきすぎなんですっ」

「もうすぐ放送されるアニメ『ぼいる・しゃるるの法ほう則そく』の最終回にひなのちゃんが出演してるんですよね」

「しゃべるのが仕事の声優に向かって無駄口って言ったわね!?」

　あの、えっと、音おと無なしさん？

「まどかせんぱいは声優界きっての無駄口と無駄ムネを誇ってますもんね」

　ひ、ひなのちゃん…………僕、進行してるんですけど。

「無駄ムネってなによ!?」

「大きいか小さいかで議論が生まれることはあっても、中途半はん端ぱなムネは誰だれも話題にすらあげませんもん」

　あの、その、えっと…………。

「平和でいいじゃない」

「そーですねっ。なだらかでいいですねっ」

「誰がなだらかなムネよ！」

「僕の話を聞けえええええええええええええええええええええ」

　完全に僕を無視して言い合いを始めていた二人が、びっくりした顔でこちらを見る。

「進行してるでしょ!?　ひなのちゃんは最終回に出てるんでしょ!?」

「は、はい！　出てます出てますっ」

「どんなキャラですか!?」

「えっとえっと、人が誰しも抱かかえる欲望を増長させ、心を惑まどわす最強の符ふ術じゆつ『堕ダツ痴チ猥ワイ符フ』を操る悪の女幹部ですっ」

「収録は大変でしたか!?」

「は、はいっ！　悪の幹部を意識しすぎちゃうと、なんか噓うそくさく聞こえてしまうので、自然に悪っぽさを出すのが大変でしたっ！」

「ご苦労さまでしたね！」

「はひ…………」

　と、ひなのちゃんと僕のやりとりを横で聞いていた音無さんがぽつり。

「怒りながら質問してる…………斬ざん新しんなインタビューね」

　誰だれのせいだよ！

「というわけで、あたしも最後までがんばってます！　アニメ『ぼいる・しゃるるの法ほう則そく』最終回もお見逃しなく！」

　あれ、音おと無なしさんが急にまとめ始めた。

「音無さん、なにまとめに入ってるんですか」

「え？　ダメ？」

「最終回ですよ？　もうちょっとこう…………収録中の思い出とか、このアニメのお仕事中にはこんなことがあった、みたいな話をした方が…………」

「あー、いいのいいの、それはラジオの最終回あたりでやるから」

「はあ…………」

　いいのかな？　せっかく今日きようはひなのちゃんもいるっていうのに。またゲストで呼ぶつもりなのかな。

　それはそうと、僕としてはもっと自分に関係することで大事なことが気になってるんですけど。

「このラジオはいつまでなんですかね？」

「ん？　十一月くらいまでだよね」

「はい!?　ちょっ、聞いてなかったんですけど！」

　なにをあっさり答えてくれちゃってんの！

「あたしのスケジュールが十一月までになってたから、そうなんですよね？」

　音無さんが外にいるスタッフさんに尋たずねる。

　すぐに首を縦に振るスタッフさんたち。

　マジかよ。それ先に言っておいてくれよ。そりゃ、音無さんと違って次の仕事のスケジュールが立てられないとか、そういう問題はないけどさ。心の準備的にね。

「だってさ、村むら人びとくん」

「そうだったんですか…………」

　いま、これを放送で聴きいてるリスナーの皆さんもびっくりしてるよ。こんなあっさりした発表のしかたあるかい？

「でもね、ＤＶＤ、ブルーレイの初回限定版特典としてこの番組を収録したＤＪＣＤがつくんだけど、そこに録とり下ろしを入れる予定だから、まだまだ収録は結構あるよ」

「あの、すいません。新しい情報をさらっと次々入れてくるのやめてもらっていいですか」

「詳しくはアニメ公式ホームページを見てください！」

「あ、出た。一言で片付く魔ま法ほうの言葉だ」

　ずいぶん駆け足で新情報出したなぁ。

　まだひなのちゃんの話もあんまり聞いてないのに…………って、あれ？　さっきからひなのちゃん静かだな。もっと入ってくるかと思ったのに。

　ひなのちゃんは音おと無なしさんの隣となりで、微笑を浮かべながら僕を見ている。なんなんだろうか。本当にただ見ているだけならいいんだけども、なんかこう…………力を溜ためている状態だったら嫌いやだな。

「さて、やるべきことも一通り済んだところで」

　音無さんが台本に視線を落としながら言う。

　おかしいぞ。

　僕は気づいたぞ、おかしいことに。

　オープニングから入り、ゲストの紹介をして、ゲストの話を聞きつつ、アニメの宣伝をする。ここまでが前半だ。前半が終わったら、コマーシャルを挟はさんでからコーナーをやる。これが後半だ。

　なのに、まだコマーシャルに入らない。

　音無さんはなにかを読みながら、先に進めようとしている。

　僕の台本に、その「なにか」はない。

「村むら人びとくん！」

「は、はい」

　思わず身構える。

「なにか忘れていませんか？」

「忘れてること？」

　恐こわい恐い！　音無さんの笑顔が恐い！

「せんぱいのことで、ですっ」

「僕のことで？」

　恐い恐い！　ひなのちゃんの笑顔も恐い！

　誰だれか助けて…………って、外のスタッフさんもみんな笑顔で僕を見ている！　なんだこの恐怖の空間は！

　音無さんがゆっくり息を吸う。音無さんの口に集中。

「来きたる、九月二十九日はなんと！　村人くんの誕生日なのでーす！」

「せんぱいおめでとーございますっ」

「村人くん、おめでとー!!」

「へ？　あ、ありがとうございます」

　なに、なに、急にどうした。

「うわ、すげえ！」

　スタッフさんがケーキを持ってきた！

　円いケーキだ。英語でハッピーバースデーと書かれたチョコのプレートも載ってる。

　なんだよ……マジかよ。そっか、こんなサプライズを用意してくれてたのか。収録日である今日きようはまだ誕生日を迎えていないけど、この回が放送される頃ころには越えてるんだもんな。

　いやー、そういえばそうだったな。誕生日だわ。

　だから音おと無なしさん、やることがいっぱいって言ってたんだな。

「いやあ…………もう本当に…………村むら人びとくん、いくつになったの？」

「十七ですよ！　音無さんと同い年でしょ」

「こんなに大きくなって…………良かったね、良かったね」

　なんか泣きマネが入りだしたんだけど。

「どうしたんですか音無さん」

「いやあ、もう感動で涙が」

「一滴もこぼれてないですよね!?　うるうるともきてないですよね!?」

「ちょっ、言わなきゃ分かんないでしょ!?　なんでそうやってなんでもかんでも包み隠さず言うの！　これがもし小シヨウ籠ロン包ポウだったら、全部スープが出ちゃってることになるんだよ？　もったいないでしょ!?」

「なんで小籠包に例えたんだよ！」

　分かりやすいような、分かりにくいような、でもやっぱり分かりやすいような、そんな微妙な感じ！

　胸のモヤモヤをなんとか吞のみ込もうとがんばっているうちに、音無さんがどんどん進めていってしまう。もういい。さっさと吞み込んでしまおう。のど元過ぎれば熱さ忘れる、だ。なんか意味違う気がするけど。小籠包的に。

「というわけで村人くんには、これからバースデーケーキをかけたゲームをしてもらいます。このゲームをクリアすれば、晴れてこのケーキは村人くんの物となります」

「は？　ちょっと待ってください音無さん」

「いや…………残念ながら、あたしバースデーソングなら分かるけどバースデーダンスは分からないな」

「『ちょっと舞って』なんて言ってねえよ！　生誕の祝いに舞を披ひ露ろうするとか僕は神さまかなんかか！　そうじゃなくて、このケーキ、僕のじゃないんですか？」

「いまのところはね。ゲームをクリアしたら、村人くんの物になるから」

「僕の誕生日企画ですよね」

「そうだよ」

「ゲームをクリアしないといけないんですか？」

「そうだよ。あったりまえじゃん」

「あったりまえなんだ…………」

「わざわざケーキまで用意したんだよ？　ここでいっぱい録とらないともったいないでしょ、制作費的に」

　なるほどなぁ。…………って、ここで納なつ得とくしちゃうあたり、僕もラジオ慣れしてきたってことかね。

　だって誕生日企画ってよくあるパターンだもん。でもって、誕生日企画ってだいたいが祝われる立場の人が大変な目にあってるんだよね。

「分かりました！　じゃあゲームをやりましょう！　で、どんなゲームなんですか？」

「村むら人びとくんの誕生日は九月二十九日。く・に・く、ということでクリニック！　『クリニック村人』、本日開院でーす！」

「無理やりだな、おい！」

　強引すぎるだろ。もうちょっとなんとかならなかったのか。

　クリニック？　病院？

「実はね、この番組宛あてに人生相談や恋愛相談のメールがたくさん来てたの」

「はあ。この番組に送ってくるとか、相当病やんでますね。もっと相談しがいのある番組いっぱいあるでしょうに…………」

「そこで！　これから村人くんには、『クリニック村人』の院長先生になってもらい、リスナーの皆さんの悩みを解決してもらおう、と」

「おー、なるほど」

　なにが「なるほど」なのか言った本人である僕にもさっぱり分からないけど、ここは乗っておかないと先に進まないんだろうな。

「上う手まくリスナーさんたちの悩みを解決できたら、バースデーケーキゲットです！　がんばってね！」

「分かりました！　がんばりますよ。自分自身のためじゃなくてね、リスナーのみんなのためにがんばりますよ!!」

「じゃあまず、やってみましょうかね。最初のメールは…………ラジオネーム・源みなもとの頼より夜よるさんからいただきました」

「よりよる!?　誰だれだよ！」

「頼より朝ともの弟かなんかじゃない？」

「安直な…………」

「えーっと、『音無さんこんにちは。そして村人Ｂさん、誕生日おめでとうございます』」

「ありがとうございます！」

「まあ、誕生日のことは、いまあたしが付け足したんだけど」

「それ言わなくていいでしょ！」

　パーソナリティの名前が書かれている場合に、わざと読み上げる順番を変えたりするのってラジオではよくあることだけどさ。メールに書かれていなかったゲストの名前を挟はさんだり、先せん輩ぱいの名前を先にしたり、とかね。

「いや…………おめでとうメールが一通も来てないからさ」

「そりゃそうですよね。僕の誕生日なんてリスナーさんが知る由よしもないわけですから」

　ラジオで言ったことないからねぇ。プロフィールを公開してるわけでもないし。

「大だい丈じよう夫ぶ、村むら人びとくん。きっと次回はいっぱい来るよ」

「はい！　もし良かったら、お願いします」

　この放送を聴きいた人が送ってくれるかなぁ。放送される頃ころには誕生日過ぎちゃってるんだけどね。

「じゃあもう一回最初から読むね。『村人Ｂさん、超絶美少女な音おと無なしさん、こんにちは』」

「ちょっとでいいから気を利きかせて読んでくださいよ！　僕のことはいいとしても、ゲストの名前を挟はさんだりとか、あと自分で自分のことを美少女とか、なんだかもう色んなことが、うああああああああああ！」

　ツッコミすぎて最後思わず叫んでしまった。

　そりゃ、ひなのちゃんが来ることをリスナーさんは知らなかったわけだからね。正直に読むなら彼女の名前がないのは分かるけども。

「いや、本当にそう書いてあるんだって」

　音無さんがメールを印刷した紙を差しだしてきたので、身を乗りだして覗のぞいてみる。

「うわ、本当に書いてある。源みなもとの頼より夜よるさん、そんな気を遣つかわなくてもいいんですからね？」

「続き読むよ？　『頼夜の悩みを聞いてください』」

　ん？　なんかこの時点でもうツッコミたいんですけど。

「『頼夜には幼なじみが二人います。男の幼なじみと女の幼なじみです。よく遊びに誘さそわれるのですが、その幼なじみ同士は面識がなく、誘いが被かぶってしまうことがよくあります。被ったときにはどちらかを断らなければいけないのですが、頼夜は二人とも同じくらい大事に思っているので、心苦しくて仕方ありません。頼夜はいったいどちらにより寄るのがいいと思いますか？』」

「これ絶対ふざけてるでしょ！　相談でもなんでもないじゃん！　最後の一言が言いたかっただけなんでしょ!?」

「ほら村人くん、ちゃんと答えないとケーキ没収だよ」

「くっ…………。じゃあ、頼夜は女の幼なじみにより寄れ！」

「あ、待って、追伸がある。『最近、鼻水が止まらないのですがどうすればいいですか？』」

「病院により寄れ！」

「ねえ、それなんか日本語おかしくない？」

「あ、この流れでそこ、マジで返してくるんだ」

　なんか恥ずかしいじゃんかよ！　上う手まいこと言ってやったぜ、って思ってた一いつ瞬しゆん前の僕を殴なぐりつけてやりたい！

「次はひなちゃんが読みますね！　ラジオネーム・あさってからがんばる、さんからいただきました」

「せめて明日あしたからがんばれ」

「『部屋のカーテンを買い替えようと思っているのですが、何色がいいと思いますか？』」

「知らないよ！　好きな色にすればいいじゃん！」

「ちなみにこの方、女性ですね」

「色なんて、部屋を見てみないと分からないですよ。写真でも撮って送ってくれれば良かったのに」

　なんて言っていたら、音おと無なしさんが割って入ってきた。

「そうやって村むら人びとくんは女の子の部屋を見たり上がり込んだりしてるんだね、上う手まいなぁ」

「人聞きの悪いことを言わないでください！」

「これはあれだね、ちゃんと答えも出せてないし、ケーキ少し没収だね」

　用意されていたフォークを手に取る音無さん。

　フォークを向ける先はもちろんケーキ。勢いよくぶすりと刺し、ごっそりえぐり取る。

「ちょっ、なにやってんすか！」

「ちゃんと答え出せなかったらあたしたちがケーキを没収していくから」

「わーい、ひなちゃんも」

　ああ……ケーキに大きな穴がふたつも。「あまーい」「おいしー」とうれしそうにケーキを頰ほお張ばる美少女二人。たしかに、かわいい女の子が甘い物をおいしそうに食べている姿を見ていると、なんだか満ち足りていく気分にはなるけども、ラジオの企画としてはそれではダメだ。

「そんなルールあったんですか!?」

「いま決めた。あたしが決めた。文句ある？」

「ありません…………」

　暴君である。暴君という言葉がこんなに似合う人、音無さん以外にいるだろうか。

「じゃ、今度はあたしだね」

　もぐもぐしながらメールを選ぶ音無さん。

「ラジオネーム・庭にわには二に羽わにわとりがいるさんからいただきましたっ」

「君は今日きようからニワさんに改名しなさい！」

「お…………これは、恋愛相談だよ？」

「マジっすか。答えられるかなぁ」

　アドバイスをできるほど経験ないですけど？

　無理無理。恋愛系は無理だって。リア充じゆうは敵だからね。

「『さっそくですが相談です！　内ない縁えんの妻がパソコンの画面から出てこないんですけど、どうしたらいいですか？』」

　仲間だった！　思いっきり同志だった！

「なるほど…………それは大変ですよね」

「あ、真剣に答えるんだ」

「そりゃそうですよ。誰だれもが抱かかえる悩みじゃないですか」

「そ、そうなんだ…………内ない縁えんの妻ってどゆこと？」

「言い得て妙ですよね。正式に結婚したわけじゃないけど、似たようなもんだってのが」

「う、うん…………」

「でもね、この人は正しいと思いますよ」

「え？」

「だって、三次元の女性に貢みつぐより、二次元の女性に貢いだ方が健全でしょ？」

「ごめん、あたしちょっとよく分からない」

　そう言うと、音おと無なしさんはフォークを持ってケーキにぶすり。

「ちょっ、なんで食べてんだよ！」

「あ、つい」

　あああ、ケーキがどんどん減っていく。

　あれ？　なんかめっちゃ減ってない？
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「てか、ひなのちゃんはなんでさっきからずっと食べ続けてるんだよ！」

「はっ！　ふいまへん、へが止まらなくなっふぁっへ」

「『屁へが止まらなくなっちゃって』!?」

「手です、手っ!!」

　ああ、びっくりした。現役女子中学生アイドル声優がなにを言いだしたのかと思った。どんな告白だよ。張らなくてもいい体を張りすぎだろ。

「食べるかしゃべるかどっちかにしなさい！」

「…………むぐむぐ」

「食べる方選んじゃったよ！　本番中なんですけどねえ!?」

　ひなのちゃんがもぐもぐしてる間に、さっきの相談に答えておくか。

「えーっと、ニワさん！　画面から出てこなくても、愛し続けてあげてください！」

　こんなんでいいのか…………？　という疑問は残りつつも、科学の進歩を待つしかない。きっと、いつの日か、なんとかしてくれるよ。科学が。

「なんか投げやりな答え。これはケーキ没収だね」

「どうして!?　ちゃんと答えましたよ!?」

「そうだ！　スタッフさんにもケーキお裾すそ分わけしないと」

　イヤホンを外して立ち上がる音おと無なしさん。

「いま!?　いまなの!?　収録終わってからで良くないですか」

「だってほら、要冷蔵のケーキをいつまでも出しておいたらダメになっちゃうじゃん」

「それは…………正論ですけど」

「じゃあ、ひなぶーとやっといて」

　ああもう！　本当にケーキを持って出ていっちゃったよ。自由すぎるだろ。

「じゃあひなちゃんメール読みます！」

　ケーキを吞のみ込んだひなのちゃんが元気よく言う。

　おかしい。こんな異常な状況で、焦あせっているのは僕一人だというのか。

「ひなちゃんも恋愛相談にしよーっと」

　えー。恋愛相談やめようぜ。上う手まく答えられないもん。

「ラジオネーム・いい名前が思いつかなくてごめんなさい、さんからですっ」

「いいんですよ、いいんですよ」

　毎回変な名前にツッコんでたから、ハードル上がっちゃってたか。そんなのリスナーさんが気にする必要ないんだけどね。

「『僕には好きな人がいます。でも、その相手は他ほかのことに没頭していて、なかなか付き合うとかそういう話になりません。現在は仲のいい友達って感じなのですが、僕はどうしたらいいんでしょうか？』」

「うわー、なんかすごいマジなやつじゃないですか。なんかホント、送るところ間違ってませんかね？」

　さっきのちょっとふざけたやつとは違って、結構マジメな恋愛相談だった。

　んー、どう答えるべきかな。

「どうですか、せんぱい？　同じ男性として、共感できたりします？」

「そうですねぇ…………好きなんだけど、こっちを向いてくれない、か。相手も、もしかしたらこっちの好意に気づいているけど、その没頭している他ほかのことを優先してしまう、とかそんな感じなんでしょうねぇ」

　なんだろう。すっごい共感できる。

　恋愛経験の少ない僕でも、なぜか彼の気持ちがよく分かってしまう。

　なんだこれ。突然恋愛マスターとして目覚めたのだろうか。隠された力が解放されたのだろうか。

「せんぱいは同じような経験あったりします？」

「僕ですか？　いやいや、僕はそんなたいして恋愛してないですから…………」

　…………ん？　ちょっと待てよ。

　これ、まんま僕じゃね!?

　いまの僕の状況と丸まる被かぶりじゃね!?

　思わず音おと無なしさんを探してしまう。外でスタッフさんとケーキをむしゃむしゃ食べていた。なにやってんだよ！　早く帰ってこいよ。

　ひなのちゃんは笑顔のまま。

　このメール、本当に送られてきたの？　存在してるの？

　まさかとは思うけど、ひなのちゃんがいま作ったんじゃないだろうね。

「…………えっと、そうですね」

　いかん。考えてしまう。なにか言わなくちゃ。

　このメールが本当に存在するかどうかは別としても、マジな質問や相談に答えるのって難しい！　一いつ瞬しゆんで考え、整理して、答えを出さなくちゃいけないとか、僕そんなに頭の回転速くないって。

　しかも、それが自分と状況が被ってしまうとか。

「すごい……これは、僕の個人的な考えになっちゃうかもしれないんですけど。…………僕は、相手のことを大切にしてしまいますかね。相手が、その他のことに夢中になっているんなら、その邪じや魔まにならないようにする、とか」

　いかん。焦あせった結果、思ったこと、感じたことをそのまんましゃべってしまった。

　なんか恥ずかしい！　心の奥底までさらけだしたみたいでむずむずする！

「じゃあ、せんぱいがこの状況になったら、諦あきらめちゃうってことですか？」

「…………そ、いや！　うーん、まあ、状況にもよりますが」

「へー、そうなんだぁ」

　誰だれか助けて！

　これ完全にひなのちゃんの作戦だよ！

　もうこれ以上、この話をしたくない！

　ＣＭとかいかないっすかね？　そろそろ、時間的にも、もういっぱいしゃべったでしょ。ここら辺で一回ブレイクといきませんかね？

「ただいま！」

　おお、音おと無なしさん、助かるわ！

「もうお腹なかいっぱい」

「どんだけ食ってんだよ！　ああ、もうちょっとしか残ってない」

「おいしかったよ？」

「僕の誕生日ケーキですよね!?　なんで僕の分がこんだけしかないの！」

「さ、もうケーキもなくなったところで、村むら人びとくんの誕生日会は終わりにしましょうか」

「え!?　終わり？　これで終わりなの？」

　終わってくださいお願いします。別の意味でもうお腹いっぱいです。

「コマーシャルのあとは、ひなぶーを交えてアニメの話をしまーす。ブラウザは、そのまま！」

「チャンネルはそのまま！　みたいなこと言ってんじゃないよ！」

　音無さんに助けられた。あのままいったら、もっと恥ずかしいことをベラベラしゃべってしまっただろう。

　ラジオは声だけのメディアだからな。水面下で色々起こるわ。

　まあ、今回のことはすべてひなのちゃんのせいなんだけどな！

　いやあ、なんとか乗り切れて良かった…………。










　文化祭。

　年に一度のフェスティバル。

　乗ったもん勝ち、楽しんだもん勝ちのお祭りである。

　去年までの僕は、どこか遠いところから冷めた目で見ていたかもしれない。学校の行事にマジメに参加するなんてダサいと、かっこつけていたかもしれない。

　きっと僕の考えは間違っていた。

　今年の文化祭が始まって、僕はそれを実感していた。

　なにがかっこ悪いと感じていたのだろうか。なにをダサいと感じていたのだろうか。

　バカバカしくたっていい。

　遠い未来、「あのときはみんなでバカやったよな」って言えるような思い出を作れるのはいましかないのだ。

　だからこそ、バカをやろうじゃないか。

　ハメを外して、能天気に、有う頂ちよう天てんになろうじゃないか。

『いらっしゃいませ!!』

　我らが二年二組、コスプレ喫茶のオープンである。

　教室の前には、オープン前から長ちよう蛇だの行列ができていた。

　もちろん、みんなのお目当ては音おと無なしさんとしぐれさんだろう。

　この二人、当然どこの学校に通っているかなんて公表していない。それでも、ものすごい人数を集めていた。家族や友人など、考えうる情報漏ろう洩えいルートはたくさんある。仕方のないことだ。

　女子たちが教室の前でお出迎えを始めた。

　シフトを組んで交代で休きゆう憩けいができるようにしているのだけど、オープンのときくらいは全員でやろう、ということで現在は様々なコスチュームに身を包んだ二年二組の女子が勢せい揃ぞろいしている。

　普段、学校の制服を着ている姿しか見たことがないクラスの女子たちが、なんだか今日きようはいつもよりかわいく見える。うちのクラスに、こんなにかわいい女子がいたのかと驚おどろくほどだ。さすがコスプレ。これがコスプレ効果か。もう毎日コスプレして授業受けようぜ。

　軽く感激しながら眺ながめていたら、友人が横にやってきた。彼も僕と同じ状態のようだ。

「やべ、俺おれ感動しすぎて脱だつ糞ぷんしそう」

「どんなダイナミック粗そ相そうだよ」

「大便だけに大ナミック？　なんちゃって？」

「先生は黙だまっててください」

　しまった、普段は無視するはずの先生にツッコんでしまった。まさかいるとは思わなくて、つい。僕も浮き足だってるな。いかんいかん、これから接客をするのに。

　気を引き締めながら、お客さんを順番に呼び入れる女子たちを改めて眺める。その中でもとりわけ輝いているのは、そりゃもちろん、音無さんとしぐれさんである。しょうがないよね、この二人はさ。

　二人とも同じコスチューム姿だ。

　ナース服…………いや、看護師の制服って呼ばなくちゃいけないのかな。

　いやしかし、ピンク色でスカートの丈たけが短いんだよね。こんな格好した看護師さんなんて病院に行ってもいないって。

　だからこそ、ここはあえて、ナース服のコスプレと言っておこう！

　僕たち男子は衣装合わせの段階ですでに堪たん能のう済みである。なのに、見み飽あきない。いつも普通に授業を受けている教室に、ナース服の音おと無なしさんとしぐれさんがいるのだ。

　ただ、しぐれさんもナース服にしたのはちょっと意外だったな。服装は基本的に自由だったから、てっきりしぐれさんはゴスロリにすると思ったのに。

　まあ、かわいければなんでもいいんですけどね！

　これ、きっと男子の総意。間違いない。

　教室の中はいともあっさりと男子でいっぱいになった。教室の半分をパーティションで区切って厨ちゆう房ぼうとしているから、客席は二十も作れなかった。まあ、厨房と言っても、高校の文化祭ではたいしたものは用意できないんだけどね。

　第一弾のお客さんを入れても、教室の前の列はいっこうに減った感じがしない。音無さんとしぐれさんの効果だろうね。

　大だい丈じよう夫ぶ、ここまでは予定通りだ。きちんと考えてある。

　席を十五分制に設定しているのだ。

　料理が出てから十五分で、次のお客さんと交代してもらう。回転を良くするため、実際にメイド喫茶などでも用いられているルールである。ただ、十五分というのはめちゃくちゃ短い。アキバの超混雑するメイド喫茶でも、最低一時間はあったはずだ。なのに、二年二組のコスプレ喫茶は十五分。
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　まあ、なんだ。出せる料理もたいしたものじゃないしね。

　それでも最近アキバにできたとかいう、カップラーメンのお店よりマシなんじゃないだろうか。なんでも、アイドルの女の子がカップラーメンにお湯を注いでくれて、できあがるまでの三分の間だけその女の子とおしゃべりができるのだとか。で、完成したら次のお客さんと交代して、遠くから眺ながめながら食べるんだって。

　三分よりはマシでしょう。

　まあ、うちは、おしゃべりはそんなにできないけど。

　一言二言くらいならいいけど、話し込まれても困る。

　というわけで、そこら辺は男子の仕事なのだ。長引きそうなら、男子が注意をしに行くってわけだ。他ほかにも、サインや握手は禁止。文化祭だからね、あくまでもプライベートですから。

　あと、写真撮影や録音も禁止。針の穴すら逃すまいと、男子たちが目を光らせている。

　もちろん男子たちもコスプレをしている。

　僕は執しつ事じ服ふく。他には、スーツとか化学教師の格好のやつがいる。ここは学校だというのに、なぜ化学教師なのだろうか。わざわざコスプレなんかしなくとも、普通にいるのに。女子から化学教師のコスプレを提案されたときの男子たちのクエスチョンマークの浮かんだ表情は忘れられない。

　よれよれの白衣を着てメガネをかけるだけなら簡単だけど、女子に文化祭の数日前からひげ剃そりを禁止され、化学教師コスをする男子は困こん惑わくしていた。僕はクエスチョンマークとともに無ぶ精しようひげを生やしたそいつの顔を……忘れない。

「常つね村むらくん、やきそばだって！」

「了解！」

　注文が入った。

　男子の仕事は、もちろん監視だけではない。二年二組の出し物はコスプレ喫茶、つまり喫茶店であるため軽食も用意しなくてはいけないのだ。コスプレをした女の子を眺めるだけの展示スペースではない。それはそれで人気を呼びそうだけど。音おと無なしさんとしぐれさんがいれば、それだけでもお金をとれそうだけど。もちろん僕も行くけど。

　いやいや、そうではなくて、喫茶店なのだ。とはいえ、普段授業で使っている教室しかスペースはない。そんなにあれこれたくさんのメニューは用意できない。そこで考えたのは、他クラスとの協力だ。

　普通の高校では、あまり食品を扱う出し物はできないらしい。できても、学年にいくつまで、とか制限がかけられているとか。しかしうちの古ふる里さと学園は違う。お祭りなどの行事には徹底的にこだわる校風なのだ。

　古里学園は、商店街の人たちにも協力してもらい、街の夏祭りレベルの文化祭を開かい催さい。来校者数も、他の学校の文化祭とはケタ違いなのである。

　そんなわけで、やきそばやたこ焼き、フランクフルトにお好み焼きなど、お祭りの屋台で見られるようなメニューはたいていどこかのクラスがやっている。

　そこで、だ。僕たち男子のもうひとつの仕事は、注文が入った品を全力ダッシュで買いに行くこと、なのである。

　教室で用意できるのは、電気ケトルで沸わかしたお湯で作る紅茶やコーヒー、前日までに大量に作っておいたクッキーなどの焼き菓子である。でも、それだけじゃ物足りないよね、と考えたのがこのシステムなのだ。

　もちろん、割高で売ったりはしない。五百円で買ったやきそばは、五百円で出す。あくまでも文化祭だからね。

「はあはあ…………へい、お待ち」

　全力ダッシュでやきそばを買ってきて、女子に渡した。

　なるべく早く、というのも大事なことだったりする。もちろん、温かいものは冷めないうちに、というサービスの一環ではあるけど、実際は回転数を良くするためだ。席の十五分制は、注文した品がすべて出てからカウントが始まる。注文された品を出すのに時間がかかってしまえば、それだけお客さんが動かないということなのである。

　いやはや、まったく忙しい。

　でもなんだか、この忙しさが楽しい。

　最初はコスプレ喫茶なんて、男子の下心見え見えのおバカな出し物だなんて思ったりはしたけど、実際に混雑している教室を見ていると不思議なやりがいを感じてしまう。

　教室を見渡しながらやきそばダッシュで切れた息を整えていると、巫み女こ服ふくのクラスメイトから次の注文が。

「常つね村むらくん！　今度はケバブサンド！」

「りょうか…………って、ええ!?　そんなのあるの？」

「普段、車両販売してる業者の人が車ごと貸してくれてるんだって。校庭で出店されてるはず！」

「オッケー、校庭ね」

　今度はケバブダッシュか。

　しかも校庭。遠いな。時間かかりそう。

　って、これ、客も狙ねらってんじゃないか？　わざと遠くに買いに行かせて、少しでも時間を稼かせごうっていう。

　まったく、しょうがないな！

　ああ、忙しい忙しい！




「休きゆう憩けい行ってきまーす」

　休きゆう憩けい時間をとれたのは、開店から一時間ちょっと経たってからだった。クラスのみんなも忙しさに慣れ始めてきた頃ころである。

　いちいち着替えるのも面倒くさいので、執しつ事じ服ふくのまま教室を出た。文化祭のまっただ中、執事服くらいではまったく目立ちそうにない。

　お化けの格好をしていたり、着ぐるみに身を包んだ人がいっぱいだもんな。

　さて、どうしたもんかな。

　ゲームだったらここで、誰だれと一緒に文化祭を回るか、という選せん択たく肢しが出るところだけど。あいにく僕にその選択権はなさそうだ。音おと無なしさんとしぐれさんの休憩時間がいつなのか知らないし。

　まあ、たとえ音無さんと休憩時間が被かぶっても、一緒に二人で文化祭は回れないな。音無さんの気持ちを聞いてからこっち、仕事の現場とか、誰か他ほかの人を交えてならまだ普通に話ができるけど、二人っきりでなんて無理だ。絶対意識しちゃう。

　しかしそう考えると、あれだな。音無さんと知り合ってもう結構経つけど、二人っきりになる時間って実はほとんどないんだな。いいんだか悪いんだか…………。

　愛あ好このやつも霜しも月つきさんを連れて遊びに来るとは言ってたけど、できるなら僕はあいつと一緒に校内を歩きたくはない。どうせ愛好も音無さんやしぐれさん目当てなんだろうし。

　ひなのちゃんも来るって言ってたっけ。ミスコンに出るって言ってたしな。とはいえ、ミスコンは午後からだしな。まだ来てないだろう。

　そうすると、だ。他に仲のいい女子が思い浮かばない。

　嘉か保ほうさん…………？　いや、ありえないな。

　あの人、オープンと同時にうちのクラスに来て、新聞部という立場を利用してバシバシ写真撮ってたなあ。さすがに学校新聞を作る新聞部の撮影禁止まではできなかった。嘉保さん、きちんと学校側の正式な許可をとってきやがったからな。

　まあ、無難に男友達でも誘さそってなんか食いに行くか。

「良りよう人とさま」

　どのヒロインの個別ルートにも入らない、男友達とのノーマルエンドを選びそうになっていた僕に、救いの女神さまが声を掛けてくださった。

「しぐれさん。しぐれさんも休憩ですか？」

「はい。もしご迷めい惑わくでなければ、ご一緒しても構いませんか？」

「もちろんですよ！　迷惑だなんてとんでもない！」

　しぐれさんも僕と同じく、着替えをせずにナース服のままだった。しかし僕と違うのは、めちゃくちゃ目立っている。

　ちょっと二人で歩いただけで、男子たちが振り向く。遊びに来ていたお父さんがたが振り向く。

「えっと、しぐれさん、どうしましょうか」

　振り向いた男たちは、しぐれさんにたっぷり見とれてから、僕を睨にらみつけて去っていく。そんなに憎にくいか。

「お昼はまた忙しくなるでしょうし、少しお腹なかに入れておきたいかな、と」

「そうですね。じゃあ、なんか食べに行きましょう」

　なにがいいかな。そんなに休きゆう憩けい時間もたっぷりあるわけじゃないし。

　きょろきょろしながら歩いていると、呼び込みの声が掛かる。

「お化け屋敷やってますよ！　いかがっすか！」

「いや、ちょっと忙しいんで」

　興味はあるけど遊んでる時間はないのだ。しぐれさんと一緒にお化け屋敷とか、すっごく楽しそうだけど、残念ながらそんな時間はないのである。

「いまならリア充じゆう爆発コースを体験できますよ！」

「なにそのコース！」

「女の子と二人で入ってきたやつをボコボコにするコースです」

「絶対入らねえよ！」

「ちっ」

　完全に僕に狙ねらいを定めてやがったな。危ない危ない。

「パイ投げいかがっすか！」

「パイ投げ!?　食べるんじゃなく？」

「人にぶつけることによって日ひ頃ごろの鬱うつ憤ぷんを晴らしてもらおうというゲームになっております」

　あーなるほど。それはスカっとしそうだね。

「じゃ、行きますよー」

「待て待て待て、なんで構えてんだよ！　投げるのはこっちじゃないのかよ！」

　まだやるとも言ってないし！

「しぐれさん、逃げましょう！」

「はい！」

　慌あわててその場を逃げだすも、次々と声を掛けられる。

「ロシアンルーレットたこ焼きいかがっすか！　一個だけ激げき辛からトウガラシ入りですよ！」

　普通のたこ焼きでいいんだけどなぁ。

「試食だけでもいいんで食べてってください！」

　文化祭で試食かよ。初めて見たんだけど。

　パックの中には焼きたてのたこ焼きが六個。すべてにつまようじが刺さっている。

　試食どうぞって言われても、ロシアンルーレットなんでしょ？　恐こわいな。

「よろしいのですか？」

　しぐれさんが手を伸ばす。なかなかチャレンジャーですね。

　と、思ったら。

「あーっと、女性はこちらからお取りください。どうぞどうぞ。で、男性はこっちね」

「なんで分けてんだよ！」

　僕に差しだされた方は全部辛からいやつなんだろ。分かるわ、それくらい！　もういらんわ。

「ごちそうさまでした」

　そんな丁てい寧ねいにお礼を言わなくていいですよ、しぐれさん。僕いま、激辛たこ焼きを食わされるところだったんですから。

「行きましょう、しぐれさん」

「はい」

「って、なに持ってるんですか」

「はあ…………一パック丸々いただいてしまって」

　試食ってレベルじゃないな。まあ、ラッキーってことで。美人は得ってことで。

　どっか落ち着けるところないかなぁ。

　あ、そうだ。

「しぐれさん、屋上行きましょう」

「はい。どこへでもご一緒しますわ」

　普段は出られないけど、文化祭の間だけ開放されているのだ。でも、文化祭当日が風の強い日だと危ないので、屋台などの出店は禁止されてたはず。今日きようは穏おだやかな天気だし、テーブルやイスもこの期間だけ設置されているはず。

　屋上まで上がってくるのはこの学校の生徒くらいで、比較的落ち着いて過ごせるはずだ。去年の僕はずっと屋上で友達と駄だ弁べってたからな。

「じゃあ、道すがら色々買っていきましょう」




　僕の狙ねらい通り、屋上は人が少なかった。

　テーブルもちょうどよく空あいていたし、天気はいいけど、もう九月も終わりなので日差しはそれほど厳しくない。屋上に来て正解だったな。

「じゃあ、いただきましょうか」

　もらい物のたこ焼きに加え、途中で買ったお好み焼きをふたつと飲み物。お昼ご飯にはちょうどいい。

「乾杯、ですわね」

　しぐれさんとお互いの缶を軽くぶつけて、一口。そういえば水を飲んでる時間すらなかったもんな。

　ナース服姿のしぐれさんが割り箸ばしを一生懸命パキっと割り、お好み焼きを小さく切って口に運ぶ。

　もぐもぐとゆっくり嚙かんで、のどがこくりと動く。

「おいしい」

　ふんわりと笑みがこぼれた。

　いやあ、良かった良かった！

　べつに僕が作ったわけじゃないのに、不思議とうれしくなってきちゃうよ。

　じっと見つめてたら失礼だな。食べづらいだろうし。よし、僕も食べよう。なんか軽く話でも振りながら。

「しぐれさん、今日きようはゴスロリじゃないんですね」

「ええ…………」

　しまった！　話題を間違えたか!?　しぐれさんの箸はしが止まってしまったぞ。

「持ってきては、いるのですけれど…………」

　むむ、そうだったのか。じゃあなんで着ないんだろう。他ほかにゴスロリ着てる人はいなかったから、被かぶってもいないし。むしろいま着てるナース服が音おと無なしさんと被ってるわけだし。

「じゃあ、なんで？」

「今日、芹せり沢ざわさまもいらっしゃるとお聞きしまして」

「へー、そうなんですか？」

　芹沢さんだって忙しいだろうに。なんでまた。

「まどかとひなちゃんさまの出場なさるミスコンをご覧らんになるのかと」

　なるほど。ミスコンか。

「芹沢さんになにか言われたんですか？」

　天あま乃の川がわしぐれを大和やまと撫子なでしこのキャラで売りたい事務所と、しぐれさん本人の考えが対立するのはよくあることだった。ということは、芹沢さんが来るからゴスロリを遠えん慮りよしたのかな。いつもは注意されても着てたのに。ついにしぐれさんが折れたってことなのかな。

「いえ、さすがに芹沢さまも、学校の文化祭にまで口出しはしないと思いますが」

　そうだよね。文化祭のコスプレ喫茶なんだからねえ。

「ただ…………最近、わたくしが悩んでしまいまして」

　むむ。

「僕で良ければ、聞きますよ」

　箸を置いて身を乗りだす。

　のんびり飯食ってる場合じゃないな。

「最近、まどかやひなちゃんさまと一緒に行動していて思うのです。あのお二人は、ファンの皆さまのためなら自分を曲げることも厭いとわないでしょう？」

　タイプは微妙に違うかもしれないけど、そうだね。それが正しいのか間違っているのかは分からないけど。

　いや、正解なんてないんだと思う。人それぞれタイプが違うし、それが個性となって他ほかのアイドルとの区別になるんだと僕は思う。

「わたくしは、ずっとお母さまやお父さまの言う通りにしてきました。生まれたときからずっと、いまのいままで。それが正しい道で、子供のわたくしが口を挟はさむ隙すきなどございませんでした」

　しぐれさんの家は父親も母親も、お兄さんも声優なんだよな。

　もう、生まれたときから進むべき道は決められていたんだ。

「事務所に入ってからも同じです。芹せり沢ざわさまの言うことは正しくて、わたくしはそれを聞くばかり。しかしですね、幼い頃ころはまだ大人おとなの言うことに反抗しようという気持ちもありましたが、いまではそのような考えはまったくありません。成長するにつれて、皆さまの言っていることの正しさが自分でも理解できるようになってきたのです。そんなわたくしが、反対されても捨てられずにいる大好きなもの。それがあのお洋服なんです」

　ひなのちゃんのように憧あこがれて突き進んだ道ではなく、音おと無なしさんのように父親の影えい響きようはありつつも自分から望んだ道でもなく、完全に外的な要因で選ばされた道。

　それがいまのしぐれさんなのか。

「そう、思っていたのですが…………ここのところ、ユニットの活動で皆さまお忙しそうにしていらっしゃいます。できるだけご迷めい惑わくをおかけしないように、と考えるようになりまして。芹沢さまもどこかピリピリしていらっしゃいますし」

　たしかに忙しそうだもんな。ユニットの三人だけじゃなく、他の人のマネージャーまでやりつつ、だもん。

「ひなちゃんさまも、なかなか上う手まくいっていないようですし」

　レッスンのときも、先日のミュージックビデオの撮影のときも、一番リテイクを要求されてたのはひなのちゃんだったっけ。まだまだ慣れないんだろうな。上手くいかないんだろうな。

「まどかも…………あることで悩んでいるようですし」

　音無さんの悩み…………それって、体育倉庫で聞いちゃったアレかな。そこを突かれると、胸が痛むな。

「こんなときに、わたくしのわがままでご迷惑はかけられないでしょう？」

　僕に問いかけるように言うが、その口調から察するに、きっとしぐれさんは自分自身に言っているのだろう。

　ユニット活動というのは、きっと端はたから見ている以上に大変なんだろう。どんなに人気のバンドでも、休止や解散なんてしょっちゅうある。「音楽性の違い」なんてお決まりのフレーズがあるけど、きっと活動していく上で様々な問題が生じて、仕方なく出す結果がそれになってしまっているんだろう。

「それに…………そこまで反対されるということは、わたくしに似合っていないのかもしれませんしね」

　しぐれさんがにこりと笑う。彼女はいつもと同じように微笑ほほえんでいるのかもしれないけれど、いまはその微笑みがどこか痛々しい。

　一人でやっているときには気づかなかったこと、気にしなくて良かったことが、人と比較することによって浮き彫りになる。小さな問題が大きな問題になっていく。

「あ…………ごめんなさい、せっかくの休きゆう憩けい時間に」

「いえ」

　食事を再開したしぐれさんを見て、僕も箸はしを取る。

　なにか言葉を掛けなくちゃいけないのかもしれない。

　全然気にしなくていいですよ、とか。

　ゴスロリを着たしぐれさんもかわいいですよ、とか。

　でも、言葉だけじゃ届かない。そんな気がする。

　だったら────────。

　目の前のお好み焼きにかぶりつく。のどに詰まりそうになったら、缶を真っ逆さまにする勢いで飲み物で流す。

「良りよう人とさま？」

　急に勢いよく食べ始めた僕を見て、しぐれさんが不思議そうに声を掛けてきた。

「しぐれさん！」

「は、はい」

「すいません、ちょっと用事を思いだしました！」

「はあ…………」

　しぐれさんはぽかーんとしている。そりゃそうだ。

「しぐれさん!?」

「はい！」

　大きな声で名前を呼んだら、大きな声で返してくれた。

「僕に任せてください」

「はい？」

「では、失礼します！」

　食べ終わった自分のゴミを摑つかんで、僕は駆け足で屋上を後にする。

　あの人に話をして、あれも用意して…………ああ、あの準備もしておかなくちゃな。

　よーし、忙しくなってきたぞ！










「お待たせしました！　ミス古ふる里さと学園コンテスト、開かい催さいです!!」

　ああ、また僕はここに立っているんだな。

　照明が落とされた体育館。

　唯ゆい一いつ光のあたるステージから見下ろせば満員御おん礼れい。ところ狭しと影がうごめいている。

　拍手喝かつ采さいを受けながら、僕はマイクを握っている。

「このたび、ＭＣを務めさせていただきます、常つね村むら良りよう人とと申します！」

　本当は僕がやるはずではなかったのだ。しかし、ある作戦のために僕はいまこのステージに立っている。

　突然の申し出だったのに、主催者である生徒会の皆さんはあっさりとＭＣの役を渡してくれた。本来ＭＣを担当するはずだった人なんか、僕にお礼を言ってくるくらいだった。

　当然、打ち合わせもリハーサルもやっていない。段取りがまったく分かっていない。

　申し訳ないなと思いながらも、とにかく重要なことだけ台本に書いてくれと頼み込んでみたら、やっぱりＭＣを担当する予定だった人は嫌いやな顔ひとつせず引き受けてくれたのである。

　自己紹介を終え、台本に目を落とす。

　次は出場者の紹介か。

　いくらステージの経験があるとはいえ、僕だって余裕があるわけじゃあない。これまでの経験を踏ふまえ、流れを止めないようにがんばらなければ。

「ではさっそく、出場者に登場してもらいましょう！」

　ステージの袖そでへ目め配くばせすると、出場者の皆さんがそれぞれオッケーサインを出してきた。

　台本によると出場者は三名。単純に名前を呼んだら登場してもらうって手はずになっているらしいけど、それだけじゃあ味気ないよな。

　この出場者の三人、みんな知ってる顔だし…………そうだなあ。

　うっし、いっちょ工夫してみますか。

「エントリーナンバー一番、我が古里学園のアイドルにして、世界のアイドル、演技に歌にルックスに、すべてを兼ね備えた完かん璧ぺき超人！　音おと無なし、まどかぁ──────!!」

『うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお』

　轟とどろく声援。ご近所迷めい惑わくにならなければいいんだが！

「二年二組の出し物であるコスプレ喫茶の衣装のまま、ナース服で登場だ！」

　さりげなくうちのクラスの宣伝も入れておいた。これでミスコンのあと、また忙しくなるだろう。

　いやあ、すごいな音無さん。

　拍手と、視線と、声援を一身に受けながら、ゆっくりとステージの袖から中央に歩いてくる。たっぷりと時間をかけて、手を振りながら歩いてくる。

　なんなの、その余裕は。

　こっちはまだマイクを持つ手が緊きん張ちようで震ふるえてるっていうのに。

　ようやく中央まで歩いてきた音おと無なしさんは、勢いよくぺこりと頭を下げた。

　よし、次の人紹介していいかな？　音無さんのターンはひとまずここで終わりかな。

「続きまして」

　僕がそう言うと、体育館の中が一気に静まりかえった。みんなもよくわきまえてるよな。いまに限らず、こういう風に観客に助けられるのってかなり頻ひん繁ぱんにあるんだよな。本当にありがたいわ。

「その笑顔は天使のものか、悪あく魔まのものか。全国オーディションの覇は者しやが、古ふる里さと学園のコンテストに殴なぐり込みだ！　木こ立だち、陽ひ菜な乃のぉ──────!!」

『おおおおおおおおおおおおおおおおおおお』

　ひなのちゃんの出場は事前に告知してたから、あまりサプライズ感は出せなかったか。まあ、告知というか、嘉か保ほうさんがどこかから嗅かぎつけて学校新聞に書いてバレちゃったっていう顚てん末まつなんだけど。

　さて、次が最後の一人だ。実はこの三人目、僕が直接本人にお願いして出場が叶かなったものなのだ。それも、本当についさっきのことである。

　本来は生徒会長も出場する予定だったらしいのだが、台本に線がひかれて訂正されている。僕が三人目の出場者を連れてきたことによって、会長は出場を辞退したそうな。そもそも出場者が集まらなかったからしかたなくエントリーしただけだったらしい。

　出場者が二人しか集まらなかったってのは残念だけど、音無さんが出ると知ったら誰だれだって尻しり込ごみしちゃうよね。もし来年もミスコンやるなら、今年出場した三人は殿でん堂どう入りにしないと誰も出場してくれないだろう。

　ひなのちゃんがステージの中央に到着。

　じゃあ、最後の一人をお呼び入れしましょうかね。僕が連れてきた、飛び入りの参加者を。

「緊・急・参・戦！　遅れてやってきたヒロイン、時を忘れて見とれる微笑、唯ゆい一いつ無む二にの輝く妖よう艶えん！　天あま乃の川がわ、しぐれぇ──────!!」

『ううおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお』

　そう、僕が呼んだ三人目はしぐれさんなのだ。

　もちろんこれには、ある目的がある。

　しぐれさんがステージの袖そでから出てきた。

『おおお？』

　会場がどよめく。しぐれさんの姿を目にしたからだろう。

　コスプレ喫茶のときに着ていたナース服ではない。もちろん、古里学園の制服でもない。

　しぐれさんの着ている服は、ゴスロリだ。

　ゴスロリを着てミスコンに出場してくれと、僕はしぐれさんに頼んだのである。

　会場のどよめきを聞いて、しぐれさんの足が一いつ瞬しゆんだけ止まったように見えた。この姿で皆の前に立っていいのかと、躊ちゆう躇ちよしたのだろう。

　もしかしたら、最初は辛つらい思いをさせてしまうかもしれない。でも、これはしぐれさんのためなのだ。

　しぐれさんは悩んでいた。事務所の方針に反対してまで己おのれの好きなものを貫つらぬくのは、本当にいいことなのか、と。

　仕事のスタイルは人それぞれだ。好きなものを貫いたって、それはべつにファンの人たちを裏切っているわけじゃあない。

　しぐれさんは不安がっていた。自分の大好きな洋服が、似合っていないんじゃないか、と。

　ゴスロリ姿のしぐれさんだって、きっとみんなから愛されるはずだ。似合っていないわけがない。

　しぐれさんが自信を取り戻せるように、このミスコンで証明してやるのだ。

　そのためにも──────。

　このミスコンで、音おと無なしまどかに勝つ！

　ゴスロリのしぐれさんでも、みんなに受け入れられるって、とっても似合っているって、彼女がまたそう思えるように。

　優勝候補である音無まどかに、勝つんだ!!

「以上の三人で競い合っていただくことになります！」

『うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお』

　そうは言っても、容易ではない。

　しぐれさんが音無さんに劣っているなんて思わないけど、会場である体育館を見渡す限り、観客はほぼうちの学校の男子。彼らの投票で優勝を決めるわけだが、そうなると学校に通っている期間が長い音無さんが圧倒的に有利。

　なにもせぬままでは、恐らく音無さんがぶっちぎりで優勝してしまうだろう。

　そこで、僕だ。

　だからこそ僕は、いまここに立っているのだ。

「ではまず、一人ずつ自己紹介してもらいましょう」

　音無さんにマイクを向ける。

「音無まどかです！　今日きようはよろしくお願いします！」

「意気込みを一言、アイドルっぽくお願いします」

「アイドルっぽく!?　えっと…………みんな、応援してね！　……………………違うか」

「ぷっ」

「そこ、笑うな！」

　しまった、つい吹きだしてしまった。

　いやー、音おと無なしさんって、たしかにアイドル声優と呼ばれているし、イベントのステージに立っているときはキラキラ輝いているんだけど、「アイドルっぽいことやってください」ってなると微妙にズレるんだよな。

　そういう点で言えば、ベッタベタなアイドルをきっちりやってくれるのは次の人だ。

「みんなに会いたくて来ちゃいました！　木こ立だち陽ひ菜な乃のでーっす！　『ひなちゃん』って呼んでくださいっ」

　おー、出た出た。

「……………………はい、ありがとうございました」

「ちょっ、ひなちゃんには質問とかないのっ!?」

　なんだろうね、この感覚。ステージの下から見たり、画面越しに見たりするならかわいいって思えるのかもしれないけど、こうして同じ舞台に立って横から見てると若じやつ干かんイラッとする。

　すると、横から手が伸びてきてマイクを奪うばわれる。

「みんなに会いたくて？　本当に？　そうだったっけ？」

　音無さんの攻撃が始まった！　どうやら音無さんもイラッときたらしい。広げなくていいところを広げ始めた。

「そーですっ。みーんなに会いたかったんです。頼まれたから仕方なく出ました、みたいなどっかの誰だれかさんとは違いますっ」

　ひなのちゃんの反撃！

　二人でマイクを摑つかみ、お互いが自分の方へと近づけようと引っ張っている。かすかに震ふるえるマイクを見るに、かなり二人とも力を入れて引っ張っているようだ。

「だいたいまどかせんぱい、いまのコメントはなんですか。気持ち悪いですよ？」

「ずいぶんはっきり言ってくれるわね!?　ひなぶーも似たようなもんだったでしょ！」

「ひなちゃんは十五歳ですし」

「年齢関係ある!?」

「なんか…………まどかせんぱいくらい歳としとってから言うのって、痛々しくないです？」

「あんたね…………いま、あたしだけじゃなくて業界の多くの先せん輩ぱいたちを敵に回したわよ」

「あ、違いますよ？　まどかせんぱいだから気持ち悪いってだけです」

「気持ち悪い気持ち悪い連呼しないでくれる!?」

「悪気はなかったんですっ」

「悪気がなければ許されると思ったら大間違いだからね！」

　お互いが譲ゆずらないので、マイクを間に挟はさみ顔を近づけて言い合う音無さんとひなのちゃん。

　そんな二人の様子を見て、観客の皆さんがざわついている。安心してください、本気で嫌い合ってるわけではないと思いますんで。かといって、仲良しこよしってわけでもないんですけどね。

　あとすいません、そろそろマイク返してもらっていいですかね。やっぱりこのメンバーでマイク一本では無理があるな。もう何本か用意してもらおうっと。

　袖そでにいる人に人数分のマイクを用意してもらうよう言ってから、二人の間に割って入る。

「ちなみに音おと無なしさんは、誰だれを敵に回すって思ったんですか？」

「え？　いや、べつに特定のイメージがあったわけではなくて…………」

「誰かの言動を痛々しいと思っているからこその発言だったように思われますが」

「あー、もう！　いいから！　早く次いって！」

　ほいほい、分かりましたよっと。

「すいません、お待たせしました」

「いえいえ」

　しぐれさんにマイクを渡す。

「天あま乃の川がわしぐれと申します。突然出場させていただくことになりまして、少々緊きん張ちようしておりますが、どうぞよろしくお願いいたします」

　ゆっくり頭を下げて、ゆっくり上げる。その間、騒さわぎだす者は誰一人としておらず、顔を上げてしぐれさんが微笑ほほえんだのをきっかけに歓声があがる。

　見ていて笑顔がこぼれる音無さんと、思わず見とれてしまうしぐれさんとでは、やはり持っている魅み力りよくのタイプが違うな。観客の皆さんの反応を見ていても、それが分かる。

　うし、歓声が落ち着いたあたりでひとつ質問を投げかけよう。

「ちなみに、そのお洋服は？」

「え…………」

　しぐれさんが驚おどろいた顔を僕に向ける。

　大だい丈じよう夫ぶです。きっと大丈夫です。

　そのために、その格好で出てもらったんですから。

「このお洋服は…………」

　しぐれさんから不安そうな視線をもらったので、僕は満面の笑みで頷うなずこう。

「このお洋服は、私服です」

　よっしゃ、よく言ってくれた。

「へえええ！　そうなんですか。私服ってことは、普段から着てるんですか？」

「はい。オフの日などは、だいたい」

「すっごい意外ですけど…………でも、めちゃくちゃかわいいですよね、皆さん！」

『おおおおおおおおおおおおおお』

　鼓こ膜まくだけではなく、胸の奥にまでずどんと響ひびく男たちの歓声。

　────おまえら、最高だぜ。

　んじゃあ、さらにしぐれさんに自信をつけてもらえるように、僕もいっちょがんばりますか。

「さあ、若じやつ干かん道が逸それたりもしましたが、三人の自己紹介が終わったところで、このミスコンのルール説明をさせていただきます！」

　ここは台本通りに。

　これから三人には、アピールタイムと称して様々な指令をこなしてもらう。箱の中から紙を一枚ひいてもらい、そこに書かれた指令をクリアしながら、自分の魅み力りよくをアピールしてもらうというものだ。

　観客の皆さまには、体育館の入り口で投票用紙を渡しているので、これからのアピールタイムを見て誰だれに投票するのか決めてもらうという流れだ。もちろん、一人一票、複数の投票はなし、である。

　まあ、アピールタイムには色々と仕掛けがしてあるんだけどね！

　ルールの説明をしているうちに、箱と一緒に人数分のマイクも到着した。

　では、始めようか。

「ではさっそく、エントリーナンバー一番の音おと無なしさんから、指令をひいてもらいましょう！」

「わー、すごい緊きん張ちようする。変なのひいたらどうしよう」

　なんて言いながら中の見えない箱に恐る恐る手を入れる音無さん。すでにアピールは始まっているようだ。抜け目がない。さすがである。

「……………………ん？　きゃああああああああああああああああ」

「どうしました!?」

　悲鳴をあげた音無さん。

　慌あわてて心配する…………ふりをする僕。

「な、なんか！　ぬるって……ぬるってした！　冷たいし…………くさっ」

　自らの手の匂においを嗅かいでから、吐き捨てるように最後の一言を口にする音無さん。

「大だい丈じよう夫ぶですか音無さん」

「だ、大丈夫だけど…………」

「いや、アイドルとして」

「はっ！　いけないいけない。もー、なにこれー？　やめてよー！」

「手遅れです、音無さん」

「ちょ、待って。本当になに？　紙をひくんじゃないの？」

「ああああ！　すいません、こちらの手違いでした。この箱は、『箱の中身はなんだろな』ゲーム用の箱でした」

「なんでそんなのがあるのよ！」

「指令の中にあるんですよ、『箱の中身はなんだろな』ゲームをやれってのが。いやあ、すいません間違えちゃって。似たような箱にするなって言っておいたんですが」

　もちろん、わざとである。

　さらに言ってしまえば、『箱の中身はなんだろな』ゲームをやれなんていう指令は入っていない。このためだけに用意したのである。

「ちなみに、答えは？」

「は？　知らないわよ！」

「ざんねーん!!　正解はこんにゃくでした」

　ぱちぱちぱち。

「さあ、じゃあ新しい箱も到着しましたので、ひなのちゃん、一枚ひいてください！」

　ひなのちゃんに箱を差しだすと、背後から音おと無なしさんの文句が。

「あたしのアピールタイムは!?」

「え、いまのじゃダメですか？」

「ダメに決まってんでしょ！」

　音無さんが近づいてきて、箱に手を伸ばす。

「まどかせんぱい、臭くさいので近づかないでくださいっ」

「臭いとか言わないでくれる!?」

「ちょ、ホントに、生臭い右手で触るのやめてもらっていいですかっ」

　右手が生臭いアイドルとか斬ざん新しんすぎるな。

　音無さんとひなのちゃんが言い合いを始めた。よし、ここはいったん引いておこう。この二人、放っておけば勝手にお互いの足を引っ張り合ってくれるからな。

「こんにゃくだから！　変な匂においじゃないから。紙が入ってると思ってがっしり摑つかんじゃったから、もおおおおおおお!!」

「いつもギョーカイの生臭い話ばっかりしてるからですよ、まどかせんぱいっ」

「上う手まいこと言ったつもり!?　そんな話、たいしてしてないでしょ」

「言ってたじゃないですか！　あの仕事はギャラが安いって」

「言っ……………………たかもしれないけど、ここで言わなくてもいいでしょ！」

「でも、セリフ自体が少ないから結果的においしい仕事だったって」

　生臭いというか、生々しい。

「まどかせんぱい、ギャラ泥棒もいい加減にしてくださいよっ」

「ちゃんと仕事はしてるんだから泥棒ではないでしょ！」

　こういうのは、ラジオと違って録音していないからこそできる話なんだろうな。ここだけの話だからこその内容だ。観客の皆さんも、笑いながらも興味津しん々しんって感じだし。僕だってその辺は気になるところだし。

　とはいえ、楽しいからっていつまでも聞いているわけにはいかない。

「はいはい、そろそろひなのちゃんの番いきますよ」

　箱を手に、再び音おと無なしさんとひなのちゃんの間に割って入る。

「本当に？　本当にあたしのアピールタイム、さっきので終わりなの？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ音無さん！　音無さん、いま、すごくおいしいから！」

「アイドル声優にお笑いのおいしいのとかいる!?」

　普段ラジオでボケまくってるんだから、こういうおいしいポジションは願ったり叶かなったりのはずでしょ？　まあ、アイドル声優には必要がないってことに関しては、激しく同意をするけども。

「まどかせんぱい、あんまり後こう輩はいのアピールタイムを邪じや魔ましてると、逆にイメージが悪いですよ？」

「わ、分かったわよ…………」

　今日きようのところは我慢してくれ、音無さん！

　おしぼりを用意しておいたから、ひなのちゃんのアピールタイムの間に受け取ってくれい！

「はい、ひなのちゃんひいてください」

「せんぱい、お願いがありますっ」

「ん？」

「せんぱいがひいてくださいっ」

「大丈夫ですよ、今度のはちゃんと指令の入った箱ですから！」

　めっちゃ疑われてる。口元は笑っていても、なにかを探るような視線が僕から外れない。

「分かりました。じゃあ僕がひきましょう。なにが出ても恨うらまないでくださいね？」

　もう箱自体に仕掛けはない。

　しかし、ひなのちゃんが僕にひかせたいと言うのなら、実はものすごくちょうどいい。ひなのちゃんが紙をひいたら、中を見る前に奪うばってしまう予定だったけど、僕がひいていいのならそんな不安もなくなるというわけだ。

「じゃあ…………これ！　はい、ひきました！」

　折り畳たたまれた紙を開くと、『結婚したら旦だん那なさんにしてあげたいことは？』と書かれていた。

　ヌルい。ヌルすぎる。

　たしかに良りよう妻さい賢けん母ぼをアピールするいい質問かもしれないけど、ここで必要なのはそんな落ち着いたインタビューじゃないんだよ。

　というわけで、紙に書いてあることは軽くスルー。

「ひなのちゃんにチャレンジしてもらうのは、こちら！」

「チャレンジ!?　アピールタイムですよね!?」

　ステージの袖そでからたこ焼きが出てきた。

「出てきたのは…………ロシアンルーレットたこ焼きだぁ!!」

　ふっふっふっ。

　しぐれさんとぶらぶらしていたときに発見したたこ焼き屋に協力してもらったのだ。

「ろ、ロシアンルーレットって…………」

　驚おどろいてる驚いてる。

「パックに入った六個のたこ焼き。その内の一個は激げき辛からとなっております！」

「アピールタイムというか、バラエティ番組みたいです…………」

　…………うん、僕もそう思う。

　細かいことは言いっこなしで！

「しかも、声優を相手に激辛」

　あ、しまった。つい、簡単に手に入ってちょうどいいやと思ってこれにしちゃったけど、そういやそうだ。

　まずかったか…………？

「あらあらひなぶー、外見だけじゃなくてのどもお子ちゃまなのかなー？」

「なっ…………辛いものくらい余裕ですっ」

　音おと無なしさんの挑発にあっさりと乗ってしまうひなのちゃんであった。平気そうだな、うん。それじゃあこのまま進めよう。

「これを三人で食べればいいんですね？」

　…………は？　ひなのちゃん、なにを言いだしたの？

「いやいや、これはひなのちゃんのアピールタイムであって…………」

「でも、せっかくだから三人で挑戦したいなーって思いますっ」

　まずい。その流れはまずい。

　観客は盛り上がっちゃってるけど、三人で挑戦するのはまずいのだ。

　なんでかというと…………。

　このたこ焼き、六個とも全部激辛なのである。

　音無さんはいいとしても、しぐれさんを混ぜるのはダメだ。司会という立場を利用して、しぐれさんにより多くの票が入るようにしているというのに、激辛のたこ焼きなんて食べさせるわけにはいかない。

「いいわね！　乗ったわ！」

　音無さんがノリ気になってしまった。まあ、音無さんはいい。むしろ参加してくれた方が都合がいい。ただ、そうなるとしぐれさんも参加せずにはいられなくなるだろう。空気の読める人だからな。

　なにかしらの理由をつけて、しぐれさんは参加できないようにしないと。

「えっと…………はい、じゃあこうしましょう！　さきほど、音無さんはこちらの不ふ手て際ぎわでアピールをきちんとできませんでしたからね。公平を期すため、特別に、音無さんだけ参加オッケーにしましょう！」

　まったく公平ではないんだけどね。司会である僕が特定の人物に肩入れしまくってるわけだから。理由があってのことだから、許してくれ！　音おと無なしさん、ひなのちゃん！

　たこ焼きのパックを二人に差しだす。と、同時にステージの袖そでに隠れている人へとこっそり指示を出す。色々考えがあるんですよ。

　たこ焼きのパックを前に、真剣に選ぶ二人。

「まどかせんぱい、この一番大きいやつなんてどうですか？」

「よし分かった。じゃあひなぶーはそれにしなさい」

「なんでですかっ！　自分のは自分で選びますっ」

「それはこっちのセリフよ、ヒナビタン星人！」

「ひなちゃん地球人です！　星人じゃないですっ」

　選ぶのに集中しすぎて、適当にヤジりすぎでしょ音無さん。宇宙に飛びでちゃったよ。

　散々言い合ってから、ようやくお互い自分の食べるたこ焼きを選んだようだ。どれだっていいよ、全部激げき辛からなんだもの。

　つまようじに刺したたこ焼きを持つ音無さんとひなのちゃん。

　いやー、楽しみだな。どっちも激辛だって知ってるからこそ、これからこの二人がどうなるのか楽しみでしょうがない。

「ではでは、二人で同時にいってもらいましょう」

「「せーの、いただきます！」」

　いった。二人とも一口でいった。

　よし、僕はマイクの準備。

　激辛のたこ焼きを女の子に食べさせるなんて、申し訳ないという気持ちはもちろんある。だからこそ、せめて、この二人の雄姿を観客の皆さまにしっかり伝えなくては。

「「ぶうううううううううう!!」」

「アイドル声優音無まどか、木こ立だち陽ひ菜な乃の、吹きだした────っ!!」

　リアクションが芸人です、音無さん、ひなのちゃん。さすがです、期待通りです。このまえのパスタのことがあったから、ちゃんとリアクションとってくれると信じてました。

　まあ、かわいいリアクションなんてとる余裕がないくらい辛くしてもらったしな。

「おおっと、二人ともどうしました!?」

「ひ、ひぃひ、ひぃぃ」

「は、は、は、は！」

　言葉にならない声！

　そんなに辛いのか、あれ。実は味見もしてないんだけど。

「あ、最前列の男子たちは二人が吹きだしたモノを拾わないでください」

　激辛だからな、それ。あと、君たちの世間からの評価も辛口になるからな、そんなことしてると。

「水！　みずっ！」

「はい、音おと無なしさん、ひなのちゃん、水です」

　コップに入った水を差しだす。さきほど指示を出して用意させておいたので、きちんと音無さんの分もある。

　しかし、ここで普通の水を渡すわけがない。

「「ぶうううううううううううううう!!」」

「まさかの再噴出！　どうしました、二人とも！」

「うええええええ」

　舌をめいっぱい突きだして唸うなる音無さん。

「あま！　あまっ！　甘い!!」

　糖分のなにがどう体に作用したのか、ぴょんぴょん飛び跳はねるひなのちゃん。

　はい、二人に渡したのは砂糖水でした。

「あ、繰り返しお伝えします。最前列の男子たちは自ら浴びに行かないでください」

　べたべたな行動をとるなよ、砂糖水だけに。

　よし、ここでひとつさらなる演出を。

　ステージの袖そでに用意しておいたペットボトルの水を二本、こっそりしぐれさんに渡す。こっちは本当の水だ。予備でもう一本用意しておいて良かったよ。まさか音無さんも食べることになるとは思わなかったしね。

　この水をしぐれさんから音無さんとひなのちゃんに渡してもらって、気き遣づかいができる女の子アピールである。こっそり好感度アップだ。

「まどか、ひなちゃんさま、こちらを」

「ありがと」

「ありがとーございますっ」

　さすがしぐれさん、気遣いが自然すぎる。あまりにも普通の光景すぎて、観客もしぐれさんに目がいっていないだろう。ここを盛り上げてピックアップするのが僕の仕事だよな。

「さすが天あま乃の川がわさん、優やさしいですね。ライバルに水を渡してあげるなんて！」

　よしよし、これで少しは見ているみんなもしぐれさんの優しさに気づいただろう。

　おお、ぱちぱちぱちとしぐれさんに向けて拍手が起きている。少しは効果あったかな？

「ちょっとこれ、どういうこと!?」

　おっとさっそく音無さんからクレームが入ったぞ。たこ焼きのパックをこちらに突きだしながらお怒りのご様子だ。

「すいません、なんかミスがあったみたいで。激げき辛からのたこ焼きがふたつ入ってたみたいですね。水も…………なんかよく分かんないですけど、間違えちゃったみたいで」

「『よく分かんないけど間違えた』って意味分からないですけどっ」

　さすがにひなのちゃんもご立腹ですか。

「ねえ、ひなぶー」

「はい。そうですね、まどかせんぱいっ」

　ん？　急にどうしたの二人とも。

「はい、常つね村むらくん、あーん」

「せんぱいは男の人だから、ふたつくらい入りますよねっ」

　二人の手には、つまようじに刺さったたこ焼き。

「いや、ちょっと待って、なに、どうしろっていうの!?」

「なにを慌あわててるの？　激げき辛からのたこ焼きはふたつだったんでしょ？」

「せんぱい、残したらもったいないでしょ？　特別に、ひなちゃんたちが食べさせてあげちゃいますっ。ほら、あーん」

　逃げようとするも、足を踏ふまれて後ろに下がれない！

　そういえば、この前も最後は僕が食べたんだった。なんでいっつも同じパターンでオチが僕に回ってくるんだよ！

「むぐっ」

　口の中に放り込まれた。

　無理やりねじ込まれ、さらにふたつ同時だったもんだから、入った瞬しゆん間かんにたこ焼きがつぶれ、中の激辛の部分が口いっぱいにぎゃあああああああああああああああああ。
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「はい、常村くん」

「せんぱい、水ですっ」

　こ、これは…………。

　分かってる。この水がどんな水なのか、僕は分かっている。

　しかし、この一連の流れをすべてやらないと二人は許してくれないのだろう。

　分かっているのは僕だけじゃない。水を差しだす音無さんも、ひなのちゃんも、ステージを見ている観客のみんなも、このあと僕がどうなるか分かっているのだ。分かったうえで、楽しんで見ているのだ。

　様式美というやつだ。お約束というやつだ。

　っていうかなんでもう一個用意してあるんだよ！　ステージの袖そでにスタンバっているやつを睨にらむと、頭を搔かきながらへらへらと頭を下げてきた。裏切りやがったな。大方、音無さんに頼まれて断れなかったんだろう。

　…………しょうがない。

　ええい、飲んでやらぁ!!

「ぶううううううううううううううううううううう!!」

　プロレスラーが毒の霧きりを吐くように砂糖水が空中で霧む散さんした。

　そして、僕も散った。

「あ、常つね村むらくん。そろそろ時間だって。次の出し物があるから、そろそろしめろって」

「ちょ、ひなちゃんのアピールタイム終了ですかっ？」

「時間ないんだってさ。はい、しぐれ、ひいて」

　音おと無なしさんが僕から箱を奪うばって、しぐれさんに差しだす。

「すみません、その前に…………良りよう人とさま、こちらを」

　おお、水だ。しぐれさんありがとう。普通の水は二本しか用意してなかったはずだけど、これはどこから持ってきたんだろう。またゴスロリの袖そでから出したのかな。

「ありがとうございます…………」

「はい、しぐれ！　さっさとひく！」

　音無さんが割って入ってくる。「さすがしぐれさん、優やさしいですね」と付け加えようとしたのに阻そ止しされてしまった。

「かしこまりました。…………では、これにいたしましょう」

「はーい、あたしが読んであげる」

　音無さんはしぐれさんがひいた紙を横から奪い取ってしまう。

「む…………」

　なにをそんなにじっくり読んでいるんだい？　長文の指令なんてなかったはずだけど。

「えっとね、しぐれにはね…………『犬のものまねをせよ』！　だって」

　は？　ちょっと待て。そんな指令なかっただろ。作りやがったな。自分がちゃんとしたアピールができなかったからって、なんて卑ひ怯きような！　自分のことを棚たなに上げて抗議してやる。

　まずは紙を奪い返して…………。

「いてっ」

　音無さんに近づいたらさりげなくヒップアタックをくらったぞ。

　いや、なにこっち睨にらんでんだよ音無さん。黙だまってろってことかい？

「しぐれ、犬のものまねだってよ」

「犬、ですか？」

　いいですからねしぐれさん、そんなことしなくて。

「しぐれ、首輪持ってる？」

　持ってるわけないだろ。

「はい、こちらに」

　………………………………。

「リードは？」

　犬も連れてないのにそんなん持ち歩く人いないだろ。

「こちらに」

　………………………………。

「犬耳」

「はい」

　なんで持ってんだよ。

「じっとしててね、あたしがつけてあげる」

　音おと無なしさんがしぐれさんの頭にちょこんと犬耳を載っける。

　細い首に首輪を掛ける。

　おいおい、いくらしぐれさんが抵抗しないからってマズイだろ。犬のものまねとか芸人さんじゃないんだから。アピールというより罰ゲームだろ。だいたいね、自分が上う手まくアピールできなかったからってその腹いせにそういうことをするのはどうかと思うよ、音無さん。ああもう、これじゃあしぐれさんを優勝させようという僕の作戦が台無しじゃな──────。

「しぐれ」

「ワンですわん」

　かわいい!!

　なんだこれすっげえかわいい。
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　ゴスロリに、首輪に、犬耳、合う！

　さすがにしぐれさんも照れているのか、頰ほおがほんのり赤くなっているのもポイント高し！

「しぐれ、お手」

「ワンですわん」

　音おと無なしさんが差しだした手に、しぐれさんがちょこんと手を載せた。

　なんだこのかわいい人は。なんかもう色々たまらないじゃないか。

「ひなちゃんも、ひなちゃんも！」

「いいわよ。でも、お手以外でね。もうあたしがやっちゃったから」

「お手以外？」

「おかわりもダメ。おすわりとか伏せも、スカートだからダメ」

「えー、じゃあなんならいいんです？」

「ほら、もう一個あるでしょ？　有名なやつ」

「……………………んん？　ああ！　ちんちん！」

　なに言わせてんだよ音無さん！

「残念、このわんこはメスよ」

　そういう問題じゃねえんだよ！　あとひなのちゃんも、簡単に乗せられてそういう言葉を口にしちゃダメ！　いまさら恥ずかしくなって赤くなってんじゃないよ、まったく。

　そろそろ止めねば。

「ちょっ！　お、音無さん!?」

「なに？」

「ぼ、僕もやっていい…………？　はあはあはあ」

「きもっ」

　マイクを口元から外して正直な感想を言うのはやめてもらっていいですかね。

　あと、思わず僕も欲望を口走ってしまった。止めるためにと口を挟はさんだはずだったのに。

　僕が欲望を必死で心の奥底に押し込んでいると、音無さんがリードを持ったまま腕を組んで唸うなりだした。

「でもさー、なんか物足りなくない？」

「はあ？　もう充分でしょう？」

　ゴスロリ犬耳少女に首輪つけてリードつけてお散歩スタイルだよ？　これ以上なにが足りないっていうのさ。

「ほら、男の子的にさ、ここになにを付け足したらさらに良くなると思う？　我慢しないで言ってごらん？」

　我慢とかじゃなくてね。もう僕は欲望を封印したんだよ。現状で満足することが幸せの秘ひ訣けつであってだね、もっともっとと求めれば、いつまで経たっても幸福は訪れないん────。

「目隠しかな」

　あああ！　またしても！　またしても欲望に体が突き動かされた！　なにを言ってんだよ僕は！

　音おと無なしさんもあきれ顔。またしてもマイクを口元から離して僕に言う。

「あんたほんっとに変態ね」

　でも、再びマイクを戻して。

「しぐれ、目隠し」

「ワンですわん」

　だからなんで持ってんのよ。

　音無さんは真っ黒い布をしぐれさんから受け取ると、彼女の目を隠してしまう。

「しぐれ、お手」

　再び音無さんが手を差しだす。

　しかし。

「わ、ワンです…………わん？」

　しぐれさんの手は何度も空くうを切る。当たり前だ。音無さんの手がどこにあるのか見えないのだから。

　何度も手を出しては、空から振り。

　少し位置を変えてまた手を出すが、空振り。

　全然お手ができない。

　当然だ。もう音無さんは手を引っ込めているのだから。ドＳである。だってイイ表情だもの。これ以上ないってくらいに満足げだもの。

　ただまあ、音無さんじゃないけど、たしかにこいつはやばいな。いつまででも見ていられる。目隠しが加わったことで、どことなく背はい徳とく的な感じまでするし。

　でも、もう終わりにしなくては。なんだか変な感じにはなってしまったけど、アピールはできている…………気がする。観客のみんなも見とれてるし。

「はい！　では、アピールタイムはこの辺で終了とさせていただきます！」

　僕が終了を告げると、会場のあちこちからブーイングがあがった。

　うむうむ。それくらいには、みんな熱中してたってことね。




「結果発表──────!!」

　アピールタイムが終わった僕たちは、一回ステージの袖そでへとはけた。

　観客の皆さんの投票と集計が終わるまでの間、僕はステージの袖で音無さんにずっとチクチクチクチクされていた。まあ、それなりに会場で笑いも起こってたし、まんざらでもないって顔はしてたけど。

　そして。

　ついに！

　結果発表である。

「では、発表の前に、一人一人に自信のほどを尋たずねてみたいと思います。音おと無なしさん、いかがですか？」

「はい！　なんかドタバタしちゃいましたけど、結果がどうなろうと楽しかったので満足してます！」

「そう言っていただけると、色々仕組んだ僕もうれしいです」

「ん？」

「あ、ごめんなさい」

　目が恐こわかったよ!?　顔は笑ってたけど、目だけはすっごく恐かったよ!?

「続きまして……ひなのちゃん、いかがでしたか？」

「なんだかこの前まで受けてたオーディションを思いだして、少し緊きん張ちようしちゃいました。でも、とっっっても楽しかったですっ」

　全国オーディションと学校のミスコンとでは規模が違うけどね。

「天あま乃の川がわさん、いかがでしょう」

「お二人がおっしゃった通り、わたくしもとても楽しい時間を過ごさせていただきました。皆さまはいかがでしたか？」

『おもしろかったー』

『おおおおおおおおお』

「良かった。わたくしも、この素敵な時間を皆さまと共有することができて、とてもうれしいですわ」

　最初はゴスロリの姿でステージに立つことに不安を覚えていたしぐれさんだが、いまは観客とやりとりをしている。出たからには、ってプロ根性もあるかもしれないけど、慣れたのもあるんだろうな。

　さてさて、問題は結果だな。

「第一回、ミス古ふる里さと学園コンテスト。そのグランプリは誰だれのものとなるのか！　こちらが、結果の書かれた紙であります！」

　集計を行った生徒から受け取った紙を掲げると、拍手と歓声があがった。このミスコンもクライマックスを迎え、体育館は熱気で包まれている！

「では、一足先に見させていただきます」

　畳たたまれた紙を広げる。

　そこに書かれていたのは──────。

「ほほう、そうですかそうですか。こうなりましたか」

　マジか。あのアピールタイムの結果は、こういうことになっちゃうのか。

　司会である僕が特定の一人に肩入れしてめちゃくちゃやった結果は、こんな結末を導きだすのか。

「では、あまり時間もないようなので、さっそく発表に移りたいと思います！」

　体育館が揺ゆれるくらいの歓声のあと、一気に水を打ったように静まりかえる。

「ミス古ふる里さと学園コンテスト、優勝は──────」

　ドラムロールが流れる。

　スポットライトがゆらゆらと揺れる。

　笑顔のまま、音おと無なしさんは僕をちらちら見てくる。どうやら焦じらされるのはあまり好きではないらしい。

　ひなのちゃんはずっと正面を向いているけど、真剣な顔で斜め上を見ている。本当に緊きん張ちようしてるんだな。学校の文化祭なんだから、もうちょっとリラックスしてもいいのに。

　しぐれさんはにこにこ微笑ほほえみながら観客の皆さんを見ている。しぐれさんにとって、結果はどうでもいいんだろうな。あんまり張り合ったりしない人だし。

　固かた唾ずを吞のむ間をたっぷり取ってから。

　ドラムロールが止やんだ。

「音無まどか、天あま乃の川がわしぐれ、同時優勝!!」

　スポットライトが二人を照らす。

『うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお』

　今日きよう一番の歓声が爆発。

　そうか…………同数か。

　投票者がほぼうちの学校の生徒だから、ひなのちゃんに票が集まらなかったのは仕方ないにしろ、まさか音無さんとしぐれさんが引き分けるとは。

　バラエティに寄りすぎてしまって、おもしろさで音無さんに投票してしまった人もいるかもしれない。

　ちょっと失敗したな。

「では、勝者インタビューに移ります！　音無さん、いまの気持ちを聞かせてください！」

「はい！　ありがとうございます！　とてもうれしいです。…………ただ、引き分けってのがすっきりしないので、またどこかでしぐれとはきっちり決着をつけたいと思います！」

　さすが負けず嫌いの音無さんである。決着をつけるのはいいけど、僕に迷めい惑わくのかからないところでお願いしますよ。くれぐれも、お願いしますからね！

「天乃川さん、お願いします！」

「とても……とても、素敵な時間を過ごさせていただきました。このコンテストへの出場を勧すすめてくださった方と、そしてなにより、見てくださっている皆さまにお礼を言わせてください。ありがとうございました」

　いえいえ、とんでもないですよ。

　これでしぐれさんの悩みが晴れて、もう一度自信をつけられたら、それだけで僕はいいんです。輝く貴女あなたの姿が見たいだけなんですから。

「えー、というわけで！　第一回ミス古ふる里さと学園コンテストは、音おと無なしまどかさんと天あま乃の川がわしぐれさんの同時優勝となりました！　もし来年も開かい催さいされましたら、またお会いしましょう！　ありがとうございました────っ!!」










「おつかれっした！」

　盛大な拍手を受けながら、僕たちはステージの袖そでへと帰ってきた。

　ふう、終わった終わった。

　百点満点の出来ではなかったけど、僕がやりたかったことはできたかな。本当ならしぐれさんをもっといい結果に導いてあげたかったけど、相手があの音無さんだもんな。

「今日きようは出てくれてありがとう」

　生徒会からのお願いだったとはいえ、ねぎらいの言葉を掛けてあげたくなるくらいには、みんながんばってくれた。本当にありがたい。三人の協力がなかったらここまで盛り上がらなかっただろうからね。

「いえいえ、とんでもありませんわ」

　とくにしぐれさんは、土ど壇たん場ばでお願いしちゃったもんな。しかも、ゴスロリで出てくれなんて注文までつけちゃって。ほんと、助かりました。

「……………………」

　ひなのちゃんには、ちょっと残念な結果だったかな。まあ、完全にアウェーだったし、音無さんやしぐれさんのホームだし、そんなに落ち込むことはないと思うよ？

「んー」

　おやおや、音無さんは不満そう。優勝したのに。引き分けってのが気にくわないのかな。

「あんたはどっちなの」

「は？」

　出たよ。どうしてそんなに白黒つけたがるのさ。いいじゃない。お祭りだよ？　学校の文化祭だよ？

「あんたは投票したの？」

「いや、僕はほら、ＭＣだからさ」

「ずいぶん偏かたよったＭＣだった気がしたけどねえ？」

　う…………さすがにバレてたか。

「みんな笑ってくれてたから、内容はべつにいいんだけどさ。でも、このミスコンに出てくれって言ったのはあんたよね？」

「は、はい」

「他ほかならぬあんたの頼みだから出てあげたのに」

「あの……それは、はい。ありがとうございます」

「というのを踏ふまえて、あんたは誰だれに投票するわけ？」

　それはちょっとずるくないですか音おと無なしさん！　しぐれさんをひいきしてた僕が言うのもなんだけどさ！　脅きよう迫はくじゃないですか。

「で？　誰？　どっち？　というか、あたしでしょ？」

「あ、あの…………」

　ものすごい迫力だ！　ものすごい圧力だ！

　しかし！

　ここは、今日きようの僕は譲ゆずれない。

「僕は………しぐれさんかな！」

「良りよう人とさま…………！」

　ああ、音無さんの眉み間けんにしわが。

「今日のしぐれさん、とくに輝いてたし！」

「なんでよ！」

「なんでって言われても困るんだけど！」

「あたしのこと好きって言ったくせに！」

　うげっ！　よりによってそこか。

「なっ、そういうこと言うか!?」

「あ…………いや、その…………」

　勢いで言ってしまったのだろうということは、音無さんの挙動を見ていて分かった。さっきまでは摑つかみかかる勢いで僕に迫ってたのに、言ってしまったあとは、横にいるしぐれさんやひなのちゃんのことをちらちらと見ていた。

　本当は言うつもりじゃなかったけど言ってしまった言葉。

　だとしても、僕は買わなくちゃいけない。音無さんの売るつもりのなかった言葉を、僕は買わなくちゃいけないんだ。

「ちげーし！　ファンとして好きだった、って話だろ!?」

　あーあ、言っちゃったよ。

　もう誤ご魔ま化かさないって決めてたのにな。

　…………でも、しょうがないよな。いつかは言わなくちゃいけないって思ってたから。

　僕が告白したことで音おと無なしさんが悩んでいたのだとしたら、これできっと吹っ切れる。

　いままで通り、仕事に真っ正面から向き合って、全力で輝く音無さんが見られる。

　とくにいまは、ユニット活動も加わって忙しい時期なんだ。僕なんかのことで、いらない心労を負う必要はこれっぽっちもない。

　しぐれさんのことだってそうなんだ。大変なことはいっぱいあるし、悩むこともあるだろう。でも、悩まなくていいことまで悩まないように。

　音無さんにも、しぐれさんにも、気持ち良く仕事をしてもらいたいから。なんの気兼ねもなく、全力を出せる環境を整えてあげたいから。

　そのためには、言わなくちゃいけないんだ。

　ごめん、音無さん。

　僕は音無さんのことが大好きだよ。

　だから、言うよ。

「いまはもう好きでもなんでもないけどな！」

「…………そう。あっそう。分かった」

　小さい声でつぶやいてから、音無さんは大きく息を吸って、にやりと笑った。

「まーた、強がっちゃって。恥ずかしいの？　ん？　ほら、素直に言ってごらん？　まどかさまを世界で一番愛していますって言ってごらん？」

「ばーかばーか！　言うわけないだろ！　僕はね、噓うそはつかないんだよ」

「いつまでツンツンやってんのよ、早くデレないと本当に嫌われるわよ？」

「こっちのセリフだし！　音無さんこそ、早くデレた方がいいんじゃない？」

「…………今日きようのステージのギャラを請せい求きゆうするわよ」

「すいませんでした。生意気言ってました。僕は世界で一番まどかさまを愛しています」

「心こもってないなぁ。もう一度！」

「てめえ、人が下手に出てみれば！」

「なに？」

「はい、すいませんでした。僕は世界で一番まどかさまを愛しています」

「気持ちが足りない…………けど、もういいわ。なんか鳥とり肌はだ立ってきた」

「音無さんが言えって言ったんでしょ!?」

　いつものパターンだな。

　やっぱり、これがちょうどいい距離感だったのかなぁ。

　音無さんのファンだった僕を、本人である彼女がイジるっていう、この関係性が、一番良かったのかな。

「まどか、そろそろ教室に戻りませんと」

「あ、もうそんな時間？」

「イベントも押してましたし」

「オッケー、じゃあ行こ」

　音おと無なしさんとしぐれさんが教室へと戻っていく。もうすぐ文化祭が終わる。オープンのときと同じく、クローズのときも全員揃そろってお客さまを送りだそうと言っていたっけ。

　じゃあ、僕も戻らないとな。

　と思ったら、音無さんの後を追いかけるしぐれさんがこちらを振り返った。僕を見て、にこりと微笑ほほえんで、軽く頭を下げた。

「せんぱい」

「ん…………あ、ひなのちゃん。今日きようは残念だったね」

「べつに…………いいですけど。というか、せんぱいこそ良かったんですか？」

「え？　ははは、なにが？」

「まどかせんぱいも、見る目がないですね」

「…………じゃあ、僕も行くから。今日はありがとうね。おお、そうだ！　これから芹せり沢ざわさんに会う？」

　会場のどこかにいるはず。

「はい。合流します」

「じゃあ、あとで電話するって言っておいて」

　ちょっと、用があるんだよね。無理を承知で話すだけ話してみようっていう内容の相談が。

「分かりました」

「じゃあ、またね！」

　これで色々すっきりした。

　これで、あとはイベントに向けてがんばってもらうだけだ。

　これで…………良かったんだよな。
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　街ゆく中高生たちの装よそおいも夏服から冬服へと替わり、太陽の勢いも落ち着き始めた頃ころ。

　ついこの前まで夏休みだったのに、もう十月になってしまった。

　読書の秋、スポーツの秋、食欲の秋である。

　そして、これはなんとなくだけど、秋はイベントが多いというイメージがある。暑すぎず、寒すぎず、ちょうどいい気温だからだろうか。秋晴れという言葉があるくらいには天気も安定してるしな。あと、文化祭シーズンってのも関係してそう。大学の文化祭なんかは声優さんを呼んでイベントとかしてるしね。

　そんなわけで、今日きようは音おと無なしさんの所属する事務所のイベントの日だ。

　それはつまり、音無さんたちのユニットの記念すべきデビューの日ということである。

　長かったような、短かったような。

　僕もカメラマンとしてダンスレッスンやボイストレーニング、ミュージックビデオなどの撮影にガッツリ関かかわらせてもらってたから、なんだか感かん慨がい深くなっちゃうね。

　伝え聞くところによると、しぐれさんはまた仕事現場にゴスロリで登場して芹せり沢ざわさんに注意されてるみたいだし、僕は音無さんと以前のように上う手まくやれている。何回かラジオの収録があったけど、いつも通りにやりとりができていたと思う。

　様々な問題を乗り越え、晴れやかな気分で、ようやく皆さんにお披ひ露ろ目めできるんだ。

　時間を確認して家を出る。

　開場までにはまだ時間があるけど、一応僕も関係者ってことで先に会場入りすることになっているのだ。まあ、音無さんたち出演者の皆さんはもう会場にいるだろうけどね。

　カバンの中にはカメラが入っている。一ヶ月以上の時間をかけて撮りためた、大事な大事なメイキング映像を収めたカメラだ。

　イベントの映像はそんなにいらないけど、まあないよりはあった方がいい、とのことだ。

　当日、会場にいるスタッフさんはみんな忙しくしているので、勝手にやっておいてくれと言われている。言い換えれば、そこまで手が回らないから全部任せた、ってことだ。忙しいのは分かるけど、その丸投げっぷりは潔いさぎよすぎるだろう。どんだけ僕を信頼してるんだよ。本当にさ、そこまで信用して仕事を任せてくれてありがとうございますだよ！

　一ヶ月以上をかけてやってきた僕のこのカメラマンの仕事だけど、一応今日で終わりということになっている。カメラマンとしての最後の仕事だ。気合いも入るってもんさ。

　少しでも、音無さんたち三人のユニットが上手くいくように、最後の最後までがんばるぞ。

　サンプルとしてもらった、音無さんたち三人のユニットのデビュー曲を聴ききながら駅へと向かう。

　これがまたいい曲なんだよ。

　元気の出るテンポの良さと、きゃぴきゃぴはしていないんだけどかわいげのある歌詞。

　アイドルソングなんだけど、どこか普通のアイドルソングとは違うような、不思議な雰ふん囲い気き。

　サンプルをもらった日からずーっと聴きいてるわ。ヒマさえあれば聴いてるわ。

　音おと無なしさんにひかれるくらい聴いてるわ。

　もう歌詞まで完かん璧ぺきに覚えているので、サビに入る直前の盛り上がりかたが半はん端ぱない。来るぞ来るぞ、キタ────ッ!!　って感じだ。

「…………ん」

　人知れずテンションが上がっていたら、ポケットでスマホが震ふるえ始めた。この振動パターンは電話かな？

　ポケットから取りだしてみる。

　芹せり沢ざわさんからのようだ。

「もしもし？」

『もしもし？　いま、どこにいますか？』

　え？　僕、遅刻してる？

　いやいや、まだ…………約束した時間じゃないよな。

　なんのことか分からないまま、自分の居場所を伝える。

『陽ひ菜な乃の、一緒ではありませんよね？』

「はあ…………」

　そりゃそうでしょ。ひなのちゃんは出演者。もう会場にいるはずでしょ？

　…………むむ。会場にいるはずのひなのちゃんと、僕が一緒にいるかどうかを訊きいてくるってことは。

『そうですか…………』

　なにか、マズイことが起きている。芹沢さんの声を聞いてそう感じた。

「会場に来てないんですか？」

『…………はい』

「ケータイは？」

『通じません。コールはするんですけど』

　てことは、電源が入っていて、電波の届くところにいるってことか。

「家には？」

『しました。でも、もうとっくに出た、と』

　なんだそれ。

　寝坊、ってことでもないんじゃないか。

　家を出たはずなのに、会場に来ていない。

　それって…………なにしてんだよ、あいつ。

「分かりました。僕からも電話してみます」

『すみません。私は会場を離れられなくて』

　うん、そうだよな。

『一応、陽ひ菜な乃のの出番はイベントの終盤ですし、サプライズでの登場なのでオープニングにも出番はありません。たっぷり時間があるわけではありませんが…………』

「…………分かりました」

　時間をあげるから、なんとかしてくれと、そういうことですね。

『もしもし!?』

「あ、はい？」

　む、声が変わった。

『あたしだけど』

　音おと無なしさんかな。

『この前ね、会場でリハーサルをやったの。そこで…………ひなの、結構ミスを連発しちゃってね。会場の広さとか、他ほかの大だい先せん輩ぱいがずらっと並んでるところで、緊きん張ちようしちゃったんだと思う』

　今回のイベントは、以前のようなオープンスペースの会場とか、コミケ会場の片かた隅すみとか、そんなんとは違う。屋内だし、お客さんの数もケタが違う。二千人くらい入るらしい。

　恐らくひなのちゃんにとって、スタッフさんたちに支えられながら、きちんと練習と準備をして臨のぞむ初の大舞台。それだけでも緊張するっていうのに、一緒にステージに立つのは名だたる大先輩たち。とくにひなのちゃんは憧あこがれが強い分、緊張の度合いもすごいことになっていたんだろう。テンパってしまう気持ちは分かる。

　一度転んだら、立て直せなくなってしまったんだ。坂を転がり落ちるように。

『スタッフさんも、もうギリギリのところでやってる人たちばかりだからね。ダメ出しの口調も、そんなつもりがなくても厳しくなっちゃってた』

　憧れの人たちの前で、新人の自分が、スタッフさんたちに怒られて、か。考えただけでも恐ろしいな。

『ひなののこと…………お願い』

「オッケー」

　どこまでできるか分からないけど、できることをやるよ。

　芹せり沢ざわさんは手が離せない。音無さんも、しぐれさんも、ピンのステージがある。

　いま動けるのは、僕しかいないんだ。

『もしもし、良りよう人とくん？』

　む、芹沢さんに替わったようだ。

「はい、芹沢さん。じゃあ、またあとで連絡します！」

『ごめんなさい、お願いします』

　謝らないでください。

　僕だって、もうユニットを裏から支えるスタッフの一員なんですから。今日きようのイベントを成功させるためにも…………ひなのちゃんのためにも、なんとかするよ。なんとかしてあげたいんだよ。

　芹せり沢ざわさんとの通話を切る。

　そして、そのまますぐにひなのちゃんの番号を表示。

　コール。

『プルルルルル』

　うん、かかるはかかるな。

　出てくれよ。頼むから。話をするだけでいいから。

『プルルルルル』

　かかるってことは、ひなのちゃんだってまだ悩んでるんだろ？

　もうどうでもいいって諦あきらめてるなら、電源を切ることだって、着信拒否にすることだってできるんだ。

　でも、まだかかる。

　呼びだせる。

　それって、そういうことなんだろ？

『プルル…………もしもし』

　よし、よく出た！

　落ち着け。焦あせっちゃダメだぞ。

「常つね村むら良りよう人とです」

『………………………………』

「いますぐ、ひなのちゃんに会いたい」

『あはは、なにそれ。口く説どいてるんですか？』

　力のない笑いが、どこか寂しい。

「…………そうだね。会いたくて会いたくて仕方がないよ。…………いまどこにいるの？」

『………………………………』

「僕は事務所の人間じゃない。力ずくで連れていこうなんてことは、絶対にしない。まずは、話がしたい。会って話がしたい」

　そのために、芹沢さんは時間をくれたんだ。

　僕に賭かけてくれたんだ。

『………………………………』

　たっぷり悩んでから、ようやくひなのちゃんは居場所を教えてくれた。

　イベント会場の近くだ。

「分かった」

　電話を切ってしまうのが恐こわかった。

　もし、その場所に行ってひなのちゃんがいなかったらどうしよう。

　改めて電話をかけたときに、もう繫つながらなかったらどうしよう。

　不安はあったけど、僕はひなのちゃんを信じることにした。

「すぐに行くから。そこで待ってて。じゃあ、切るね」




　辿たどり着いたのは、会場からそれほど離れていない公園だった。

　その場にいなかったらどうしようという不安は、ひとまず杞き憂ゆうに終わったようでほっとした。

　ベンチにちょこんと座っている小さな女の子を発見。

　さて、どう話しかけようかな。あまり暗くならないようにしたいな。さっき、「口く説どいてるんですか」とか言ってたっけ。

　それじゃあ、ガラじゃないけど。

「へいへい、そこの彼女、一人？」

　ベンチに近づいていって、声を掛けてみた。

　ひなのちゃんが顔を上げる。

「人を待ってるんです」

　とてもか細い声。

　強い風が吹いたら聞こえなくなってしまいそう。吹くんじゃないぞ、木枯らしが吹くにはまだ早いからな。

「そんなやつより、僕とお話ししない？」

「ごめんなさい。その人、とってもいい人なんで」

「まあまあ、そんな冷たいこと言わずにさ」

「嫌いやです。これ以上しつこくするなら、どっか行っちゃいます」

「…………ふう、ノリ悪いなあ」

　ひなのちゃんの横に座ってやった。おしりがひんやりとする。

「ふふふっ。だって、せんぱいそんなキャラじゃないじゃないですか」

「うるさいな、分かってるよ」

　来る途中に買った飲み物をひなのちゃんに差しだす。

「飲む？」

「おしるこですか？」

「うん、もうこんな季節なんだなーって思って。つい買っちゃった」

「これから歌うって人に、こんな粉っぽいものを？」

「はっはっはっ！　そう言うかなと思って、もう一個買ってあるんだ。ほら」

　僕だって少しは気を遣つかえるようになってるさ。

　失敗しながら、少しずつ、だけどね。

　それにしても、「これから歌う」か。よしよし。

　ホットレモネードをひなのちゃんに渡す。

　二人でパキッと開けて飲む。

「うーん、甘いな」

　どろっとしたあんこで口の中がいっぱいになった。たしかにこれはのどにつっかかる。これを飲んでから歌うってのは厳しいな。

「せんぱいは甘いの苦手ですか？」

「んー、割と好きな方だと思うけど。男の割には」

　休日ということもあり、公園には子供連れの家族の姿が見える。

　ひなのちゃんは父親の顔も、母親の顔も覚えていないのだと言う。そんな彼女の目に、休日に公園で遊ぶ彼らの姿はどう映っているのだろうか。

　やっぱり、羨うらやましいって感じるのかな。それとも案外、結構冷静にどうでもいいって感じるのかな。

　そういえば、音おと無なしさんも、そしてしぐれさんも、微妙に違うとはいえ、少なからず親の影えい響きようでいまの仕事を始めたんだよな。

　ひなのちゃんはどうなんだろう。話を聞いているぶんには、本当にただ純粋に憧あこがれだけでこの世界に入ったって感じがするけど。
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「ひなのちゃんは、なんでアイドル声優になったんだ？」

「なんで、ですか」

「あー、なった理由じゃなくてさ。ほら！　前に言ってたじゃん。声優もやるアイドルじゃなくて、アイドルもやる声優になりたいって。そこにこだわるなにかがあるのかなって思って」

　ひなのちゃんが事務所を移い籍せきした理由がそこにあったはず。

　声優だけじゃなく、アイドルだけじゃなく、声優もやるアイドルでもない。アイドル声優であることにこだわる理由があるのだろうか。

「声優というお仕事には、昔から憧あこがれていたんです」

　そこそこ人気のあるお仕事らしいからね。

　ひなのちゃんは音おと無なしさんのファンだったらしいし。それを指摘すると絶対否定するから、いまは言わないでおこう。

「アイドルのお仕事に関しては……………………証明、ですかね」

「証明？」

　予想外の言葉が出てきて訊きき返してしまった。

「はい。せんぱいは…………ひなちゃんの家のこと知ってるから言っちゃいますけど、子供たちに見せてあげたかったんです」

　ひなのちゃんには親がいない。ひなのちゃんは施設で育った。同じような環境におかれてしまった子供たちと一緒に。

　いまひなのちゃんが言った子供たちってのは、きっと彼らのことだろう。

「たとえ、社会的に不利な立場だったとしても、ちゃんとがんばれば、たくさんの人から愛される…………愛してもらえるんだよって」

　缶を握りしめ、うつむくひなのちゃん。

　少しずつ語気は強くなっている。ただし、とても痛々しく。

「でも…………でもね、歌も、踊りも、演技も、どんなにがんばっても、せんぱいたちに届かない！　みんなに…………見せてあげたかったのにっ」

　なに言ってんだよ。愛されてるよ。

　まだ数は少ないかもしれないけど、ひなのちゃんのことが好きな人は、これからどんどん増えていくって。

　音無さんやしぐれさんと一緒に同じレッスンを受け、突きつけられるレベルの高さ。

　一緒にミスコンに出て、客観的に判断されてしまった歴然たる差。

　いま思えばひなのちゃんは、デビューしてからずっと、そんなことばっかりだったんだな。

　僕も、悪かったな。

　音無さんとしぐれさんにばっかり目がいってて、ちゃんとひなのちゃんを見てあげられなかった。ひなのちゃんも合わせて、三人でひとつのユニットなのに。僕も裏から支えるスタッフの一員のつもりだったのに。

　全然、見えてなかったんだな。

「ずっと、ずっと…………現実が嫌いやで、夢を追いかけてきたのに。夢の向こうにあったのも、現実だったんだもん」

　そうなんだよな。どこまでいっても現実なんだよな。

　どんなに華はな々ばなしく見える世界でも、一度仕事にしてしまえばそうなんだ。みんな、その身を削けずって華々しい世界を作ってるんだ。

「もう、ひなちゃんには無理だよ…………」

「敵かなわないよな、あの二人には」

　年季が入ってるもん。ちっとやそっとの叩たたき上げじゃないもん。

　それこそ、ぽっと出の新人にあのレベルのパフォーマンスができたら天才でしょ。

　……………………でも、ひなのちゃんの周りの大人おとなたちは、木こ立だち陽ひ菜な乃のというタレントにそれを求めてるんだよな。

「音おと無なしさんも、しぐれさんも、子供の頃ころからやってるんだもん。倍がんばろうが、十倍がんばろうが、届かないよ」

　恐ろしいよ、ほんと。

「だけどさ、だから諦あきらめるってのは、違うと思うよ」

　なんて言ったらいいだろう。難しいな。

　思いを言葉にするのって、考えをきちんと伝えるのって、本当に難しいな。どんなに丁てい寧ねいに言っても、まったくべつの意味で捉とらえられてしまうこともあるから。それが、デリケートな問題であればあるほど、どう言ったらいいのか迷ってしまう。

　何ヶ月もラジオをやってるのに、僕なんてこれだよ。いや、何ヶ月もやってるからこそ、よりその難しさに気づいちゃってるのかな。

　なんとか考えをまとめて、ひなのちゃんに伝えなくちゃ。

「同じレベルを求められてはいるかもしれないけど、まったく同じである必要はないし、劣っているところがあったっていい」

　というか、それが普通で、自然だよな。

　得手不得手はあるさ。違う人間なんだから。

「演技が上う手まければそれでいいの？　歌が上手ければそれでいいの？　ダンスが上手ければそれでいいの？　僕は、違うと思う。少なくとも、アイドルとしては違うと思う」

　声優として、ならどうあがいても敵わないだろう。たしかにそれは、ひなのちゃんの言う通りの厳しい現実だ。

　でも、ひなのちゃんがこだわっているのは声優ではない。あくまでもアイドル声優なのだ。たしかに、どっちつかずのあやふやな職業なのかもしれないけど、そのステージでなら、ひなのちゃんも戦える。

　演技、歌、ダンス、それらがきちんとできるのは大きなアドバンテージだけど、それがすべてじゃない。演技が下へ手たでも、歌が下手でも、魅み力りよく的な人は現にたくさんいる。

「アイドル声優にとって、重要なのは上う手まいか下手かじゃない。どれだけ人を惹ひきつけられるか、だと思うんだよね」

　そして、僕は。

「ひなのちゃんなら、それができると思う。カリスマ性っていうのかな？　人から愛される才能みたいなの？　それをさ、ひなのちゃんは持ってると思うよ」

「どうして…………」

「ん？」

「どうして、そこまで」

「うーむ。たぶん、僕もひなのちゃんのファンになっちゃったからかな」

　応援してるんだよ、心の底から。

　がんばってほしいんだよ。他ほかの誰だれでもない、ひなのちゃんに。

「ひなのちゃん、もうちょっとがんばってみない？　自分のためにも、ファンのためにも、子供たちのためにも」

　これだけの理由があれば、心を動かすには充分だ。

　心が動けば、体も動く。

　体が動けば、未来が変わる。

「せんぱいは、ひなちゃんのこと好きですか？」

「…………うん」

「あんなに意地悪したのに？」

「あー…………まあ、それとこれとはべつかな！」

「ええ!?　そこは好きって言ってくださいよっ」

「さすがにそこは僕も素直に頷うなずけないなあ！」

「ふふっ…………しょうがないなあ！　せんぱいに嫌われたくないし、ひなちゃん、もうちょっとがんばってみようかな」

　立ち上がったひなのちゃんは、ぐいっと手にしていたホットレモネードを飲み干した。もう完全に冷めてしまっていただろうけど、再び燃え上がろうとしているひなのちゃんにはちょうど良かったかもしれない。

　さっきは「上手いか下手かじゃない」って言ったけど、それはデビューしたばかりのひなのちゃんだからこそ掛けた言葉だ。いつまでもそんな甘えたことを言ってはいられない。アイドルもやる声優として活動していくのなら、演技も、歌も、踊りも、すべて高いレベルが要求されるようになる。

　でも、新人の間くらいは勢いだけで突っ走ってもいいんじゃないかな。『駆け出し』って言葉があるくらいだしね。

「よっしゃ、行くか」

　僕も立ち上がる。そして、ひなのちゃんと同じように冷め切ったおしるこを一気飲みした。さすがに冷めたおしるこを一気に飲むのはきつかったけど、なんだかさっきよりおいしく感じた。息苦しさと、甘さが、心地いい。

　会場に向かって駆けだす。電車で行く距離ではない。

　近いところで運転手さんには申し訳ないけど、タクシーでも捕まえた方が早いかな。

　しかし、大通りに出た僕たちの目の前には、車の行列が広がっていた。事故でもあったのだろうか。大だい渋じゆう滞たいである。

「せんぱい、走ろっ」

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　イベントの前に体力を使わせるのは…………。

「へっちゃらですっ！」

　よし！　じゃあ行きますか！

　おっと、まずは芹せり沢ざわさんに連絡しておくか。

　走りながら、スマホを取りだして芹沢さんへかける。

『プル……もしもし』

　出るの早っ！

　ワンコールもしない内に出たぞ。やっぱり心配してたんだな。

「常つね村むらです」

『どうでした？』

「大丈夫です。これから、ひなのちゃんと会場に向かいます」

『そうですか…………良かった』

　横を見たら、走りながら僕へと手を合わせるひなのちゃんの姿が。

「ひなのちゃん、すっごい反省してるみたいです。でも、きっともう平気ですよ」

『分かりました。イベントが終わったらお説教しますから、覚悟しておくようにと伝えておいてください』

「ははは、分かりました」

　ここで問題が発生。小走りで話していたから息があがってきた。

「じゃあ、急いで向かいますんで」

　と切ろうしたところで、芹沢さんから待ったがかかる。

『あの…………もうひとつお願いしてもいいですか』

「はい……僕で良ければ。なにかあったんですか？」

　ここに来て新たなハプニングですか。

　はい、いいですよ。乗りかかった船です。もうなんだってやってあげますとも。

『衣装が…………届かないんです』

　は？　どういうこと？

「衣装って…………」

『まどかたちのユニットの衣装です』

「ということは」

『はい。ギリギリで手を加えたので、納品がイベント当日の今日きようになっていたのですが』

　そっか。あれが原因か。

　ひとつだけ、思い当たるフシがある。ってか、それはつまり僕の責任じゃないですか。

「すいません、僕が余計なことを」

『いえいえ、結果この方が良かったので、気にしないでください。ただ、衣装を運んでいる車が渋じゆう滞たいに捕まってしまったらしくて』

　すぐ横の大通りを見る。たしかに渋滞だ。この渋滞のせいか。

　さっきから全然進んでないもんな。走ってる僕たちの方が断然速い。

『会場の近くまでは来ていると先ほど電話をもらっているので、もしかしたら良りよう人とくんが近くにいるかもと思いまして』

「なるほど、分かりました。ドライバーさんの番号教えてもらっていいですか。連絡とってみます」

『すみません、お願いします』

「いえいえ！　ひなのちゃん、なにかメモ…………あいや、ケータイ出して。で、いまから言う番号を打って」

「は、はい」

　慌あわてながらも従ってくれるひなのちゃん。

　番号を控えて、芹せり沢ざわさんとの通話を切る。

　うし、そしたらひなのちゃんからケータイを借りて…………いや、やっぱり自分のに打ち直してからかけるか。

　さっさっさっ、とひなのちゃんのケータイを見ながら番号を打ち直してすぐにかける。

　すぐに出てくれた。

　イベントの始まりまでもう時間がない。音おと無なしさんたちのユニットの出番は最後の方とはいえ、まだ衣装が着かないなんて、誰だれでも焦あせるよな。

「もしもし！」

　ドライバーさんからいまいる場所を教えてもらう。

　よし、近いぞ。

　全力でダッシュだ！




　会場に向かっているとき、ひなのちゃんは「へっちゃらです」とか言ってたけど、いざ着いたときにへっちゃらじゃないのは僕だった。

「すみませんでしたっ！」

　ものすごい勢いで頭を下げるひなのちゃんの横で僕は、言葉も発せないレベルでへたり込んでいる。

　場所はスタッフオンリーの入り口から入ってすぐの廊下である。

　背もたれのついていない長イスに座り込んで、僕はもう息も絶え絶え。忙しそうに走り回るスタッフさんたちの目を気にしている余裕もない。

　意外と距離があったし、会場前はお客さんでいっぱいだった。今日きよう、ひなのちゃんが出演することはシークレットだったから、こんなところでバレるわけにはいかないと、迂う回かいせざるをえなかったのだ。

　しかも、僕は衣装を抱かかえてだ。

　いくら女性用とはいえ、ステージの衣装は重かった。自転車もなにもなかったしな。抱えて走るしかなかったのだ。

　先に行っていても良かったのにひなのちゃんが付いてきてくれて、自分の分だけでも持ってくれたのが唯ゆい一いつの救いだったかな。

　まあ、情けない話になってしまって人に言いづらいんだけど、最初は三人分僕が持って走ったのだ。けれど、すぐに限界を察してひなのちゃんに一着持ってもらったのである。

　服って意外に重いんだね。

　ステージ衣装だけあって、装飾がいっぱい付いてるのも理由のひとつかもしれないけど。

「はあ、はあ、はあ」

　なかなか息が整わない。

　でも、間に合って良かった。

　取り返しのつかないことになる前に、なんとかできて良かった。

「おつかれ」

「おつかれさまですわ」

　おお、音おと無なしさんにしぐれさん。

　二人とも素敵な衣装で。ソロで歌うとき用の衣装かね。

「はい、これ。二人の衣装」

　音無さんの衣装を音無さんに、しぐれさんの衣装をしぐれさんにしっかりと渡す。

　きちんと見分けがつくのだ。ちょっと手が加えてあるからね。

「さんきゅ」

「ありがとうございます。…………あら？　これ」

　お、しぐれさんが気づいたみたいだぞ。

「衣装合わせのときと、少し感じが違っているのですが」

　最初の衣装を僕は知らないので、どこがどう違っているのかは分からないけど、しぐれさんの衣装には、あちこちに控え目な感じでフリルが付いている。

　一見では分からないかもしれないけど、言われればそうかな？　と思うくらいの本当にちょっぴりなんだけどね。

　そもそもユニットの衣装は、三人とも似たようなテーマで作られている。ただし、それぞれの個性が出るように、他ほかの二人より少しだけ露ろ出しゆつが多かったり、他の二人より少しだけ幼さを感じるかわいさがあったりっていうバリエーションがあった。

　そこで、しぐれさんの衣装に加えられた要素は。

　そう、ゴスロリだ。

「僕が芹せり沢ざわさんにお願いしたんですよ」

「良りよう人とさまが？」

「はい。ほら、この前の文化祭で、しぐれさんにミスコンに出てくれるようお願いしたじゃないですか。あれ、芹沢さんが文化祭を見に来てくれるって言ってたんで、ゴスロリのしぐれさんを見てもらういい機会かなって思って」

「そうだったのですか…………」

「せめて、このユニットで活動する間だけでも、いつもと違うイメージを出すのもいいんじゃないですかって芹沢さんにお願いしてみたんです。まあ、それが原因で衣装の到着が遅れちゃったんで、大変申し訳ないんですけど」

「良人さま！」

「うわ」

　抱だきつかれた！

　ちょ、ちょっ、しぐれさん、みんな見てますって。

　ここ廊下ですって！

「しぐれさん！　僕汗でべちゃべちゃですから！　汗臭くさいの移っちゃいますって！」

　汗臭いアイドルとか嫌いやだもんな。

　さすがにステージの上から観客のいる下までは届かないだろうけど。

「気にしませんわ」

　いやいや、しぐれさん。

　ど、ど、どうしよう。

「ダメですって！　しぐれさんもう衣装じゃないですか、しわになっちゃいますよ」

「それくらい遠くからでは分かりませんわ」

　ああもう！　いい匂においするしやわらかいし！

「はい、しぐれ。その辺にしときなさい」

「あらあらあら」

　音おと無なしさんがしぐれさんの首根っこを摑つかまえて引っ剝ぱがしてくれた。

　残念なような、これで良かったような！

「まどかの方が気になって仕方がなかったようですわね」

「は？　べつにね、あたしはあんたらがいつどこでベタベタしてようがまったく気にならないわよ。ただね、横で踊ってるやつが汗臭くさかったらモチベーション下がるでしょ？」

「はいはい、そういうことにしておきますわね」

「ぐっ…………腹立つ！　これから本番だってのになんっかイライラするうううううう」

　落ち着け、音無さん。

　地じ団だん駄だを踏ふんでも意味がないと思うよ。

「あ、あの…………」

　ん？　ひなのちゃん、スタッフさんたちへの謝罪は終わったかい？

「ごめんなさいでした」

　音無さんたちに向かって頭を下げるひなのちゃん。

「…………ふう。ったく、これからユニットとして一緒にやっていくんだから、スタッフの皆さんに迷めい惑わくかけるんじゃないわよ」

「いまのまどかの言葉を訳しますと、スタッフの皆さまに迷惑をかける前に、自分たちに迷惑をかけろ、と言っているのですわ」

「しぐれ、うるさい」

「あら。うふふ」

　強がってはいるけど、音無さんも結構心配してたみたいだしな。音無さんはすぐ行動に移すタイプだからね。なんとかしたいけど、自分は会場から離れられなくて、きっとすごくやきもきしただろう。

「もう、大だい丈じよう夫ぶなのよね？」

「はいっ！　もしかしたら、色々ミスしちゃうかもしれないけど、全力でがんばります！」

「全力でやれば失敗はしないわ。たとえ本番で間違ったとしても、それは失敗じゃない。失敗ってのは、全力を出せなかったときのことを言うの。あたしはそう思ってる」

　全力を出せなかったら失敗、か。

　いやあ音無さん、励はげましつつも厳しい言葉だね。だってさ、それって逆に言えば、一度の間違いもなくやれたとしても全力じゃなかったら失敗ってことでしょ。さすが音無さんだわ。

　僕なんかの励ましの言葉とは重みが違うわ。

「あ、そうだ」

　思いだした。

　あと一個、ひなのちゃんに伝えておかなくちゃいけないことがあったんだった。

「ひなのちゃん、招待客のリスト見た？」

「いえ…………」

　なんのことか分からずに首を傾かしげるひなのちゃんに、芹せり沢ざわさんが招待客のリストを渡す。

　黙だまって受け取り、ひなのちゃんは読み始めた。

　さあ、ひなのちゃんはどんな顔をするかな。わくわく。

「え…………これって」

　驚おどろいてる驚いてる。やった甲か斐いがあるってもんだ。

「僕が呼んでおいたんだ」

　招待客のリストには、ひなのちゃんが育った施設の先生と子供たちの名前が載っている。

「少しだけなら知り合いを呼んでもいいって言われてたんだけどさ。ひなのちゃん、自分では呼んでなかったみたいだから」

「それは……ひなちゃんの登場はシークレットだから、なるべく人には言わないようにって言われてて、仕方なく」

「うん。だからさ、僕の招待したお客さんってことで、呼んでおいたよ」

　友達を呼んでも良かったんだけど、あいつら甘やかすと図に乗るからな。せっかくの好意を無む駄だにするよりも、いいことに使おうかなと思って。まあ、人数が増えちゃったけど、理由を言ったら芹沢さんも都合つけてくれたし。

「せんぱい…………」

「見せてあげるんだろ、あの子たちに、夢を。緊きん張ちようして笑顔忘れんじゃないぞ？」

「…………ったりまえです！」

　よっしゃ。

　まさかこんな展開になるとは思わなかったけど、結果オーライだな。

　ひなのちゃんの気合いも入ったみたいだし、あとは本番を待つだけかな。

「じゃあ、着替えてきますっ」

　意い気き揚よう々ようと歩きだすひなのちゃん。

「んじゃ、あたしも歌詞の最終チェックしておこーっと」

「まどか、そろそろオープニングの時間ですよ」

「え、もうそんな時間!?　やばっ」

　音おと無なしさんとしぐれさんも慌あわてて歩いていってしまう。

　と、思ったら、音無さんが僕の目の前までやってきて、頭にぽん、と手を置いた。

「二人のこと、ありがと。かっこいいじゃん」

　頭をわしわしと搔かき乱される。やめろやめろ、セットが崩くずれる。全力ダッシュですでに崩れてるけど。そもそもたいしてセットなんてしてないけど。

　見上げる僕と音おと無なしさんの、目と目が合ったのは、ほんの一いつ瞬しゆん。

　わずかな笑み。それだけ。

　たったそれだけだったけど、充分すぎるわ。

　今度こそ音無さんはしぐれさんを追って行ってしまった。

　って、しまった。

　僕もこんなところでへたり込んでる場合じゃなかった。仕事しなくちゃ。

「良りよう人とくん。大だい丈じよう夫ぶですから。あまり無理はしないで」

　芹せり沢ざわさんが僕を気き遣づかうように言ってくれる。

　ありがとうございます。

　でも！

「平気ですよ、これくらい！　みんなががんばってるのに、一人で休んでなんていられませんって」

　やる気ってのは伝染するのかね。

　ひなのちゃんの姿を見てたら、疲れが吹っ飛んだよ。

　よっしゃ、最後の最後まで、僕も気を抜かずにがんばるぞ。

　全力でね。










　イベントが始まってからはあっという間に時が過ぎていく。

　見る者の意識と時間を奪うばい去っていく圧倒的なパフォーマンスが、もう次々と。

　音無さんやしぐれさんのステージ、色んなタレントさんの歌ありトークありのイベントが進んでいき、ついに訪れた。

　ようやくだよ。

　色々あったけど、ようやく皆さんの前に出られるんだ。

　この日のために、みんながんばってきたんだもんな。

　ステージの袖そでで、僕はカメラを片手に三人の緊きん張ちようしている姿を映している。

　音無さんやしぐれさんはすでにオープニングに出ているし、ソロで歌を披ひ露ろうしているけれど、いまが一番緊張しているように見えた。

　暗くなった会場では、観客の皆さんが次はなにが起こるのかと静かにそのときを待っている。

「じゃあ、行くわよ」

「はい」

　まずは、音おと無なしさんとしぐれさんの二人がステージへ。

　カメラの録画停止ボタンを押す。

　裏方の僕がやれるのはここまでだ。

　あとは、三人が帰ってきたときに、がんばりをねぎらうだけ。

　二人がステージの中央に着くと、スポットライトが二人を照らす。

『うおおおおおおおおおおおお』

　巻き起こる歓声。

　のちに、その歓声はざわめきへと変わっていく。音無さんとしぐれさんが、似たような衣装に身を包んでいるのに気づいたのだろう。

「改めまして、音無まどかです」

「天あま乃の川がわしぐれですわ」

　自己紹介をしただけで、割れんばかりの歓声があがる。

　ふと隣となりを見たら、ひなのちゃんが目を閉じてその振動に耳を傾けていた。

「皆さん、盛り上がってますか────!?」

『うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお』

「実は、ここで、あたしたちから…………ちょっとした発表があります！」

　何度も起こる歓声。歌を披ひ露ろうする出演者よりも、お客さんたちの方が声が嗄かれてしまいそうなんじゃないかってくらい。いや、実際嗄れちゃう人もいるんだろうな。

　歓声のあとのざわめきが大きくなった。

　見ている人もなんとなく気づいたのだろう。

　いまステージに立っているこの二人がなにかするんだろうなって、それくらいは感じ取ったんだろうな。

　でも、それだけじゃないんだよ。

　二人だけで終わりじゃないんだよ。

「実はあたしたち、ユニットを組むことになりました！」

　待ってましたとばかりの、今日きよう一番大きい歓声。

「でも！　あたしとしぐれの二人じゃないんです。もう一人！　もう一人、一緒にがんばっていこうっていう仲間がいるんです」

　紹介が始まった。

　ひなのちゃんは…………大だい丈じよう夫ぶそうだな。

「行ってきます」

「うん、がんばれ」

　ステージの袖そでギリギリのところまで歩いていくひなのちゃん。その背中は、もう公園で見たように小さくはない。

　出ていくタイミングを間違えないように、音おと無なしさんの紹介に集中している。

「では、さっそく紹介しましょう！　どうぞ！」

　最初の一歩は駆け足だった。

　彼女らしい、最初の一歩だった。

　あ、行きすぎたみたい。足元の目印を見ながらちょっと戻ってきた。これもやっぱりひなのちゃんらしい。

「皆さん、初めまして！　木こ立だち陽ひ菜な乃のですっ」

　とんでもなく大きな声。マイクなんかなくても、会場中に響ひびくくらいの気き概がい。さすがにそれほど小さい会場じゃないから無理だとしても、それくらいの勢いはあった。

　ここにいるのは自分だと、誇示するかのように。

　迎えてくれるのは、温かい拍手と歓声。

「それじゃあ、三人揃そろったところで、ユニットとして自己紹介しとこっか！」

　音無さんが進行をしている。そういえば、誰だれがリーダーなんだろ。決めてるのかな。まあ、普通に考えたらやっぱり音無さんかな。

「はいっ」

「そうですわね」

　会場が静かになる。次の歓声に備えているのだろう。

「じゃ、いっくよ！　あたしたち！」

「わたくしたち」

「ひなちゃんたちは────」

「「「カルミアＫａｌｍｉａです!!」」」

　一気にステージが光に包まれ、紙かみ吹雪ふぶきが舞う。

　ステージに設置された大きなディスプレイに、英語でユニットの名前が表示され、ピンク色のかわいい花が映しだされた。

「しぐれ！　説明よろ！」

「かしこまりました。カルミアとは、いま後ろに映っていますお花の名称です」

　へえ、初めて見たけど、きれいな花だな。五枚ほどある花びらはすべて繫つながっていて、正面から見ると星のようなカタチをしている。花自体をひとつだけ見ると、ピンク色の小さくてかわいらしい花。だけど、一箇か所しよに固まってたくさん咲いているとそれなりに見み応ごたえがある。

「このカルミアの花言葉は────」

　しぐれさんが大きく息を吸って、一拍タイミングをずらす。

　それが合図だったのか、しぐれさん、音無さん、ひなのちゃんの順番でマイクを握る。

「賞賛」

「大いなる希望」

「そして────野心」

「わたくしたち三人は、この三つの花言葉を持つカルミアというお花をユニットの名前に選びました」

　へえ、そういう意味だったのか。僕もいま知ったわ。

　なんて感心していると、いつの間にか芹せり沢ざわさんが横に立っていた。

「実は、カルミアの花には花言葉がもうひとつあるんですよ」

　ほほう、四つも花言葉があるのか。あんまり詳しくないけど、そういうものなのかね。

「四つ目の花言葉は、大志を抱いだく、です」

　芹沢さんは、僕の目を見ながら教えてくれた。

　なるほど。四つ目もいい意味じゃない。あの三人にぴったりかもね。

「皆さーん、ピンク色のサイリウムは持ってますか？」

　おっと、今度はひなのちゃんの番か。

　ひなのちゃんの問いかけに、会場中が一気にピンク色に染まる。

「これから、カルミアとして活動するときには、ピンクのサイリウムで応援お願いしまーっす！」

　声優さんのライブではサイリウムが必ひつ須すアイテムである。サイリウムとは、簡単に言ってしまえば光る棒だ。応援する声優さんによって、それぞれ色が違うのである。音おと無なしさんだったらこの色、しぐれさんだったらあの色、みたいに。

　今日きようは事務所のイベントということで、同じ色を使っている人がべつにいたのだろう。とくにピンク色を用意してとお願いしたわけじゃないのに、みんな持っていた。まあ、めずらしい色じゃないからね。

「ではでは、まあね。これからデビュー曲を披ひ露ろうしたいと思うんですけど…………その前に、あたしから一言いいですか？」

　そして、締めに音無さんに戻ってくる、と。

　やっぱり音無さんがリーダーだね、こりゃ。

「あたしたちがこうしてこのステージに立つまで、本当に色々なことがありました」

　あったね。本当に。ついさっきまであったからね。

「そんなあたしたちを支えてくれたのは、スタッフの皆さんと…………ここにいる、いつか会えることを信じていた皆さん…………そして、もう一人。その人は照れ屋さんなので、ここで名前を出すのはやめておきますね。今日も、ステージの横で見てくれていますけど」

　ちらり、と音無さんがこっちを見た。

　え？　僕？

「その人は、あたしたちのために、本当に色んなことをしてくれました。だから、たくさんの感謝の気持ちを込めて、歌いたいと思います」

　な、なんだよ。

　ちょっと照れるじゃんか。

「聴きいてください。カルミアのデビュー曲です」

　曲が流れ始めた。

　もう何度も、覚えるくらい聴いた曲だけど、生の歌と振り付けがあると違うわ。

　あー、失敗したな。できれば正面から見たかった。遠くからでもいいから、客席の後ろにでも行っておけば良かったな。

　ふと、ステージの脇わきに置かれている小さいモニターが目に入った。客席の様子が映っている。

　ピンク色のサイリウムが揺ゆれている。

　まるで、本当にカルミアの花が咲いているように。

　カルミアの花に包まれながら、三人が歌い踊っているのだ。

　そう、これ。これだよ。

　僕が見たかったのはこれなんだ。

　出演者だけでも、スタッフだけでも、この光景は作れない。応援してくれるみんながいて、初めて完成するステージなんだ。

　ようやく努力が報むくわれたってもんさ。ステージの上にいる三人と同じようにね。

　いやいや、まだ満足しちゃダメだ。最後の最後まで、しっかり見ててあげないとね。できることなら、ずっとずっと、見守ってあげたいね。
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　こうして、ようやく僕は〝カルミアＫａｌｍｉａ〟のデビューを目に焼きつけたのだった。










　いやはや、本当にお疲れさまでした。

　色々あったけど、なんとか無事にイベントが終わった。

　このあと、関係者の人たちが集まって簡単にお疲れさま会があるらしい。打ち上げってほどではないけど、乾杯とかしたりするらしい。ありがたいことに、僕もそこへお呼ばれしているのだ。

　音おと無なしさんたちはいったん動きやすい服装に着替えると言って、楽屋へと行ってしまっていた。

　なので、僕は一人、そのお疲れさま会を行う部屋で待ちぼうけ。テーブルの上にはおいしそうな料理が並んでいる。もちろん、まだ手はつけないけども。

　することないなー、と周りを見渡すと、ちらほら知った顔がある。知った顔といっても、こっちが一方的に知っているだけだ。とてもじゃないけど話しかける勇気はない。

　あとで音無さんたちに紹介してもらえないかな、なんて淡あわい期待を持ちながらちらちら見る程度である。

　なんて、手持ち無ぶ沙さ汰たで音無さんたちの着替えが終わるのを待っていたら、スマホが震ふるえた。僕の持っている全スマホが震えた。いや、一台しか持ってないけど。

　ポケットから取りだす。

　ひなのちゃんから？

　おいおい、もうトラブルは勘かん弁べんしてくれよ？　イベントは終わったんだからさ、もうなにもないでしょ？

「もしもし」

『せんぱい、ちょっとこっちに来てもらっていいですか』

「え…………なんかあったの？」

　色々ありすぎたせいでつい身構えてしまう。

『んー、とりあえず来てくださいっ』

　なんかよく分からないけど、緊きん急きゆうの用事ってわけでもなさそう。

　でも、まあ、いっか。ここにいてもすることないし。肩身狭いし。

　ひなのちゃんに楽屋の場所を教えてもらい、そそくさと場所を移した。




　こんこん、と強めにノックした。

「はーい」

「常つね村むらです」

「せんぱいですか」

「そう」

「あ、まだ着替えてるんで、開けちゃダメですよ？」

　うお、あっぶね！　開けるところだったわ。あと少し、ひなのちゃんが言うの遅かったら開けてたわ。

「で、なに？　なんかあったの？」

「ちょっと、訊ききたいことがありまして」

　部屋の中からひなのちゃんの声が聞こえる。この状態で質問に答えろ、ということなのか。

　二人っきりで話をしたいとかなら、べつの日に電話で、とかでもいいのに。めっちゃ廊下だよ？　ここ。

「せんぱいがひなちゃんたちのために色々がんばってくれるのって、まどかせんぱいのためですか？」

「え？　いや、べつに音おと無なしさんのためだけってわけじゃないけど」

　しぐれさんも、ひなのちゃんも、僕は応援してるよ。

「あんまり時間もないので、単刀直入に訊きますけど…………せんぱいは、まどかせんぱいのことが好きなんですよね」

「なっ!?　ちょっ、おい!!」

　突然なにを言いだすんだよ。急に話が変わったな！　単刀直入すぎんでしょ！

　慌あわてて周りを確認。よし、誰だれもいないな。

「この前の文化祭のとき、せんぱい『好きじゃない』って言ってたじゃないですか。あれ、噓うそでしょ」

「なんでそんなこと言わなくちゃ…………」

　思いだすと、いまでもちょっぴり胸が痛む。罪悪感ってやつかな。

「正直に答えてください」

「……………………そうだよ」

　こんな廊下で、楽屋のドアに向かって僕はなにを言っているんだ。

「なんで噓なんてつくんですか？」

「それは…………そりゃそうでしょ。音無さんはアイドルなんだから」

「でも、せんぱいは前に、『アイドルでも恋愛していい』って言ってたじゃないですか。あれも噓だったんですか？」

　ひなのちゃんの家に行ったときか。たしかに言ったな。

「いや……噓じゃない。本当にそう思ってる。でもそれってさ、相手の幸せを一番に考えるってことだから。音無さんはさ、僕が好きって伝えてから、悩まなくていいことを悩んじゃったりしてたみたいで…………」

「それで、噓うそをついたんですか」

「…………うん。アイドルとして輝く音おと無なしさんの、邪じや魔まはしたくなくて」

「じゃあ、これからどうするんですか？　このまま、ずーっと黙だまっておくつもりですか？　まどかせんぱいに噓をついたままにしておくんですか？」

「分からない。けど、いつか…………僕が、音無さんの邪魔にならないような人間になれたら。音無さんのファンの人たちに認められて、音無さんに『この人なら』って思ってもらえるような男になれたら…………。そのときは、きちんと伝えるよ」

　いつになるか分からないけどね。

　そして、なにをどうがんばればそうなれるのか、まだ全然分からないけどな。

「そうですか。気の遠くなるようなお話ですね」

　ひなのちゃんに言われなくても、それは分かってるわ。

「もうなんなんだよ！　そんな話をするために呼んだのか？」

　僕がそう言った瞬しゆん間かん、ドアがゆっくりと開いた。

　ようやく着替え終わったか。

「おい、ひなのちゃ…………ん？」

　中から出てきたのは…………ひなのちゃんではなく。

　音無さん？

「恥ずかしいことべらべら言ってんじゃないわよ、ばか」

　あ、あれ？

　え？　なんで？

　音無さんは一言だけ残して、顔を赤くしながら走っていってしまった。

　音無さんの背中を見送ってから、改めて正面を向く。

「せーんぱいっ」

　続いて部屋の中から出てきたのは、今度こそひなのちゃんだった。

　音無さんがいるならいるって言えよ！

　音無さんもさ、なに黙って聞いてんだよ！

「な、な、な…………」

「ささやかなお礼ですっ」

　お礼って…………いや、これはある意味いじめだろ。

　ミュージックビデオの撮影で行ったグレイス女学院の体育倉庫のときとまったく同じ手口で、立場が逆のパターンじゃないか。

「あ、でも勘かん違ちがいしないでくださいね？　せんぱいたちがくっついて、またスキャンダルってことになったら、まどかせんぱいの仕事に影えい響きようが出て、ひなちゃんおこぼれがもらえるかなーって考えてるだけですから」

　ちょっと待て。

「ま、そうならないように、せんぱいはがんばってくださいね？」

　僕、なにを言った？

　へんなこと言った？

　へんなことしか言ってなくね？

　うわあああああああああ、やべえええええええええええええええええ。

「せんぱいっ！　ほら、早く行きましょ」

「いや、待てって。おい。おい!!」







あとがき




　ワインの銘めい柄がらを訊きかれたときに、「シャトーブリアン！」と答えてしまうくらいには肉が大好きです、サイトーマサトです。お酒に弱くて、普段まったく吞のまないんです。だから銘柄なんて知らなかったんです。そういうことにしておいて！

　ほら、焦あせると自分でもびっくりするような行動を取ることってあるじゃないですか。以前、暑いからといって家でズボンを穿はかずに過ごしていたら、宅配便のお兄さんが来て、パンツ丸出しで応対してしまうとか…………自分でもさすがにどうかと思うわ。

　というか、なんで私はあとがきで自らの恥を晒さらしているのでしょうか。マゾなんでしょうか。

　落とし穴があれば落ちてみたくなるし、頭上にタライがセットされていたらキレイに当たるよう立ち位置を調節してしまう。ずっとそんな生き方をしてきました。改めまして、私がサイトーマサトです。後こう悔かいはしていません。案外楽しいもんですよ？　本人が幸せならそれでいいじゃない！　笑えばいいよ！

　そんなわけで、皆さまの恥ずかしいエピソードをお待ちしております。

　それでは謝辞に移りたいと思います。

　まずは担当さんへ。此この度たびも多大なるご迷めい惑わくをお掛けした事を深くお詫わび申し上げるとともに、そんな私に格別のご厚情を賜たまわり、担当さんには厚く御おん礼れい申し上げます。と、ちょっと硬めの文章でお伝えしておきます。それくらい…………だったということです。

　イラストレーターの魚さかなさん、いつもいつもありがとうございます。これからも調子に乗ってあんなシーンやこんなシーンをガンガン書いていこうと思いますので、なにとぞ！　よろしくお願いいたします！

　他ほかにも、ここでは挙げきれないほどたくさんの人にお世話になっております。本当にありがとうございます。

　最後になりましたが、この本を手にとってくださったそこのあなた！　あなたに最上の感謝を。まだまだまだまだ、がんばります！　いつだって全力です。たとえくじけそうになったとしても、皆さまの「おもしろかったよ」の一言で疲れなんか吹っ飛びます。どうぞよろしくお願いします！

　それでは今回も結びの一言を。

　あなたの貴重なお時間をほんの少しでもいただけたのなら、こんなに幸せなことはありません。本当にありがとうございました！　お相手は、サイトーマサトでした！
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サイトーマサト

（前回の続き）えっと……一応小ネギなんですけど。これ、食べられるのでしょうか。ペットは飼い主に似ると言いますが、植物も同じなのでしょうか。つまり私の性根が曲がっているからピンと立たない……？
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イラスト／魚さかな

地元のどでかい電波塔が開業。

のどかな下町って感じでしたがにぎやかになってきました。

とくににぎやかなのが空撮のヘリコプター。

日中に寝る人間にとっては音がキツイ…[image: かお]
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